
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




本日の騎士ミロク３





田口仙年堂















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　緑の月二十六日　騎士は走り


２　緑の月二十六日　民は歌い


３　緑の月二十六日　咎とが人びとは笑い


４　緑の月二十六日　兎は剣を取り


エピローグ





　あとがき
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プロローグ




　親愛なる君へ





　気づいたと思うが、今回は多めに金を送った。


　なに、臨りん時じ収しゆう入にゆうがあっただけだ。気にする事はない。


　金を多く送ったところで、お前の身体からだが早く良くなるわけじゃないって事も理解している。だからその金は例の道楽にでも使ってくれ。


　そうだ、前の手紙に添てん付ぷされてた設計図、見せてもらったよ。


　こう言ってはアレだけど──ひどいな。


　趣味の域を超えないというより、徹底的に趣味を追求した感じだ。誰も喜ばない、自分が作りたいから作る、そういった芸術家の意志が伝わった。食えもしなければ産業の発展にもならない、まったく馬鹿げた代しろ物ものだ。


　くだらない。


　だけど俺は気に入った。


　バカばっかりのこの世界には、似合いの代物だ。


　金を多く送ったのは、そういう意味も込めてある。気にせず使ってくれ。


　ああ、本当にくだらない。


　頭の中に砂糖菓子が詰つまったような女も、柔軟性のない騎士たちも、そんな奴やつらに付き合っている俺も、全部だ。


　そうだ、くだらないと言えば──


　今年もやるぞ、ジルサニアの祭り。


　お前はあの祭りの記念銀貨のデザインが気に入ってたよな。


　今年も新作があるかどうか、見てきてやるよ。





　　　　　　　＊





　嗅かぎ慣れない匂においと激しい耳鳴りが、沈しずみかけていた意識を引き戻もどした。


「くそ……しくじった……！」


　砕くだけ散ちった床ゆかの破片を握にぎりしめて、ビスマルクは立ち上がる。


　魔ま法ほうでコーティングされたジルサニア騎士団の制服は汚よごれひとつないが、短い手足と長い耳は煤すすで汚れてしまっている。腕うでに軽い火傷やけどを負ったが、こんなもの傷のうちに入らない。


　近くに転がった黒くろ眼鏡めがねを拾い、状じよう況きようを確認する。


　耳と目を動かして、部屋を確かめたかったのだが、どうやらあまり努力する必要はないようだ。


　なぜなら、部屋は跡あと形かたもなく崩くずれていたから。


　眩まぶしいと感じたのは、天てん井じように穴が開いていたからだ。おそらく爆ばく発はつの衝しよう撃げきで落ちてきたのだろう。


　視線を落とすと、その瓦が礫れきに潰つぶされた騎士が二名。


　ここがジルサニア騎士団の詰つめ所しよ――通つう称しよう「聖書バイブル」――の最上階だったのが、まだ救いだった。他の階であれば、瓦礫の重みで潰れ、爆発の被ひ害がいはさらに甚じん大だいだっただろう。


「チッ……」


　舌打ちして、これからの行動を考えようとする。


　ビスマルクの脳ならば一いつ瞬しゆんで可能な芸当だったが、その一瞬も経たたないうちに大きな足音が思考を妨さまたげた。


「動くな！」


　飛び込んできたのは、戦争でもないのに戦闘用の黒いコートを着た女。


「……ウソだろ？」


　驚きよう愕がくするビスマルク。


　爆発が起きてから、まだ時間が経っていない――というより、爆発のほぼ直後ではないか。いくらなんでも早すぎる。


　まるで、前もって知っていたかのようなタイミング。


　彼女に続いて数名の騎士がなだれ込み、抜ばつ刀とうしつつビスマルクを包囲する。


「お前ら……」


　何者か尋たずねる必要もない。


　ビスマルクに向けられた切っ先は、黒炭のように黒い。この剣けんを持つ部隊はジルサニア騎士団にひとつだけ。


　だというのに、黒いコートの女はわざわざ名乗った。


「我々はジルサニア騎士団黒こく鎖さ隊だ。この爆発事故の件で、貴公に伺うかがいたいことがある」


　細身だが身長の高い彼女は、ビスマルクもよく知っている。


　黒鎖隊の副隊長だ。ラムといったか、よく赤あか目め隊に突つっ掛かかってくる無愛想な女である。


　彼女だけではなく、黒鎖隊は全ての騎士から恐おそれられ、敬遠されている。


　なぜかというと、彼らは唯ゆい一いつ騎き士しを取とり締しまる権限を持った部隊だから。


　この破は壊かいされた「聖書」の一室で、ただひとり立って動いているウサギを、愛くるしいマスコットとして見てくれるような連中ではなかった。


「待て、待ってくれ、お嬢じようちゃん」


　自然と、ビスマルクの足が下がる。


「話を聞け。俺は――」


　額ひたいに汗あせが滲にじむ。


　それを拭ふこうと手をかざした時、


「動くな！　拘こう束そくする！」


　ひとりの若い騎士が斬きりかかってきた。


　まっすぐに向けられた剣がビスマルクの頭を叩たたき割るように振ふり下ろされるが、彼は僅わずかに動いただけで避よける。返す刀はビスマルクの頭上を通り過ぎていった。


「待て！　待てっつってんだろ！」


「大人しくしろ！　抵てい抗こうは無む駄だだぞ！」


　ビスマルクの制止も聞かず、黒鎖隊の青年が細身の剣を突き出だしてくる。


　それに触しよく発はつされたのか、周りの騎士たちもビスマルクに飛びかかるようにして接近してきた。


「おい、お前たち待て！　先走るな！」


　ビスマルクより大きな声で黒鎖隊を止めたのは、ラムだった。


「何を持っているか分からない！　用心するんだ！」


「す、すみません！」


　最初に動いた若い騎士が謝る。髪かみの長い男だ。おそらくミロクと同い年か、若じやつ干かん上くらいだろう。


　そんな若さで黒鎖隊に所属していることに軽く感心したが、それどころではないことを思い出す。


　鳥とり籠かごのように周囲を覆おおう無数の剣に晒さらされたビスマルクの背中を、壁かべが叩いた。


「…………」


　先ほどの剣で押された時に移動できたのだ。


　窓が近い。


　そう判断すると、躊躇ためらわずにビスマルクは跳ちよう躍やくした。


「あっ！」


　誰だれかの叫さけび声ごえ。


　窓ガラスを割って、ビスマルクは「聖書」の最上階から躍おどり出でる。


　十階建ての高さを実感させる風圧が、毛皮とヒゲを押さえつけた。


　暗かった「聖書」の外では、騒さわがしいジルサニア城下町を真昼の太陽が照らしていた。照りつける日差しは多くの人の頭を灼やく。


　普段は騎士しか出入りしない「聖書」の周辺にも、今日は多くの人が出入りしていた。


　そこから視線を僅かに上げ、王宮の城じよう壁へき。


　紅白の垂れ幕に、色とりどりの旗。空中には風船が飛び交い、城下町の道は人と店でごった返している。そこかしこから旅芸人の演奏が聞こえ、ざわめきと言うより怒ど号ごうに近い人間の声がそれを搔かき消けす。


　今日は、年に一度行われる「納のう涼りよう騎き士し団祭り」の最終日。


　全てを忘れて祭りに興じるジルサニア国民の海へ、黒こげになった小さなウサギが飛び込んでいく。


　それに気づいた者は、「聖書」の上から憤ふん慨がいしている黒鎖隊の他には誰もいなかった。
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１　緑の月二十六日　騎士は走り




　ホラキア王国で行われた六国会談は大成功に終わり、その後ルテア大陸で目立った争いはなかった。この件で六国家からはっきりと敵国と認識されたオウガン帝てい国こくですら、大陸にちょっかいをかけることはなかった。


　もっとも、それは次なる作戦への布ふ石せきだろうと推測されている。オウガン帝国が平和主義になって、二度と手を出してこないと楽観視する国はひとつもなかった。


　それでも人は戦争のことばかり考えていられない。


　国民の憂ゆう鬱うつな感情を吹ふき飛ばすために、明るい行事も行うのだ。


　ホラキア会談から一月以上が経たち、ジルサニア王国は夏を迎むかえる。


　四季がはっきりしているルテア大陸の中でも、ジルサニアは比ひ較かく的てき涼すずしい気候である。それでも夏になれば服は薄うすくなり、肌はだは焼ける。道ばたで野良犬が暑さにへたり込み、道路に撒まく水の量も増える。


　そんな暑さを吹き飛ばす――いや、むしろ暑さに乗ろうという考えの元に生み出されたのが、三日続く「納涼騎き士し団祭り」である。


　一年に一回、ジルサニア城下町は火の玉のように活気が満ちる。


　そこで遊び、歌い、踊おどり尽つくして体中の熱気を使い尽くしてしまおうという、騎士団らしい体育会系のコンセプトである。


　ジルサニアでは騎士団が行政を担っているので、国を挙げての祭りということになる。夏になると騎士団が発行するチラシを、国民はもちろん騎士も心待ちにしているのだ。


　第一王女ジェルメーヌ率いる赤目隊も、祭りの日は仕事だ。


　といっても、今日は特別な事はない。いつも通り開会式のスピーチや、来らい賓ひんへの挨あい拶さつなど。それらは初日に終わってしまい、二日目はパレードに参加して国民に笑顔を振りまいた。


　そして本日の最終日は、閉会式までヒマになる。というより強引にヒマにした。


「はーい、集合ー。みんなちゃんといるねー？」


　ジルサニアの城下町は、十字型に大通りが通っている。ちょうど東西南北ピッタリに作られているので、方角を正す時にも便利だ。その十字に区切られた四つの区画で、大体の場所を判断する。


　真北に位置する王宮から延のびる、南北の大通り。こちらは世界中から集まってきた露ろ天てん商しようが店を開いている。食物だけでなく、アクセサリも売られ、大道芸などもやっている。真面まじ目めに全て回るのは不可能だ。


　東西を分ける大通りは、パレードや行き交う人々でごった返しており、華はなやかすぎて目当ての人を見つけるのも一苦労。あらかじめ集合地点を決めておかないと夜まで会あえないこともザラだ。


「お、本当に空すいてるな」


「でしょー。あたしが見つけたんだからねー」


　そこから少し離はなれた南東の区画の路地。普ふ段だんならば抜ぬけ道みちに使われるほど人通りがないのだが、今日は商店や食堂やらが店を出しているので、まばらに人が歩いている。昼時なので、有名な食堂には行列ができるほど。


　そんな一いつ軒けんの食堂の前には、今日のために騎士団が設置したテーブルがいくつか置かれている。上には日差しを避ける天幕が張ってあり、休みたくなった利用客への配はい慮りよがなされている。


「ほい、お待ちどうっ！」


　そのテーブルのひとつに、大量に置かれた紙皿。一人では絶対に運びきれない皿の数で、また五人でも食べきれない食事の量だ。


　最後の食事を置くと、ミロクはテーブルに腰こし掛かけた。戦時ならば〝咬兎サベツジラビツト〟と呼ばれた剣けん豪ごうも、今ではすっかりパシリに慣れた。今回は珍めずらしく気が利きいて、持ち運びの速さ以上に出店の下調べも入念だった。行列が出来そうな店は避さけ、目立たない店の食事を買い込んだ。


「あたし、あっちの店のパン食べたかったなー」


　ぼやく同どう僚りようのアーニィだが、


「まーまー、これ食べてみろって。食べた事ないだろ？」


「んー？　これ？　んー、そうねー……うわ、なにこれ、おいしい！」


　饅まん頭じゆうを口に入れた途と端たん、目をカッと見開くアーニィ。そこからは手が止まらず、二つ目の饅頭にも手が出る。この分だと三つは堅かたい。


「見たことのない料理が多いですね。オウガンのものですか？　あ、これも美味おいしい」


　特製ソースで炒いためた麵めんを食べるトーラット。落ち着いて食べているように見えるが、食事のスピードはいつもより早い。そしてお茶だけは自分が買ってくると言ったので任せたのだが、彼が露ろ店てんで買ってきた冷茶は汗がスッと消えていくほど冷たく美味しかった。


「で、ジュジュ。あなた少しはお茶飲みなさい」


　トーラットがそのお茶を勧すすめるジュジュは、もはや誰だか分からないほど口を頰ほお張ばらせていた。齧げつ歯し類るいのように食べ物を詰つめ込む彼女を見て、誰が朝にスピーチをした姫ひめだと思うだろうか。


　いや、わかるまい。ただでさえ今のジュジュは変装している。


　長い金きん髪ぱつは頭の上でまとめ、赤いフレームのメガネをかけている。髪と目元を変えるだけで、けっこう印象が変わるものだ。


「ゲフッ」


「変装してるからっつって、ゲップすんな！　はしたねぇ！」


　すぐにお茶を渡わたすミロク。全員ジュジュがお茶を飲むのを見ているのだが、すぐに飲み込むのも勿もつ体たいないらしく、ゆっくり咀そ嚼しやくしてからお茶を飲み、その味を確かめてからまた一気に飲み干す。


「……何見てんだよ」


「いえ、ジュジュがあまりにも可愛かわいかったもので」


　トーラットの冗じよう談だんに、アーニィが吹き出す。ミロクも含ふくみ笑わらいしてしまう。


「なんだよ！　私が悪いんじゃない、このメシがウマイのが悪いんだよ！　で、ミロク、これジルサニアでも買えるのか？」


　練った粉を円えん盤ばん状にして焼いた食べ物を見るジュジュ。気に入ったらしい。


「材料さえ揃そろえば、作るのは簡単だぞ。手間も金も大してかからない」


「そうなんだ……オウガン、恐るべし」


　真しん剣けんに食べ物を見るジュジュ。


「あのですね皆みなさん、食べ物にばかり感心してないで。祭りは他にも色々あるんですよ？　今日で終おわっちゃうんですから、もっと楽しまないと」


　自分も美味しいと言っていたくせに、トーラットが苦笑する。


「何か面白い催もよおしやってるのか？」


「ジュジュにとって面白いのは……ああ、アーセージ殿でん下かが王宮の中庭で何かやっているそうですよ。あと、大通りの隠かくし芸げい大会とか。終わり頃ごろにはパレードもありますね」


「へー」


　頷うなずきつつも、新しい食べ物に手を出すジュジュ。彼女が摑つかんだのは、ミロクが買ってきたものではなかった。


「これフェリサが買ってきたのか？」


「んだ」


　皿にのっていたのは魚の丸焼き。串くしに刺ささっている魚に、細かい香こう草そうが振ふりかけられている。これは彼女の出身である藍らん山ざん同盟の食べ物だろう。


「オラもミロクと同じ事考えた。ジルサニア以外の喰くいモンなら人少ねと思っで」


　不仲とはいえ、良い文化は流入してくるものだ。オウガンや藍山にだって、ジルサニアの食べ物は入っているに違ちがいない。ただ口に合うかどうかは、その国の人達次第だ。赤目隊は基本的になんでも食べるのが幸いした。


「そういや、これ」


　ミロクが袋ふくろから取り出したのは、大きなニンジン。


「隊長用に頼たのまれて買ってきたんだけど、まだ来ないのかな」


「ニンジンならいいだろ。合流した時に渡せよ」


「それもそうか……」


　服のポケットにニンジンをしまうのだが、やや大きめなせいか据すわりが悪い。仕方ないのでズボンの尻しりポケットに入れる。


「じゃ、これ食べたら次どこ行こうか？」


　テーブルの上は、すでに半分の皿がカラになっており、食べるペースはそれでも衰おとろえない。アーニィの質問も少し早すぎるくらいだ。


　ひとつ隣となりの大通りからは、花火のような破は裂れつ音や人々の驚おどろく喧けん噪そうが聞こえてくる。楽しい催し物ものは近くにもたくさんありそうだ。


「そうだなぁ……」


　ミロクとジュジュが色々と提案しようとした時だった。


「おい、そこの騎士！」


　居い丈たけ高だかな声が赤目隊の楽しい昼食を台無しにした。


　赤目隊と同じ、五人ほどの騎士だった。その騎士たちは共通して黒い剣けんを帯びている。その剣を見ただけで、さらに皆みんなの気分が白ける。


「なんだ、黒こく鎖さ隊か」


　ぶっきらぼうにミロクが答える。


　黒鎖隊は騎士を取とり締しまる騎士。騎士が犯罪に手を染めた時に、拘こう束そくならびに断罪する部隊である。そのため、必要以上に厳しく、そして疑り深い。さらに言えば、強くて残ざん虐ぎやくだと言われている。


　そんな恐おそろしい部隊を好意的に見る騎士は少ない。


　が、絶対に必要な部隊であることも、認めなくてはならない。


　その黒鎖隊の騎士のひとりが近づき、机に手を置く。


「ここは一いつ般ぱんに開放されたテーブルだ。騎士だったら一般の客に譲ゆずれ！」


「はぁ？　何言ってんの？」


　呆あきれた声のアーニィ。


「こんなに空いてるじゃん。まだまだ座る余地あるよ」


　彼女の言う通り、赤目隊が座っていたテーブルの他には、二、三のグループが弁当や買った食べ物をつまんでいるが、テーブルはまだ十以上残っている。ここは食堂が多い通りなので、みんな屋内で食べようとするのだ。


「余地の問題ではない。騎士がここでたむろしているのが問題なんだ」


　またワケの分からない事を言う黒鎖隊。


「今日は騎士が国民に楽しんでもらう日だ！　その騎士がこんな所で遊んでいては、国民に良いイメージを抱いだかれないだろうが！」


「遊ぶなって言うのかよ！　俺たち、仕事はもうないんだぜ？」


　無茶苦茶な論理に、ミロクも反論する。


「仕事がないのだったら、仲間の手伝いでもすればいいだろう！」


「ふざけんなよ……いくら黒鎖隊だからって、騎士の仕事スケジュールまで指図する権限があると思ってんのか？　騎士だって祭りを楽しむべき国民なんだぞ？」


「時間や作業の問題ではない。騎士としての責務の問題だ」


「お前らが勝手に決めた責務じゃねぇか！」


　立ち上がり、黒鎖隊を睨にらみ付けるミロク。アーニィもカチンと来たらしく、ミロクに続いて立ち上がる。


　トーラットとフェリサは無言で成り行きを見ている。


　ジュジュは――少し寂さびしそうな顔をしていた。


　元々、今日はジュジュに楽しんでもらおうと思っていたのだ。


　毎年この祭りでジュジュは一日中働いていた。姫として多くの場所に顔を出し、愛あい想そを振りまいて行く。それだけで元気づけられる人がいたから。


　今年もジュジュは三日間ずっと働こうとしたのだ。それを止めたのは、他でもない国王と王子だった。一ヶ月前のホラキア会談での無茶を気にしたのだろう。


　渋しぶるジュジュも「たまには市し井せいの祭りに溶とけ込んで国民の気持ちを理解するのも良い」とアーセージに言われては、無む下げに断れない。実際は毎日のように溶け込んでいるとも弁解しづらい。


　そんなわけで、今日の最終日はジュジュにとって久しぶりの休日だったのだ。


　それを黒鎖隊などに台無しにされてたまるものか。


「なんだその目は、小こ僧ぞう」


　黒鎖隊がミロクに肉にく薄はくし、鋭するどい眼光で威い嚇かくする。ミロクは一歩も引かずに黒鎖隊をにらみ返す。


　しばらく無言の問答が続いたが、唐とう突とつにそれは打ち切られた。


「ハイ待って、ちょっとそれ待ってー」


　軽けい薄はくな声が飛んできたので、誰だれか知り合いかと思ったのだが、違った。ミロクではなく黒鎖隊の仲間のようだった。


　長身で長ちよう髪はつの若い男だ。黒鎖隊は何年も実直に勤務してきたゴツい男のイメージがあったので、彼の存在は異質に見えた。


「ダメだよ、祭りの最中にケンカなんか。周りの人、怯おびえちゃうでしょ」


「む……」


　若者の言葉に、先ほどまで居丈高だった黒鎖隊の男たちが全員閉口している。この若者が偉えらいのか、それとも彼の言う事を正論だと思ってくれたのか。


「いくら悪名高い赤目隊だって、祭りで悪さはしないよ、ねぇ」


　と、今度はミロクを見て笑う若者。


　すると先ほどの黒鎖隊の連中が驚いてこちらを見る。


「え、お前ら赤目隊だったのか？」


「あ、本当だ！　気づかなかった！」


　本当に気がつかなかったようだ。それもなんとなく理由は分かる。いつもは必ずくっついている赤目隊のシンボルがいないからだ。


　また赤目隊は黒鎖隊に目を付けられることが多い。何かと問題を起こす者が数名いるからだ。ミロクとかアーニィとかビスマルクとかトーラットとかフェリサとか、そのあたりである。


「お前ら、ビスマルクはどうしたんだ？」


　黒鎖隊の質問に答えるのは簡単だ。


　だが、なんとなく腹が立って答える気になれない。


「その質問をしようと思っていたのだ」


　新しい声。今度は若い女性の声だった。


「あ、あんた！」


　騎き士し団の制服を着た黒鎖隊に混じって、彼女だけ戦せん闘とう用の黒いコートを着ていた。精せい悍かんな女性の顔が見て取れる。この甲冑とボーイッシュな顔で、騎士団内では有名な女性だ。


「私は黒鎖隊副隊長のラムだ。君たちの隊長について訊ききたいことがある」


　凜りんとした声で、ラムは赤目隊の側そばに立つ。


「あ、楽にしていいよ」


　彼女の隣に立つ長髪の若者。彼はラムの補ほ佐さか何かだろう。


　紳しん士し的に尋たずねられ、ミロクもアーニィも拳こぶしを収めるしかなかった。おとなしく席に座ってトーラットが先ほど買ってきたお茶を飲む。


「で、隊長がどうしたんですか」


「ああ」


　ミロクの質問に、ラムは簡潔に答えてくれた。


「赤目隊隊長ビスマルクが『聖書バイブル』の壁へき面めんを爆ばく破は、並びに騎士を二名殺害しようとした。殺人未み遂すい並びに器物損そん壊かいの容疑で行ゆく方えを追っている」


「ブッ！」


　お茶のコップに口をつけていたジュジュとトーラットが吹ふいた。


　吹きはしなかったが、ミロクも表情が定まらなくなるほどたまげた。


「え、ちょ……はぁ？」


　黒鎖隊がビスマルクを追う、などと聞いた時点で揉もめ事ごとを起こしたことは全員分かっていたが、てっきりケンカや家具を壊こわした程度だと思っていたのだ。


　それが殺人未遂だなんて。


　さらに言うなら「聖書」は国民を守る騎士の象しよう徴ちようだけに、武装ゴーレムが全力で殴なぐっても小さなヒビが入る程度の堅かたさを持っている。本気のミロクが業わざ物ものの剣を使っても斬きれるかどうかわからない。果たしてどれほどの魔ま法ほうを使えば爆破できるのか。


「ビスマルクの行方を知っているのは、赤目隊の部下たちだという結論に達した。君たちの意見を聞きたい」


　眉まゆひとつ動かさずにラムは質問してくる。この異様な事件にも驚かないのは、職業的なものだろうか。確か彼女は〝鉄姫アイアンメイデン〟という二つ名を持っていたはず。実際に会話して、その理由がなんとなく分かった。


「と言いましても……僕たちも分かりませんよ」


　肩かたをすくめるトーラット。


「最後に会ったのはいつだ？」


「いつだっけ？　朝のスピーチが終わった後だから、朝九つ目の鐘かねが鳴るくらい？」


　アーニィの答えに、皆が頷うなずく。


　確かあの時、ビスマルクは誰かに呼ばれていると言って去っていったのだ。それが終わり次第、祭りに合流するとも言っていた。特におかしな素そ振ぶりもなく、いつも通りのビスマルクだったと記き憶おくしている。


「なるほど。君たちの意見は参考にさせてもらおう」


　ラムは小さく頷き、周囲の黒鎖隊に目で合図した。


　その合図で、黒鎖隊が赤目隊のテーブルの周囲を取り囲む。


「なっ!?」


　突とつ然ぜんの包囲に、ミロクたちは動どう揺ようする。


「何するんだよ！　ちゃんと答えただろう!?」


「だから参考にさせてもらうと言った」


　ラムは無表情で右腰こしにかけられた手て枷かせを取り出す。


　その動きに合わせて、他の黒鎖隊も左手に手枷を構えた。片手で扱あつかえるようになっており、もう片方の手で剣けんを持てる仕組みだ。


「だが生あい憎にくと、容疑者の部下の証言を鵜う呑のみにするほどお人ひと好よしではないのだよ。黒鎖隊の権限で、君たちの身み柄がらを拘束させてもらう」


「なんだよ、それは！　知らないって言ってるだろ！」


　立ち上がろうとするミロクだが、すでにラムの剣の間合いだった。ニンジンで戦うには不利な体勢である。


　ここで大人しく捕つかまったら、黒鎖隊に一日中拘束されてしまうだろう。


　ビスマルクが追われる状じよう況きようの今、そうするのは得策ではないと思う。それに、黒鎖隊に祭りを中止させられるのは、心情的にイヤだ。


　この状況を打破する方法を考える。


　――ジュジュに説得してもらうか。


　ジュジュはラムが来た時から無言で、じっと俯うつむいている。その正体に気づいた者はいないようだが、ここで彼女がラムを説とき伏ふせれば。


　いや、ダメだ。この騒さわぎで、周りに一いつ般ぱん客きやくが集まり始めている。


　今ここでジュジュの正体を明かせば大おお騒さわぎになる。


　それでは祭りが台無しになる。


「仕方ないですね」


　トーラットがため息を吐ついた。





「このテーブルとか――僕がわらっときますんで、そしたらまとめてハケてください」





「……？」


　黒鎖隊が言葉の意味を考えた、その一いつ瞬しゆん。


　そのスキを逃のがさず、トーラットの長い足がテーブルを蹴けり上げた。ひっくり返るコップと紙皿、宙を舞まう食べ物。


　一瞬のスキに、もう一瞬のスキを与あたえただけ。


　赤目隊にはそれで充じゆう分ぶんすぎるほどだった。立ち上がる音すらさせずに、飛んだテーブルの下をかいくぐるようにしてすり抜ぬけていく。


　ちなみに「わらう」とは大道具を片付けるという意味で、「ハケる」とは役者が退場する事を指す舞ぶ台たい用語である。


「こいつら！」


　黒鎖隊が気づいた時には、すでに赤目隊はテーブルから消えていた。


「ジュジュ！」


　ミロクの手がジュジュの身体からだを引き寄せた。


　担いで走ろうかとも思ったが、ジュジュの反応も意外と早く、体勢を立て直すとミロクたちと一いつ緒しよに走ってくれた。


「この野や郎ろうっ！」


「ぐっ！」


　振ふり向むくと、黒鎖隊の一人にトーラットが拘こう束そくされ、殴られていた。


　最初からそのつもりだったのだろう。引き返して彼を連れ戻もどす余よ裕ゆうはなかった。


「急いで！」


　一番先頭を走るアーニィの声に意識を戻し、ミロクはジュジュの手を握にぎりながら、大通りの人の波に飛び込んでいった。


　たとえ祭りの日だろうが、赤目隊に安息はないようだ。








　溶とけた飴あめを顔面にベタベタ塗ぬりたくった子供がこちらを見ている。


「お兄ちゃん達、何してんの？」


「答えにくい質問だなぁー」


　大通りのカフェと食材屋の隙すき間まにある細い路地で、ミロクは頭を搔かいて笑う。


　黒鎖隊から逃にげ出した後、ここに身を潜ひそめたのはいいが、まだ血ち眼まなこになって赤目隊を探す声が遠ざからないのだ。


　普ふ通つうならアッサリ見つかるこの路地が、露ろ店てんで隠かくされていたのは幸いだった。座っているだけで、誰だれからも見えなくなる。


「今なら顔出しても大だい丈じよう夫ぶだぞ」


　露店でソーセージ売りの手伝いをしていた騎士が振り向く。


「ありがとう、でも、もう少しここにいてもいいか？」


「ああ。ゆっくりしてけ」


　と、五人分のソーセージを渡わたして笑う騎士。四本は赤目隊の分で、もう一本は飴をなめていた子供の分だ。この騎士の息むす子こだという。


　なぜ騎士が売り子をやっているのかというと、実家がここの食材屋だからだ。騎士は基本的に祭りの運営を行うが、こうして家族や知り合いの露店で働くことにより、治安と労働力を提供できるというわけだ。


　そして、なぜこの騎士が赤目隊をかばってくれたのかというと、別にこの騎士だけに限らず、黒鎖隊に追われている友人がいれば誰だって助けるというだけだ。悪ガキの心理である。


　ミロクの顔見知りだったこの騎士も、黒鎖隊に追われている旨むねを伝えると「今度は何やらかした？」と笑いながら露店の背後を指さしたのだ。


「本当にありがとうね。この借りは隊長が返すから」


　ソーセージを頰ほお張ばりながらアーニィが確約する。


「ビスマルクに貸しひとつか。そいつぁデカいな。よし、これも持ってけ」


　と、騎士が果くだ物ものを放ってきた。


「お前らと黒鎖隊、まるで不良と風紀委員だよな」


　自分は蚊か帳やの外とでも言いたげなジュジュ。投げられた果物を器用にキャッチして、一口齧かじったところで作戦会議が始まった。


「とりあえずビスマルクだな」


　何をやらかしたのか、まだはっきりとしない。


　だけど彼がいない事には話が進まない。


「探すか、隊長？」


　ミロクの言葉に、ジュジュは首を横に振る。


「たぶん祭りに紛まぎれてるんだろ。私たちが闇やみ雲くもに探したって見つかりっこねーよ。かといって、何か呼びかける手段を使ったら黒鎖隊に捕まっちまうし……」


　人間サイズならともかく、人間の知能を持ったウサギが本気で隠れようと思えば、絶対に見つからないだろう。人のカバンの中にすら入れるのだから。


「だから専門家に頼たのんだ」


「ん」


　フェリサの肩を叩たたくジュジュ。


　赤目隊で最も目が良い弓兵で、秘密のスポットをたくさん知っているフェリサは捜さがし物にもってこいの人材だ。ジルサニア騎き士し団で捜し物大会を開いたら、おそらく三位以内には入るのではないかとミロクは思っている。


　もらったソーセージをもぐもぐと咀そ嚼しやくし、飲み込んでから立ち上がる。


「見つけたら戻っから、おめたちも無茶すんな」


　そう言い残し、路地を大通りとは反対方向に歩いて行った。


　自信も韜とう晦かいもない、飄ひよう々ひようとした態度である。


　フェリサがいなくなり、残ったのはミロクとアーニィとジュジュ。


　朝までは全員揃そろっていたのに、すでに半分に減ってしまった。


「トーラット、大丈夫かな」


　先ほどまで食事をしていた通りの方角を見る。


　今いま頃ごろ、黒鎖隊に捕まっているだろう。殴なぐられる音がしたが、それ以上ケガをしていないか心配だ。


　だけど、彼のあの行動がなければ全員捕まっていた。トーラットは足が遅おそいのを自覚していたから、足手まといにならないように、注意を引きつける役を買って出たのだ。


「ラムがいるから大丈夫だ。あのねーちゃんは、怖こわいけど公平だ。無実の人間を拷ごう問もんにかけたりはしねーよ」


　今はジュジュの言葉を信じるしかない。


「けどさ、隊長だって無罪とは限らないよね？」


　アーニィの意見に、ミロクは肯こう定ていも否定もできない。


「……殺人はともかく、爆ばく破はって言ってたよな、ラムさん」


　騎士を斬きり殺した、などと言われたら真っ向から否定できた。ビスマルクはウサギだから、サイズ的にどうがんばっても人を斬れない。仮によく斬れる剣を持ったとしても、人間を殺せる斬撃を出すには、体重が足りないのだ。


「ビスマルクなら、やりかねないんだよなー」


　できるかできないか、と言われたら、できるのだ。


　そしてジルサニア騎士団で爆ばく発はつ物ぶつを常備している騎士など、そうそういない。特とく殊しゆ任務ならまだしも、爆ばく発はつする魔ま導どう球きゆうをいつも懐ふところに入れている騎士などビスマルクくらいではないのか。


　例えば、騎士とケンカをして反はん撃げきのために魔導球を投げたということも――


「でも、やらないよな隊長なら」


「やらねーな」


「うん、やるはずがないよ」


　三人の意見は一いつ致ちしていた。


「ビスマルクだったら、爆破しなくても一人や二人くらいならシメられるし」


「あの爆発する球以外にも、七つ道具持ってるしね」


　そうなのだ。ビスマルクは小さくても強い。剣も爆ばく弾だんもなしに、人間と渡り合えるほどに。もしも本当に襲おそわれたのだとしたら、適当にブン殴って情報と小銭くらいは巻き上げているのだ。


「……えーと、じゃあ、どういうことになるんだ？」


　材料は出で揃そろっているのだが、ミロクには結論が出せない。


「簡単だろ。ビスマルク以外の人間がやったってことだ」


　あっさり答えるジュジュ。


「え、でも、爆破は？」


「爆発するものなんて、隊長じゃなくても持てるじゃん。特殊任務に就いてる人とか」


「そっか……そもそも隊長だったら『聖書』を破は壊かいするほどの爆発物なんて、人相手に使わないよな」


　部屋の中で爆発物を、しかも自分もろとも使うのがおかしいのだ。


　誰かが部屋の中にいた三人をまとめて始末するために使ったのだろう。


「でも、誰が何のために？」


　次の質問をするミロクだが、今度はそれに答えられる者はいなかった。


「んー、誰か、って訊きかれたら、いっぱいいそうだもんねー。隊長、敵多そうだし」


　唸うなるアーニィ。


「目的にしたってなぁ……ビスマルクを殺すため……いや違ちがうな。ビスマルクを犯人に仕立て上げるメリットってなんだろ……」


　まさか赤目隊のスケジュールを狂くるわせて、姫ひめの講演などをやめさせようとするつもりだろうか。確かビスマルクは昔ジルサニアを救った伝説の男だとも聞いたが、あれが本人のホラでなければ、それで恨うらみを持つ者もいたのだろうか。


　何にしろ、祭りのある今日この時に、なぜビスマルクはハメられたのか。


「…………」


　同時に上を見る三人。


　ここから先は、考えても無む駄だだと悟さとったのだろう。情報が少なすぎる。


「はんはんはん、なるほどねー。そういうワケなんだ」


　知らない男の声がした。


　屋台の方ではない。先ほどフェリサが消えていった路地からだ。


　声の主はすぐに現れた。


「げっ！」


　黒鎖隊だ。ラムの側近のような長ちよう髪はつの男。


　すぐに逃げる体勢に移る三人。


「待てっ！」


　男の背後にいた黒鎖隊の騎士が剣けんを抜ぬこうとする。


「あ、待って待って！　逃げないで！　捕つかまえたりしないから！　先せん輩ぱいも剣しまって！」


　ところが長髪の男はミロクたちと仲間の黒鎖隊、双そう方ほうに向かって叫さけんだ。真しん剣けんな声にミロクたちの足も止まる。


「だがディアート、こいつらは！」


　剣を収めながらも長髪の若者に抗こう議ぎする黒鎖隊員。


「先輩も聞いたでしょ？　少し話をするだけですよ。ね？」


「話ぃ？」


　アーニィは拳こぶしを構えている。緊きん急きゆう時とはいえ、黒鎖隊に手を出せば犯罪になる。今はまだ疑いがあるだけなので、できればミロクとしても穏おん便びんに済ませたい。


「聞いちゃったんだよね、俺。さっきの君たちの会話」


「さっきのって……隊長のことか？」


「うん。どうやら噓うそをついているわけじゃなさそうだし……もう少し詳くわしい話を聞きたいんだ」


「誰が黒鎖隊なんかに！」


　怒ど鳴なるミロクに、長髪の男は肩かたをすくめ、


「わかった、わかった！　じゃあこうしよう！」


　狭せまい路地の壁かべに両手をつき、長髪の男が怒鳴り返す。


「君たちを拘こう束そくも連行もしない。ただ話を聞かせてくれるだけでいい。人目が気になるんだったら、場所を変えてもいい。俺は、ただ知りたいだけなんだ」


「…………」


　ミロクはアーニィに目配せする。


　黒鎖隊の言葉を信じることはできない。


「俺たちが気に入らないんだったら、そのニンジンで叩きのめせばいいじゃないか」


　と、ミロクの胸のスロットに刺ささったニンジンを指さす男。


「赤目隊の〝咬兎サベツジラビツト〟だったら、簡単なことだろう？」


「……！」


　挑ちよう発はつしているようにもとれる若者のセリフに、カチンとくるミロク。


「……理由を」


　ミロクとアーニィに自然と守られるように座っていたジュジュが、初めて口を開いた。その表情はいつものジュジュではなく、よそ行きの姫モードだ。


「理由を聞かせてください」


「簡単さ。俺たち黒鎖隊は、罪を犯した騎士を捕まえるのが役目だからね。だが君たちの話を信じるなら、ビスマルクさんの他に真犯人がいるみたいじゃないか。だとするなら、それを捕まえるのが黒鎖隊の本当の仕事だろう？」


　ジュジュの目を見てサラリと答える男。


「分かりました。では場所を変えましょう」


　立ち上がるジュジュが、黒鎖隊が来た路地を指さす。あちらへ行け、という意味だろう。長髪の若者がまず歩き、そして彼についてきた黒鎖隊の騎士が続く。さらにミロクとアーニィがジュジュを挟はさむようにガードしながらついていく。


「……ディアートは」


　ミロクの前にいた黒鎖隊の男が呟つぶやいた。ディアートというのは、あの長髪の男の名前だろう。


「ペラペラとよく喋しやべる男だが、その代わりに俺たちの言いたいことを代弁してくれる。口下手な男にとっては、ありがたいんだ」


　よく見ればそいつは食事の時、最初にミロクに絡からんできた男だった。


「勘かん違ちがいするなよ。お前達の疑いが晴れたわけではないからな」


「へいへい」


　軽口を叩たたきつつ、ミロクは路地を抜ける。


　優ゆう秀しゆうなのは理解したが、どうして自分たちの居場所が分かったのだろう。


　そう考えていると、路地を抜けた先の陶とう器き屋でディアートとやらが女店員と会話しているのが見えた。


「ありがとね、教えてくれて」


「アラいいのよ。その代わり、また遊びに来てねー！」


　軽く抱だいたりして、随ずい分ぶんと親しげにしている。


　あれはディアートの恋こい人びとだろうか。


「民間人の協力はありがたいが……あれ、人妻なんだよなぁ」


　彼らの方を指さすと、黒鎖隊の男は恥はずかしそうに目を伏ふせた。


　事の是ぜ非ひはともかくミロクには絶対にできない方法なので、深く感心してしまった。





　　　　　　　＊





　ジルサニア城下町をおおまかに分けると、北は貴族街や公こう共きよう施し設せつ、南は住宅街や商店街となっている。


　ジュジュの案内で一行が辿たどり着ついたのは、大通りから南西へ三つほど離はなれた通り、露ろ店てんの出店範はん囲いからわずかにはみ出した場所――城下町の下水道を管理する建物の前だった。


　基本的に公共施設は北側に集まるのだが、下水道は住宅とも繫つながるから南側で管理されるらしい。


　祭りの日でも機能しているが、建物の前をうろつく用事のある人は少ない。祭りがなくても、誰だれも通らないので、よく不良などが集まって悪わる巧だくみをしている。ちなみに建物自体に魔ま法ほうがかけられており、悪あく臭しゆうなどは一切ない。


「ええと、自己紹しよう介かいでもしようか？　俺は黒鎖隊のディアート。こっちは先輩のビッカーズ」


　ディアートはもう一人の男を紹介し、軽く頭を下げた。


「よろしくね、ミロクとアーニィと――」


　赤目隊のメンバーの名前を正しく言い当てたのは、最初から覚えていたからか、それとも今回の事件で調べたからだろうか。


　ただし、もう一人は分からなかったようだ。


「えーと、君は……赤目隊の新人さん、かな？」


「ジェルメーヌ」


「ああ、そう、ジェルメーヌって言うんだ……ジェルメーヌ？」


　どこかで聞いた名前だと、ディアートも気づいたらしい。


「はい」


　すでにジュジュはジェルメーヌ・ジルサニアになっていた。


　赤あか縁ぶち眼鏡めがねを外し、髪かみをほどく。姿勢を正して、まっすぐに立つ。


　路地裏で果くだ物ものを頰ほお張ばっていたジュジュとは、別人のようだった。


　外見もそうだが、姫の時のジュジュは立ち方すら違うのだ。ダラけた雰ふん囲い気きがまったくなく、彫ちよう像ぞうのような凜り々りしさと美しさが同居しているようだ。


「ジェ……ジェルメーヌ姫！」


　笑顔を絶やさなかったディアートも、これには驚おどろいたようだ。ビッカーズなどは口をあんぐり開いて硬こう直ちよくしている。


「な、なぜ、このような所に……？」


　尋たずねたのはビッカーズ。


「いけませんか？」


「い、いけない、ということはありませんが、その、驚きました……」


「フフ、ごめんなさいね。でも、私もお忍しのびで祭りを楽しみたかったのです」


「こ、これは、お楽しみの所を」


　頭を搔かいて謝るビッカーズだが、


「ちょっと先輩、それだと恋人同士の邪じや魔まをしたみたいですよ」


　ディアートは冷静にツッコミを入れてくれた。


「あ、そ、そうか。申し訳ありません」


「いいのです。事件が事件ですから、私も無関係ではありません」


　薄うすく笑ってから、本題に入る。


「ディアートさん、貴方あなたはラムさんと近しい方なのかしら？」


「はい。ラム副隊長の補ほ佐さ役を務めております。補佐が必要な人ではありませんけどね」


「では、今回の事件について、ラムさんに先ほど聞いた事を伝えて欲しいのです」


「つまり要約すると、ビスマルクさんの動機と犯行方法に不ふ審しんな点があるという事ですね」


「ええ、そうです」


「了りよう解かいしました。伝えましょう。なんでしたら、あなた方も我々と一いつ緒しよにいらしてください。その方が安全です」


「そうですね……」


　ジュジュが少し考えながら口ごもった時。


　足音が聞こえ、ミロクは振ふり返かえる。


　誰も来ないと思った建物の前に、人が歩いてきた。


「あ――」


　ミロクの呟きに、全員が気づいたのだろう。


「ジュジュ、隠かくして隠して」


　アーニィが素早くジュジュの髪をまとめて眼鏡をかけさせる。ここに姫ひめがいるなどと、一いつ般ぱん客きやくに知られるわけにはいかないのだ。


　歩いてきたのは、バラバラな集団だった。酔よっぱらい風の男に、肉体労働者のような男、不良っぽい若者、そして紙かみ袋ぶくろを持ったジルサニア騎き士し。


　仲良く並んで談笑しながらこちらに近づいてくる。果たしてどういう関係なのか。


　その疑問は、一いつ瞬しゆん後に判明した。


　騎士が紙袋に手を入れて、取り出したのは――短たん剣けん。


　その短剣を残りの二人に渡わたすと、騎士は腰こしに下げていた自分の剣を抜く。


　楽しげな表情が一瞬で消え、人形のように虚うつろな目をこちらに向けている。





　――敵！





　血が一瞬だけ沸わき立たち、そして急激に冷めていくのを感じた。


　盗人ぬすつとか、それとも暗殺者か――


「こいつら！」


　ディアートとビッカーズが剣けんを抜ぬいた時には、すでにアーニィが走り出していた。最初に向かってきた騎士を、低い体勢から蹴けり上げる。


「ジュジュ！　左手だ！」


「命令すんな！」


　と他には聞こえない小さな声で怒ど鳴なりつつも、ジュジュが左手を差し出す。


　彼女の左手はゴーレムの製法で造られている。その手自体が宝物庫になっており、中にはかつて国を守った宝ほう剣けんの他に、ゴーレムの秘法が詰つまっていると言われている。


　その手と契けい約やくした、ただ一人の騎士がミロクだ。


「これを、ミロク！」


　光ひかり輝かがやくジュジュの左手から剣の鞘さやが突つき出た。


　それを抜き放はなち、正眼に構えるミロク。


　剣というより、棒に近かった。柄つかから細身の刃はが二本伸のびており、その二本の間に雷かみなりが流れている。触ふれたら痛いどころでは済まないだろう。


　さしずめ「雷の剣」という所だ。


「これは、殺さずに――情報を吐はかせるのに使えるな」


　ジュジュが欲しい剣を出してくれるというより、その時必要な武器を左手そのものが判断してくれるのだろうか。まるで剣のソムリエだ。これもジルサニアに伝わる秘宝のひとつなのだとしたら、大したものである。


「うおおおおおおっ！」


　意識して叫さけぶ。敵の注意を少しでもこちらに向けさせるためだ。


　だが相手もプロなのだろう。そのくらいで注意をそらしたりはしない。


「ふっ！」


　最初の犠ぎ牲せい者しやは、アーニィが蹴った騎士だった。彼女の蹴りで地面に倒たおれた騎士の上に飛び乗り、両足の骨を折る。乾かわいた絶ぜつ叫きようは、ミロクの叫びよりずっと大きかった。


「おおおおおおぁああっ！」


　叫んだまま、ミロクも突とつ撃げきする。ビッカーズが前に出て、ふたりの敵を同時に相手にしていたので、片側の不良っぽい若者を斬きりつける。


　相手は避よけたつもりだったが、服にミロクの「雷の剣」が掠かすった。


「う、うぉおおっ！」


　たったそれだけなのに、男は全身を震ふるわせて昏こん倒とうしてしまった。全身に流れた電でん撃げきは地面に吸い込まれていく。


「な、なんだその剣!?　って、うお危ねえ！」


　驚きながらもビッカーズは黒い剣でもう一人の敵を斬り伏せる。


「ふぅ……」


　血を流して倒れる敵を見ながら、大きく息を吐くビッカーズ。確かに噂うわさの通り、黒こく鎖さ隊の強さは本物だ。


　残るは、あと一人。


　ミロクが視線を移動すると、足から血を流して倒れた小男にディアートが手て枷かせをかけているところだった。音もなく淡たん々たんと作業をするようにこなすディアートを見て、ビッカーズとの実力の差を感じた。


「よし……と」


　そのまま他の奴やつらにも手枷を嵌はめる。幸い、誰も殺していない。


「こいつら、何か持ってたか？」


　ミロクが尋ねると、ディアートは慎しん重ちように懐ふところを探る。


「何も持ってない。カラッポの袋ふくろと、あとサイフとか」


「じゃあ……」


　そこから導き出される結論を考えるミロクだが、ディアートの方が早かった。


「多分、暗殺者だね。誘ゆう拐かい犯だったらロープや人を丸ごと入れられる袋を持っているし、ただの殺人狂きようが四人も揃そろうとは考えにくい」


　どうして暗殺者がここにいるのかはさておき、襲おそわれる理由は山ほどある。ジュジュが姫というだけで充じゆう分ぶんすぎる。


「ま、ここからは黒鎖隊の仕事ですね。姫様に暗殺者用の尋じん問もんなんて見せられませんから。すぐに仲間に引き渡しますので、姫様は赤目隊とどこかに隠れていてください」


　手枷の具合を確認しながら、ディアートはそう告げた。


「隠れる？　なんで隠れるんだ？」


　先ほどは黒鎖隊に事情を話して合流するような話になっていたのに。


　ミロクの質問に、ディアートはひとりの暗殺者を指さして答えた。


「彼、どう思う？」


　アーニィに両足を折られた暗殺者だ。


　ジルサニア騎士の制服を着ている。


「こいつ、騎士……じゃないよな？」


「違ちがうね」


　断言するディアート。彼は黒鎖隊の手枷を見せ、教えてくれた。


「この手枷、本当は騎士を捕つかまえるためのものでさ。魔ま法ほうがかけられてて、騎士の剣を封ふうじる事ができるんだよ。ジルサニア騎士だけに通用するズルなのさ」


「でも、この騎士の剣は封じられなかった……ってことは、ニセモノなのか」


　剣はジルサニア騎士の魂たましいだ。


　入団時に必ず支給され、死ぬか退団するか部署を異動するまで使い続ける。魔法がかけられているため、折れることはない。唯ゆい一いつの例外が赤目隊だ。


「他の奴らも、こんなバラバラの格好してるし。きっと別の奴らが、まだ祭りに紛まぎれ込んでるよ」


「危険だな」


　ミロクも理解した。騎士にまで扮ふんしているのだとしたら、人ひと混ごみに紛れてブスリとやられる可能性もあるのだ。


　この暗殺者たちは何も持っていないが、毒を仕込んだり、弓で射られたり、死角から吹ふき矢やで狙ねらわれる危険もある。


　平時なら慎重に判断すれば見破れるかもしれないが、これだけ人と騎士でごった返している騎士団祭りの最中だ。どこにどんな形で潜ひそんでいるか、分かったものではない。町中だけではなく「聖書バイブル」ですら怪あやしい。


「それが分かったら、俺たちに任せてくれないか。君たちは、ちょっと隠れているだけでいい」


　ディアートは手枷をつけた暗殺者を強引に立たせる。ビッカーズは足を折った騎士の暗殺者を抱かかえ上げた。


「どうするんだ？」


「ま、それは帰って来てからのお楽しみということで」


　そう言い残して、黒鎖隊のふたりは暗殺者を運んでいった。


　下水処理場に取り残された三人は、顔を見合わせる。


「どうするんだ、ジュジュ？」


「うーん、確かに危ないなー、祭りの町中は」


　腕うでを組んで考えるジュジュ。暗殺者に襲われても動どう揺ようしていないのは、日ひ頃ごろから慣れているからだ。よく講演の最中に暴漢に襲われることがある。王族たるもの、どこにでも敵はいるものだ。人気があって誰だれにでも好かれる、という事を憎にくむ者だっている。


「ここはディアートの言葉に従った方がいいかもな……うん」


「あいつの言葉、信じられるか？」


「信じるしかねーよ。どっちみち、黒鎖隊に逆らえばミロクたちが危ないんだぜ？」


　いつもなら、こういう時はビスマルクがサッと考えて実行してくれるのだ。さもなくばトーラットが。


　ふたりともいないのだから、こうやって自分で考えるしかない。


「おーい、ふたりともー！」


　いつの間にかアーニィが遠くで手を振っていた。


「こっち、この小屋！　今だれもいないから、隠れやすいよ！」


「おう！　今行くー！」


　ジュジュも手を振って、そちらに駆かけていく。


　その途と中ちゆうで振り返って、左手から何かを取り出した。


「ミロク、これも持ってろ」


　投げてきたのは、鞘だった。


「今日一日、その剣貸しとくから、それで守れよ」


「お、おう。わかった」


　ブヨブヨとした素材で出来た鞘に剣を収め、腰こしに差す。ベルトのスロットにうまく引っかからず苦労した。なにしろ鞘を腰に差すのも久しぶりなのだ。


　図らずも訪れた、帯たい剣けんする機会。


　だけどミロクはあまり嬉うれしい気持ちにならない。


「俺が剣を使う時って、つまりピンチの時なんだよな……」


　言いい換かえれば、今日は一日中ピンチということなのだ。








　ディアートとビッカーズは、本当にすぐ戻もどってきた。


　ミロクたちが小屋に身を隠かくして、これからの事を話し合おうとする前にノックの音がしたのだ。


「いいもの買ってきたよ」


　そう言ってディアートがミロクに渡わたしたのは、服だった。


「少しでも変装すれば、暗殺者に見つからずに安全な所に行けるんじゃないかな」


　普ふ通つうの服ではなく、祭りで遊ぶための仮装だ。キラキラと光るラメが入った衣装で、頭からすっぽりと被かぶれるように出来ている。これなら騎き士しの制服の上からでも着られそうだ。ただしデザインに関しては――大道芸人や軽業師と呼ばれそうだ。


「なーディアート、これって」


　抗こう議ぎしようとミロクが服を見せようとしたのだが、


「わー、これカワイー！」


「とても素敵なデザインですね」


　アーニィとジュジュに渡したのは、普通の女の子が着るようなワンピースとチュニック。ちょっと露ろ出しゆつが多い気がするが、とても似合いそうだ。


「ん、どうしたんだいミロク？」


　わざとらしく微ほほ笑えむディアート。


「……お前、これどこで買ってきた」


「お祭りの露ろ店てんで売ってたんだ。男物がコレしかなかったんだよ」


「いや、俺はいいんだ別に……」


　この際、ピエロと呼ばれようが構わない。バレなければなんでもいい。


「けど、もうちょっと露出の少ない服もあったんじゃないのか……？」


「やっぱり女の子はカワイイ方がいいよねー」


　微び妙みように論点をすり替かえられつつも、ミロクはそれ以上反論しなかった。似合いそうなのは間ま違ちがいないからだ。


　なにより、ジュジュもアーニィもとても嬉しそうだ。


　――けど、少しだけ腹が立つ。


「ありがとうございます、ディアートさん。このお礼は必ず」


　恭うやうやしく頭を下げるジュジュ。


「姫ひめ様、俺のような騎士に頭を下げられるなど、勿もつ体たいのうございます。どうかお顔を上げてください。それに、お礼も必要ありません。ちゃんと領収書きってもらいましたからね。そのあたりは抜ぬかりありません」


　ディアートも一礼して返答する。


　小屋に隠れたのは好都合だった。女性ふたりが着き替がえるのにちょうどいいからだ。


「はい、じゃあ男は出てってー」


　男三人がアーニィに閉め出される寸前、ジュジュがミロクに耳打ちした。


「お前もこれくらい気の使える男になれよー」


　クスクス笑うジュジュと、彼女が手にしたチュニックを見て、ミロクはなんとも言えないモヤッとした気持ちになる。


　文句をつけたのはいいが、ミロクは女の子の服を選んだことがない。一度コニーに服を買ったことがあったが、あれはコニーが自分で選んだものだった。


　その気持ちの正体に気づかないまま、ディアートは次の案件を持ってきた。


「さて、着替えたら移動するけど……『聖書』も危ないんじゃ、どうしようもないな。民間に協力を仰あおごうにも、俺たち黒鎖隊は嫌きらわれ者ものだし……」


　ディアートの呟つぶやきに、ビッカーズが眉まゆをひそめる。むしろビッカーズの方が正常な反応だ。堂々とそんな事が言えるディアートの神経が図太いのである。


「ねぇミロク。どこかイイ所ないかな？」


「イイ所……ねぇ」


　記き憶おくを頼たよりに、避ひ難なんできそうな場所を探す。


　よく行く食堂や酒場は、知らない人たちでいっぱいだ。暗殺者が隠れるにはもってこいだ。かといって、人気のない所だと今みたいに襲われる可能性がある。


「ディアートは知らないのか？　いい場所」


「うーん、女の子とふたりきりになれる場所なら知ってるんだけどねー、ちょっと姫様には刺し激げきの強すぎる場所が多いかなー」


　しれっと言い放つディアート。


　どこもかしこも暗殺者がいる危険がある。


　信用できる人は、どこかにいないものか。


「あ――そうだ、あそこなら」


　心当たりがあった。


　ミロクが絶対に信用できる人だ。





　　　　　　　＊





　大おお賑にぎわいの祭りから僅わずかに離はなれた路地で暗殺騒さわぎがあったことなど気づきもせず、ジルサニア城下町の祭りは午後のけだるい雰ふん囲い気きも吹き飛とばし、まだ半日近くも残っている楽しい時間を満まん喫きつする。


　午後からは劇場や野外ステージ、そして王宮の庭に設置された特設会場などで旅芸人が歌や踊おどりを披ひ露ろうする。そのため一カ所に人が集まるようになり、会場警備に騎士たちがてんてこ舞まいになる。


　特に王宮の門は狭せまく、一いつ般ぱん客きやくがきちんと整列して並べるように騎士達が叫さけびながら誘ゆう導どうしている。


　それらのマニュアルを作ったのは、ビスマルクだ。祭りの警備にも赤目隊の技術が応用できると、国王直じき々じきに指し南なん書しよを書いて欲しいと頼たのまれたのである。


「王宮の門は大変だなコリャ。あーあー、ガキが風船手放しちゃって泣いてら」


　空へ飛んでいく赤い風船を見上げて、ビスマルクは葉巻の煙けむりを吐はいた。


　彼がいるのは、王宮でも城下町でもない。


　そのふたつを隔へだてる、王宮の城じよう壁へきの上だった。


　有事の際には弓兵が隠れられるように、人ひとりくらいが通れるスペースがある。城壁の四よ隅すみには見張り台があり、歩ほ哨しようもいる。だが歩哨は町の中を見守る仕事であるため、城壁の上のウサギなど気にも留めない。


「……なしてこったらトコに隠れてただ？」


「そう言うオメーは、なんでこんな所にいる俺を見つけられるんだよ」


　ビスマルクの耳を摑つかんで持ち上げたのは、フェリサだった。


「痛い痛い痛い、ちょ、離せ！」


「ジュジュが心配しとった」


　耳を本気で握にぎりしめるフェリサは、無表情だが確実に怒おこっていた。


「分かった、分かったから離せ！」


「隊長も話せ」


「わーったよ！　全部話すって！」


　そこまで言って、ようやくフェリサは解放してくれた。手を離すと丸い尻しりが城壁に跳はね返って小さく飛び上がる。


「いてててて……ったくよぉ。今日は踏ふんだり蹴けったりだぜ」


　改めて葉巻を吸い、煙を吐くビスマルク。


　その隣となりに体育座りでフェリサが待機する。


「……ま、最初に謝っとく。迷めい惑わくかけたな」


「過去形でほざくでねぇ。ジュジュはまだ困っとる」


「違ちがうんだよ、俺知らねーんだよ、悪者に仕立て上げられちまったんだよ」


「誰だれに」


「それも分からねー」


　煙とため息を一度に吐く。


「朝のスピーチ終わった後、俺、呼ばれてるっつって別れたろ？　アイジャナート、黄おう蠟ろう隊の隊長にだよ。部下って名乗るヤツにそう言われたんだ」


　アイジャナートとビスマルクは古くからの知り合いで、フェリサもよくふたりが談笑しているのを見たことがある。


　また、彼はもうかなり年季の入った老人で、なにか用がある時は部下を使ってビスマルクを呼び出すことが多かった。階段を上り下りすることが多い「聖書」だと、デスクワークの老人は厳しいのだ。


「ところが、今日に限って呼び出されたのは黄蠟隊の執しつ務む室じゃなかった。最上階の会議室だったんだ」


「変だと思ったんか？」


「いや、特に。重要な会議にいきなり呼ばれて意見を求められることもあったし。だけど、まぁ、アイジャナートはそこにいなかったんだ」


　頭を搔かくビスマルク。
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「あいつの部下の顔なんて覚えてなかったしなー、今になって思えば、それが不覚だったわ。で、そこで騎士に扮ふんしたヤツらに襲おそわれた」


「敵の正体は？」


「知らねーよ。俺が応戦しようと思った矢先にドカンだぜ？　敵さん、仲間ごと俺を殺そうとしやがった」


　と、ビスマルクは焦こげた尻尾しつぽを見せる。痛々しいが、ビスマルクは笑っているので大した火傷やけどはしていないのだろう。


「しかも『聖書』壊こわすほどの魔ま力りよく込めやがって……あんなデカイ量の魔力込めなくても、室内の人間殺すくらいなら、もっと少ない量でイケるっつーの。下手くそが」


　弁解というより、愚ぐ痴ちに近くなってきた。


「それによぉ、黒鎖隊のヤツらも、ちょっと調べれば俺が犯人じゃねーって分かるのによぉ、いきなり抜ばつ刀とうして襲いかかってきたんだぜ？」


「日ひ頃ごろの行いのせいだべ」


　城下町を見ながら、涼すずしい声でツッコミを入れるフェリサ。


　もう聞きたい事はないと言わんばかりに立ち上がろうとしたのだが、


「…………」


　フェリサの目が険しくなった。


「どうしたフェリサ」


「……いる」


　彼女の目は城下町の一点を凝ぎよう視ししていた。だがビスマルクの目には何も見えない。祭りであまりにも人が多くて、個人を判別できないのだ。


「おい、なにがいるんだ？　フェリサ！」


　フェリサの肩かたを揺ゆするビスマルク。


　しかし彼女から返答がくる前に、下から声がかかった。


「今の声！」


「あっ、上だ！」


　たまたま通りがかったのだろう、城壁の下に黒鎖隊がふたり。こちらを見つけて、慌あわてて走ってくる。


　城壁に登るには、一度王宮中庭にある通用口から入って長い階段を上る必要があるのだが、降りるには長い梯はし子ごでもない限り、来た道を戻もどるしかない。


「フェリサ、俺を逃にがしてくれ」


「ほれ」


　フェリサは上司の命令を忠実にきいた。


　ビスマルクの身体からだを摑み、王宮の中庭に思い切り放り投げたのである。


「て、てめぇええええっ！」


　遠ざかるフェリサの姿。彼女はロープを悠ゆう然ぜんと垂らしていた。あるのだったら最初から使えば良かったはずだが、よほどビスマルクに腹が立っていたのだろう。


「さーて、次は逃げるか追うか……どうすっかな」


　腕うでを組みながら落下していくビスマルク。


　空高く飛んでいく子供の風船が、視界の端はしにチラリと見えた。








　ちょうどその頃ころ、王宮の中庭では王室主しゆ催さいの小さなイベントが行われていた。


　観客は主に女性。半円を描えがくように集まる婦人たちを、騎き士しが押しとどめている。


　彼女たちの視線を浴びているのは、ジルサニア王国第一王子アーセージ。騎士団の要かなめである騎き馬ば師団長を務めており、その才気は国民全てが知っている。それだけでなく、美形で優しいときたら、女性が放っておくはずがない。


　そんなアーセージは、女性の視線を気にも留めずに絵筆を動かしていた。


「お待たせして申し訳ない。もう少しで完成しますから」


　絵から目を離さずに、アーセージは呟く。


　軍事だけでなく芸術方面にも造ぞう詣けいの深いアーセージは、今年の祭りで絵画を描くことにした。もちろんただ描くだけでなく、完成品はオークションにかけられる。それで得た金を祭りの運営費と慈じ善ぜん事業に充あてるのである。


　もっとも、ここに集まる人達は金の行ゆく方えなどどうでも良さそうだ。アーセージの優美な筆ふで運びを眺ながめるだけで幸せなのだろう。


「殿でん下か。どうですか」


　アーセージに近づくのは、右腕のバウゼン。メガネをかけた優やさ男おとこに見えるが、アーセージが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている優ゆう秀しゆうな部下だ。バウゼンもアーセージのことを実の兄のように慕したっており、強い信頼関係で結ばれている。


「もう少し……この色なんだが」


「そうですね。少しだけ赤色を足してみてはいかがでしょう。血色が良く見えるかと」


「なるほど、そうだな」


　楽しそうにパレットに絵の具を足すアーセージ。バウゼンもアーセージの手の動きを見ていた。


　その、ほんの一いつ瞬しゆんの間に絵画が破は壊かいされた。


「キャーッ！」


　最初、アーセージもバウゼンも何が起きたのか分からず、まず悲鳴をあげる観客の女性たちを見た。


　次に絵に視線を戻すと、キャンバスのど真ん中に穴が開いていた。


「えっ？」


　本当に何が起きたのか分からず、視線を彷徨さまよわせるアーセージとバウゼン。


　手がかりになりそうなのは、城壁の側を走っていくウサギ。頭に絵の具が少しついている。


「ビスマルク殿どの……？」


　バウゼンの呟つぶやきに反応するかのように、


「悪い！　不ふ可か抗こう力りよく！　許してくれっ！」


　と言い残して走り去っていってしまった。


　ウサギが去った後、周囲のざわめきが止まらなくなる。


「……これは…………穴の向きから察するに、上から落ちてきたのだな……」


　呆ぼう然ぜんと呟くアーセージ。
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　みるみるうちに生せい気きがなくなっていくのが分かる。


「殿下！　お気を確かに！」


「いいんだバウゼン……まだ完成したものではない…………価値のないものを壊しても、誰も傷つくはずがないのだ……」


　と言いつつ座っていた椅い子すを抱だきかかえてへたり込むアーセージ。


　なぜ彼がここまでダメージを受けているのかというと、たった今まで描いていた絵のモデルが、最愛の妹ジェルメーヌ姫ひめだったからである。愛情が籠こもった筆は、今までで一番ノリが良かったとバウゼンは思っている。


　上手うまく描けたら売る前にジュジュに見せるのだ、などと楽しそうに語っていたのに。


　それを、あのウサギが。


「隊長」


　どう声をかけたらいいか迷うバウゼンに、親衛隊の部下が声をかけた。


「捕つかまえてきましょうか？　ビスマルク殿」


「待て」


　バウゼンは腰こしに差した剣けんの鞘さやを軽く撫なでる。


「俺も行く。いや、むしろ俺が行く。誰も手を出すな。 殿下を悲しませるヤツは 〝剣聖ブレイドマスター〟の恐きよう怖ふを身体中に刻んでやる」


「隊長……シスコンの殿下の事、笑えないですよ？」


　部下の声は、くぐもった笑いを浮うかべるバウゼンには届いていないようだった。




２　緑の月二十六日　民は歌い




　あちこちから歌う旅芸人や、冗じよう談だんを言う役者に笑う観客の声が聞こえている中、ベンチに座って物もの憂うげな表情で佇たたずんでいる少女がいた。旅用のマントを羽は織おっており、その下は無地のシャツとズボン。色気がないと言われるが、こういう仕事では必要ないものだ。


　彼女の名はリ・シェラ・オウガン。


　ジルサニアから遠く離はなれたオウガン帝てい国こくの軍人だ。


　たなびくジルサニア国旗は、城下町の建物を白く染めるほど多く、これを設置したであろう騎士の苦労が窺うかがえた。


　整然と並ぶ旗から目を落とすと、思い思いの様子で騒さわぐ人達。そこからさらに視線を下げると、地面に散らばった色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが斑まだら模様を作っていた。下に行くほど雑多になる景色が、何かを暗示しているようで気分が悪い。


「ほい」


　憂ゆう鬱うつなシェンランの鼻先に、蒸ふかし芋いもが突つきつけられる。


　顔を上げると、部下の少年がいた。いつもと同じみすぼらしい格好。こんな時くらい着き替がえろと言っているのだが、お気に入りの服らしく取とり替かえてくれない。


「……ヤツガツ、お前これどうしたんだ？」


「買ってきた。ほら、そこ」


　少ない言葉と小さな手の動きで示すのは、ベンチから見える屋台。


「食べよ、シェンラン」


「……ありがとう」


　隣となりに座るヤツガツに礼を言ってから、シェンランは芋に齧かじり付いた。馬鈴薯じやがいもかと思ったら甘藷さつまいもだった。甘い香かおりが鼻を刺し激げきして、意識せずとも笑顔になる。


「おいシェンラン。これ喰くうかー？」


　そんな彼女の背後から、紙皿に入った麵めんを差し出す背の高い男。彼もシェンランと同じように特とく徴ちようの少ない平民の服を着ていた。


「テンゲンジャ、お前もか」


「祭りに来たんだからよ、ジルサニアの味をもっと楽しもうぜ。なぁ？」


　テンゲンジャはヤツガツにも話題を振ふる。


「うん。シェンランは楽しんでないし」


「なんだ、ヤツガツまで……」


　二人に畳たたみかけられると、別の意味で面白くない。


「あのなぁ、お前達。遊びに来たんじゃないんだぞ？」


　本当に忘れているかもしれないので、一応言っておく。


　シェンランたち天てん尾び隊がジルサニアの祭りに潜せん入にゆうしたのは、暗殺のためだ。


　標的はジルサニア第一王子アーセージ、そして第一王女ジェルメーヌ。


　そのどちらかないし両方を殺害するのが今回の任務だ。一番の目的はジェルメーヌ姫の左手だが、手だけ奪うばうのは殺害より困難を極めるだろう。暗殺者たちの技術もバラつきがあるので、殺して死体ごと持って帰るのが手っ取り早い。


「つっても、別に俺らが殺すわけじゃないだろ」


「たとえ輸送係でも、待機中はいかなる状況も想定するのが任務だ」


　テンゲンジャの反論もシャットアウト。シェンランはいつものむっつりした顔で、それでもふたりにもらった食べ物を食べる。腹が減っては任務に支障が出るからだと、自分に言い聞かせる。


　天尾隊が直接殺すのではない。彼らの任務は、暗殺者を運ぶこと。


　ルテア大陸六国家でも追いつけない、最速の兵である竜りゆう騎き兵へい。天尾隊はその速さで暗殺者の手助けをする。任務を遂すい行こうした者たちを国外まで逃にがすのだ。


　最初にその任務を聞いた時、心底悩なやんだものだ。


　ところが命令を出したモズという魔ま導どう士しは、シェンランの心まで見み透すかしたかのように言うのだ。


　一度でも姫と接せつ触しよくした者に暗殺任務を与あたえると、情が湧わいて殺せなくなるかもしれない、と。悔くやしいがシェンランは何も言い返せなかった。


　それにオウガンには天尾隊よりも暗殺に適した部隊がある。ならば天尾隊はその能力を最大まで発揮できる任務のほうがいい。


「でもよぉ、本当にこれだけでいいのか？　すげぇ楽な仕事なんだけど」


「そんなわけないだろ。お前も聞いてなかったのか」


　運ぶのは人だけではない。


　情報もだ。


「オレ知ってるよ。町をウロウロしてる係と、店とかで待機してる係がいるんだよね」


　手を挙げるヤツガツに、シェンランが頷うなずく。


　珍めずらしく作戦を理解しているヤツガツに、テンゲンジャが悔しそうな顔。


「私たちは自由行動を許されているが、もしも姫か王子を見つけた者がいたら、速すみやかに知らせて連れん携けいをとる」


「こんだけ広い祭りで、そんなにうまく行くかぁ？」


「バーカ、オレたちだけじゃねーよ」


　ヤツガツに露ろ骨こつに言われるが、何も言い返せないテンゲンジャ。


「味方は他にもいるんだ。オウガン以外にも」


「……ああ、そういうことかよ」


　つまらなさそうに鼻を鳴らすテンゲンジャ。


　そういえば、騎き士し団の制服を調達してきていた。オウガンの人間にはできない芸当だ。


「すっげぇなぁ。どーやってんだか、ホントに」


「だが彼らの手伝いがなければ実行できない。姫にしろ王子にしろ、屈くつ強きような護衛がいるからな。そういう輩やからを排はい除じよするには、一番の方法だ」


　すでに騎士団詰つめ所しよである「聖書バイブル」の爆ばく破はは終わった。


　もうしばらくすれば、本格的に作戦が始まる。


「もう行動始まってるんだよな？」


「ああ。だからお前達も勝手な行動は慎つつしめよ。待機して連れん絡らくを繫つなぐのも立派な仕事だ」


「俺らはともかく、ホウショクのジーサンとかは大だい丈じよう夫ぶか？」


　シェンランは周囲を見回すが、そう言えば先ほどから姿が見えない。


「酒買ってくるっつってゼンジとどこか行っちゃったよ」


　ヤツガツが告げると、シェンランは「仕方ないな」と立ち上がる。


「探すついでに飲み物でも買ってくるから、お前達はそこで待っててくれ」


「いってらっしゃーい」


　隊長にパシリをさせつつ、呑のん気きに見送るヤツガツ。テンゲンジャが止めようとしたが、結局黙だまった。ふたりに手を振りつつ、シェンランは軽い足取りで歩き出す。


　せっかくの祭りだ。風景くらいは楽しんでも良いだろう。





　　　　　　　＊





　ビスマルク。


　名字は不明。そもそも本名なのかも不明。


　年ねん齢れい四十一歳。十六の時にジルサニア騎士団に入団し、当時は無名の部隊でそこそこ腕うでの立つ剣けん士しとして、そこそこの活かつ躍やくをする。


　二十五年前、ホラキアと藍らん山ざん同盟の連合軍との戦いにて、ある事件を引き起こす。そこから二年間行ゆく方え不明になり、戻もどって来た時にはウサギだった。


　現在はジェルメーヌ姫ひめの付き人兼けんタイムキーパーとなる。


「当時の二つ名は〝狡兎スリーホールズ〟――と、不明な点が多い略歴だな」


「僕も詳くわしい事情は知りません。本人も話したがらないし、そもそも知っている人も少ないんです」


　略歴が書かれたファイルを眺ながめるラムに、トーラットが照れたように頭を搔かく。


　城下町の祭りを監かん視しするために、いくつか設置された騎士団用のテントで、トーラットはラムに事情聴ちよう取しゆをされていた。殴なぐられた頰ほおを濡ぬれた布で冷やしているが、まだ口の中がじんじんする。


　手て枷かせは付けられていない。トーラットが犯罪者でないことは、ラムも知っている。だからこうして対等な立場で質問されているのだ。


「私の聞いた話では、ビスマルクという男、仲間を数百人殺したともいうが」


「そういう話もありますね。他にも僕が聞いたのは、味方を盾たてにして敵てき陣じんへ突っ込こんだとか、敵のお偉えらいさんの娘むすめを人質にとったとか、禁断の魔ま法ほうを使って草原を荒あれ地ちにしたとか――」


　噂うわさには尾ひれがつくものだ。


　実際ビスマルクであれば、そのどれかひとつくらいはやっても不思議ではないと思っている。それだけの頭を持っているから。


「禁断の魔法ならそちらの領分だろう、トーラット・ルグ。同じ大犯罪者として、君はどう思う？　〝左手マインゴーシユ〟と呼ばれた伝説のゴーレム技師」


　ファイルを机に落とし、ラムは冷たい目でトーラットを見み据すえる。


　痛いところを突かれて、トーラットは苦笑するしかない。


「僕は……大がつくほど偉い犯罪者じゃありませんし、伝説と呼ばれるほど大した技師でもないですよ。ただの掃そう除じ好きな給料泥どろ棒ぼうです」


「からかうつもりも侮ぶ辱じよくするつもりもない。君はジェルメーヌ姫によって罪を許され、赤目隊のゴーレム技師として任務を全うしているのだから。私はただ、君にビスマルクの行動について訊ききたいだけだ」


　許される、という言葉がトーラットの古傷を抉えぐる。


　あまり思い出したくない過去だが、忘れることもできない。


「もし、隊長もジェルメーヌ姫に許されたのだとしたら――」


　そう仮定すると、ビスマルクの行動の本質はだいたい分かる。


「ジェルメーヌ姫の、ひいては赤目隊の不利益になるような真似まねは絶対にしないと思います。ましてやこんな疑いのかかるような犯罪など」


「するわけがない、と？」


「いいえ、するかもしれません」


　首を横に振るトーラット。


「ですが、仮に人を殺したとしても、それはジュジュのためです。ジュジュを守るためならば、赤目隊は誰だれであろうと戦います。結果、黒鎖隊に追われても、騎士団をクビになっても、世界中を敵に回しても――赤目隊はジュジュを守ります」


　一点の曇くもりもない表情。


　トーラットの言葉は、何も自分とビスマルクだけを指すのではない。ミロク、アーニィ、フェリサも同じ考えだと信じている。そしてジュジュ自身も、赤目隊を傷つけられたら黙っていない。


　そういう部隊だ。


「なるほど。君の意見は理解した。では今回の事件はビスマルクが起こしたものだと、そう思っているのか？」


「それを訊きたいんです、僕も」


　先ほどの主張は、実際にやったかどうかの立証とはまったく関係ない。


　トーラットも知りたかったのだ。本当にビスマルクがやったのかどうか。無実にしろそうでないにしろ、何か理由と裏があるはずなのだから。


「構わない。今度は君が質問してくれていい」


　ラムはテントの外に待機している部下を呼び出すと、飲み物を買ってくるように命令する。もちろん部下の分も。彼女はいつも甲かつ冑ちゆうを着ているので、たとえ温度差を防ぐ魔法がかけられていたとしても、甲冑は見た目的に暑いだろう。


「どこまで答えてくれるんですか？」


「こちらも事件解決のためにはあらゆる手段を惜おしまない。なんでも訊きいてくれ」


　ラムは真面まじ目めで有能な女性だと聞いている。冷静な思考もそうだが、黒鎖隊の面子メンツも気に留めず、事件解決のために最善を尽つくす態度はトーラットにも好感が持てた。


「では……まず、爆ばく発はつ物ぶつで騎士が二名負傷したと聞きましたが、その騎士の名前と所属は分かりますか？」


「黄おう獣じゆう隊のランダと、白はく腕わん隊のビールズ、という名前だそうだ。どちらも騎士団の備品を管理する部隊だな。報告書には、そう書いてある」


「ランダと、ビールズ……」


　名前に心当たりがないか、トーラットも考える。


　一いつ瞬しゆんでは浮うかばなかったので、次の質問をする。


「凶きよう器きの爆発物については？」


「こちらは調査中。魔ま力りよくの残ざん滓しに手がかりがないか、現在調べている」


「どちらも、隊長との関連性は？」


「それも調査中だ」


「うーん……」


　どれも決め手には欠ける。有罪無罪どちらも立証できない材料ばかりだ。


　だから、別の観点から考えてみる。


「もしも隊長が犯人だとして、爆ばく発はつする魔導球で騎士を殺す理由があるとすれば、先ほども僕が言ったように、おそらくジュジュを守るためなんです」


「それがどうした？」


「では、もしも隊長が犯人でなかったら？　真犯人が隊長を陥おとしいれるメリットはあると思いますか？」


「……それは、あるんじゃないか？」


　ビスマルクは赤目隊の隊長であり、ジュジュの側にいる。


　彼の動うごきを封ふうじるのは、そのままジュジュの行動を阻そ害がいすることになる。


「ジェルメーヌ姫の活動が気にくわない者の犯行だと言いたいのか？」


「いえ、違ちがいます」


　トーラットが否定したのは、彼女の意見ではなかった。


「僕が言いたいのは――どうして隊長がジュジュの世話をしていることを、真犯人が知っているか、ということなんです。一いつ般ぱんの人や、ましてや他国の人ならそんな事絶対に知りません」


「……あくまで、仮に真犯人がいた場合の話だろう。飛ひ躍やくしすぎだ」


　ファイルを揃そろえながら、ラムも苦笑する。


「失礼します！」


　ちょうどその時、部下が冷たいお茶を持って入ってきた。


「ありがとう。それと、ディアートを呼よび戻してくれ。彼の証言も必要だ」


　がんばって働いた騎き士しに労ねぎらいの言葉をかけるラムだが、その次にはもう命令を下す。


　騎士が肩かたを落としてテントを出ると、トーラットとラムは同時にお茶を飲む。


「んー、よく冷えてますが、そのせいで味が死んでますね」


「同感だ。これなら私が淹いれた方がよっぽど美味おいしい」


「ラムさん、お茶に興味が？」


「……別にいいだろう趣しゆ味みのひとつやふたつ」





　　　　　　　＊





　城下町で最も広い大通りから、三つも通りを行けば人通りも少なくなる。たとえ祭りの日でも、店自体が少なければ客足も減る。


　そんな南東の通りに一いつ軒けんだけある食堂。


　味も値段も申し分ないのだが、なぜか客が少ない。呪のろわれているのではないかと噂されているが、理由は店主にも分からない。一時期はものすごく血の気けの多いバイトがいたため、常連すら離はなれていったこともある。


　その店の主人は、ミロクたちが来ると顔をほころばせ、事情を一部伏ふせて話すと二つ返事で店を提供してくれた。


　祭りの日でも人のまばらな店内に、ミロクたちがいても誰も気に留めないはず。


「別に手伝わなくてもいいんだよ？」


「いえ、お礼とお詫わびも兼かねてやらせてください」


　店の厨ちゆう房ぼうで皿洗いをしているミロク。不器用な彼でも、何枚も割ることによって身体からだに作業が染しみついている。


「しかし、驚おどろいたねー。ミロクが友達を連れてきたときは喜んだけど、黒鎖隊に追われてるんだって？　何やらかしたの？」


　話す時に少し改変した事情に驚きながら、店主は笑顔で焼いた肉を切り分けている。


「無実なんですよ。けど、あいつら疑り深くって。事情聴取で一日潰つぶされてたまりますか」


「ハハハ、なるほどね。ま、皿洗いもありがたいけど、少しは料理も食べていってくれよ」


　ミロクの肩に手を置くと、店主は肉の皿を客席に運ぶ。そこでは楽しそうに談笑するジュジュとアーニィ、そしてカチカチに緊きん張ちようしているビッカーズがいた。最初、ビッカーズはジュジュと同席するわけにはいかないと、立ったままだったのだ。それをジュジュが命令して座らせたのである。


「でも落ち着いてきたね、ビッカーズ先せん輩ぱい。話振ふられて、嬉うれしそうな顔してる」


「……で、なんでディアートまで皿洗いしてんだよ」


　何故かミロクの隣となりで皿を洗うディアート。泡あわまみれの手を面白そうに見ている。


「俺だって店の人にお礼がしたいのさ。それってフツーの事だろう？」


「まぁ、そうだけど」


　しかし美形で仕事もでき、黒い細剣を差している彼が皿洗いをする姿は、とても不ふ釣つり合あいだ。どちらかというと、もっと高級なレストランでメニューも見ずにあれこれ注文していそうなイメージだ。


「ところでミロク」


「ん？」


「アーニィちゃんって可愛かわいいね。君の彼女かい？」


　摑つかんでいた皿が、パキ、と音を立てて割れた。


「…………」


　罵ば倒とうすべきか否定すべきか口ごもっていると、ディアートはさらに続ける。


「それともジェルメーヌ姫ひめ？　仲良さそうだったもんねー、君と姫様。いやアーニィちゃんともすごく仲良しっぽかったから、どっちかと、あるいは両方と付き合ってるのかなぁって」


「だ、だから、違うって！　しかも両方ってなんだオイ！」
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　慌あわてて否定する。


「違うの？　良かったぁ」


「何が良かったんだ？」


「じゃあ俺が頂いただいても問題ないってことだろう？」


「…………」


　真実を教えた方がいいのだろうか。


　ディアートの身の安全のために伝えた方がいい気がする。


「なあディアート。確かにあのふたりは可愛い。それは俺も認める。だがな、綺き麗れいなバラにはトゲがある、って古来より言われててな」


「うんうん、アーニィちゃんの蹴けり、すごかったよね」


　ダメだ。話が嚙かみ合わない。


「あー、だけど、そうすると、強いミロクじゃないと釣つり合わないって言いたいのかな？」


「誰だれもンな事言ってないだろ。俺はそんなんじゃねーよ」


「でもさー、俺が見た限り、ふたりはまんざらでもない様子って言うか」


「だーかーら！　違うっての！」


　少し声を荒あららげると、テーブルのジュジュたちと店長（いつの間にか仲良くなっていた）がこちらを不ふ審しんな目で見ていた。慌てて手を振ってなんでもない事をアピールするミロクとディアート。


「……悪かったよ。言いすぎた」


　素直に頭を下げるディアート。


「略りやく奪だつ愛あいはキライじゃないけど、相手を見ないと痛い目に遭あうからね」


　否定するのも馬ば鹿からしくなってきたが、ディアートはそれでも絡からんでくる。


「けど、別に彼女たちが嫌きらいってわけでもないんだろう？」


「俺は騎士だ。アーニィと一いつ緒しよにジュジュを守る。それだけのことだ」


　そこに邪よこしまな気持ちはない。


　ジュジュはミロクにとって守るべき主君だし、アーニィは背中を預けられる仲間だ。


　関係を訊かれれば、他にも細かい肩かた書がきは沢たく山さん出てくる。同じ学校に通っていたり、たまに休日に遊ぶ仲だったり――


　もちろん、彼女たちの強さや優しさや美しさに惹ひかれる時もある。女性としての魅み力りよくを無む視しできるほど、ミロクは悟さとりきっていない。


　それでも最初に出てくるのは、主君であり仲間だ。


　ミロクの命と剣とニンジンは、そのためにあると思っている。


「騎士として……か」


　ディアートは拭ふき終わった皿を棚たなに戻もどし、厨房に置いてあった椅い子すに勝手に腰こし掛かけた。ミロクも割った皿を専用のゴミ箱に入れて椅子に座る。


「ミロクは騎士として、姫を守ることに誇ほこりを持もっているんだね」


　その口調は褒ほめているというより、若干の侮ぶ蔑べつが含ふくまれているように聞こえた。


「……なんだよ、悪いのかよ」


「時として、ね」


　あからさまに否定せず、しかし確かに肯こう定ていはしない。


　悔くやしいが、そう言われたら聞き返さずにはいられないではないか。


「どんな時に悪いんだ？」


「疲つかれが出た時、かな」


　ディアートは少しだけ笑ったが、ミロクは面白くない。


「ホラ俺たち、悪い騎士を捕つかまえる仕事してるじゃない。そりゃもう、いろんな騎士を捕まえたよ。軽犯罪から重犯罪、政治犯や痴ち漢かんなんてのも。でさ、その罪を犯した騎士の傾けい向こうを調べてみると、また面白いことが分かってくるんだ」


「面白いこと？」


「うん。あのさ、実は一見真面まじ目めそうな、いや実際に真面目な騎士が犯罪に手を染めるケースってかなり多いんだよ」


「……へぇ」


　それは本当に面白い情報だ。


「勤続ン十年、無遅ち刻こく無欠勤、仕事は真面目にコツコツと、部下の信しん頼らいは厚く、捕まった時はみんな『まさか、あの人に限って！』って感じ」


「なんで、真面目なのに犯罪を？」


「真面目だからだろうね」


　気がつけばディアートは笑わなくなっていた。


　口元はにやついているが、目は真しん剣けんそのものだった。


「ただでさえジルサニア騎士団は軍規が厳しい。その上、剣に関する束そく縛ばくも多い。そんながんじがらめの毎日に、真剣に立ち向かおうとするからさ」


「真剣に立ち向かうと、ダメなのか？」


「行動としては立派さ。多くの人はそれができる。だけど、たまにいるんだ。弱い人がね。伸びきったゴムのようにピンと張り詰めて、どう足あ搔がいても形を変えられなくなってしまう、カタい人。あとは小さな刃は物もの程度のキッカケがあれば――プッツンとキレる。それは他者からの誘惑だったり、何気ない日常の一コマだったり」


「…………」


　ついミロクも同意してしまう。意識が凝こり固かたまった人は、極きよく端たんな考えに走りやすいのだ。それは経験で分かる。


「自分は真面目な騎士だ、真面目な騎士なんだ――って思い込みが、逆に心の負担を強めているんだよ。それに耐えられる心を持っている人は、けっこう少ない」


　そういう人を捕まえてきたディアートが言うのだから、含がん蓄ちくがある。


　女の子の話をする時は軽い感じなのに、騎士について話す時の彼は別人のよう。


　黒こく鎖さ隊の職業病だろう。


　騎士を疑いの目で見ている。


「けどね、心が強い人ってのも、またやりにくいんだよ」


「どうして？」


「ガンコだから人の話を聞きゃしない。ウチのオヤジとかジジイとかもそうなんだ」


　ため息をつくディアート。


「俺が騎き士し団に入ったのだって、更こう生せいのため、とか言って無理矢理入れられたんだ。ったく、少しは人の意見も尊重しろっての。反発するとブン殴なぐるし……」


　少しだけディアートの性格の基き盤ばんが分かった気がした。


　生まれつき軽いのではなく、厳しい親への反発の気持ちが大きいのだろう。遊びまくることで、結果として柔じゆう軟なんな考えを持つ事ができた。


「つまり、もっと気楽に生きろ、ってことか？」


「そうそう。柔やわらかい頭で、楽しく働くのが大事だよ。この祭りだってそうさ」


　やっと笑顔を取とり戻したディアートが、窓の外を見る。


「祭りの後は、宮きゆう殿でんの庭で騎士団の後夜祭が行われるんだ。みんなおつかれさまって、無礼講で酒を飲みまくる。その時は黒鎖隊も一緒になって飲むよー。ま、祭りをがんばった騎士に対するごほうびさ」


「その後夜祭で事件があったらどうするんだ？」


「金きん童どう隊たいが仕切ってくれるんだ。彼らは一年に一度しか働かないって豪ごう語ごする部隊だからね。今日くらい働いてもらうさ」


　ディアートの言う金童隊とは、ずばり納のう涼りよう騎き士し団祭りの運営を全て任されている部隊である。一年かけて企き画かくを練り、旅芸人や露ろ天てん商しようを集めたり広告を出したりするのだ。そのバイタリティと行動力とノリの良さは、他の部隊が欲しがるほど。


「ミロクもこの騒さわぎが片付いたら、アーニィちゃんやジュジュ姫と一緒に遊んできたら？」


　いつの間にか呼び方が「ジュジュ姫」になっている。


　ディアートはプッツンするほど凝り固まった考えなど、持たないのだろう。いつも柔軟に、だけど冷静に場の空気を読んでいる感じがする。


　少し、羨うらやましいと思った。


　が、彼のようになりたいか、と訊かれれば悩なやむ。


　意固地になってでも守らなければならないものも、確かにあると思うのだ。


「おいディアート、そろそろ行くぞ！」


　客席からビッカーズが呼ぶ。


「はい先輩！　じゃあミロク。姫とアーニィちゃんと一緒にここで待っててね」


「ああ、ありがとう」


　ディアートとビッカーズは、ラムの所に行って談判してくれるのだという。全員で行くには暗殺者の危険が大きすぎるので、暗殺者にも黒鎖隊にも追われる必要のないふたりが行ってくれるのだ。


　うまくすれば黒鎖隊からの疑いが晴れる上に、黒鎖隊自身が暗殺者から守ってくれる。そうなれば、もう心配いらないだろう。


「おーいミロクー、デザート作ってー」


　黒鎖隊がいなくなった途と端たん、客席からいつものジュジュの声が聞こえてきた。


　ここで働いていたので、果くだ物ものの在あり処かくらい知っている。ミロクは腕うでをまくると、果物ナイフを探し始めた。


　盛るくらいならできる、はず。








　黒鎖隊のふたりが店を出てからは、ジュジュとアーニィも厨ちゆう房ぼうに隠かくれた。客のフリをした暗殺者が来ないとは言い切れない。


　ディアート達がラムに話をつけてくれるとは言うが、完全に信用するわけにもいかない。彼らを疑うわけではないが、暗殺者がどんな手で襲おそってくるか分からない。ディアート達との会話を誰かが聞いていた可能性もある。


「ビスマルクとトーラット……大だい丈じよう夫ぶかな」


　厨房のテーブルに頰ほおをくっつけながら、生気のない顔でジュジュが呟つぶやく。


「やっぱり心配だよな」


「心配だし……怖こわいな」


　ジュジュの正直な気持ちに、ミロクもアーニィも頷うなずく。


　どれだけ腕が立とうが、普ふ段だんから五人で守ってきたジュジュ。今、戦力が半分以下になっている。普段の赤目隊の仕事で言えば、ミロクひとりで舞ぶ台たい設置とタイムスケジュールを確認しつつ、ジュジュに化け粧しようを施ほどこし、なおかつパシリをやらされるようなもの。もう物理的にどうにもならない。


　こんな時、ビスマルクなら。


「どこで何やってるんだろうなー」


　ミロクは尻しりポケットからビスマルクのために買ってきたニンジンを取り出し、目の前でブラブラと揺ゆらす。腹を空すかせてないといいのだが。


「そもそも隊長が変な真似まねしなけりゃ、あたしたちこんな目に遭わなかったんだよね」


「そう考えると、だんだんハラが立ってくるよな」


　後ろ向きな話をしつつも、女性陣じんは果物を食べ続けている。店長にはミロクが何度も謝ったのだが、店長の方も彼女たちを気に入ってしまったらしい。ディアートと皿洗いをしている間に、どんな会話をしたのだろう。


「しかも黒鎖隊もハナっから隊長を疑ってるし……」


「そりゃしょーがねーよ。さっきビッカーズも言ってたし」


　珍めずらしくジュジュがフォローする。


「なんて言ってたんだ？」


「黒鎖隊って騎士――つまり仲間を捕まえる部隊だろ？　やっぱ捕まえる方もいい気持ちしねーんだよ。仲間に裏切られるのを前提とする部隊だもんな。普ふ通つうの騎士は何も悪いことしてなくても、最初から毛け嫌ぎらいするし」


「まぁ、そうだよな」


「だから徹底的に疑って、嫌われるのも黒鎖隊の仕事なんだと。『ヤベェ黒鎖隊が来た』って思われて、存在自体が犯罪抑よく止しに繫つながればいいんだってさ。隊員の選別も、見た目が怖いヤツを優先的に選んでるってウワサもあるくらいだ」


　自ら望んで嫌われる部隊か。


　理念は理解できるが、それはとても寂さびしいことなのではないか。


「ま、ウチらは弁解できねーよな。悪名高い赤目隊だし」


「まぁな。隊長も……ん？　隊長って――」


　前にも公園のじいさんやトーラットが言っていた。赤目隊は悪名高い集団だと。その最たる存在がビスマルクだ。


　しかし実態は、過去にいろいろとやらかした――としか聞いていない。


「ジュジュ。隊長って、昔なにやってたんだ？」


「んー、そうだなぁ……」


　考えるジュジュ。話していいものか迷っているのだ。


「まぁ、話しても問題ないかな。つっても、私も見たわけじゃないけどな。二十五年前に、ホラキアと藍らん山ざんが連合組んでジルサニア襲ったことがあってよ」


「あ、それ知ってる。隊長が人間だった頃ころの話でしょ？」


　アーニィの声が弾はずんでいる。そんなに楽しそうな話題なのか。


「あの戦争でビスマルクのヤツ、仲間百人ほど犠ぎ牲せいにして連合軍退けたらしい。一部からはメチャクチャ非難されたんだと」


　普通、百人を犠牲にして大軍を退けたとなれば、英えい雄ゆうクラスである。


　それを非難するということは、よほどエグい手で仲間を殺したのだろうか。


「父上も兄上もビスマルク本人も話したがらねーし、公式に記録も残ってねーし、当時のビスマルクの戦法を知ってる人もいねーしで、色んな部分があやふやなんだけどな。そっからしばらくして、アイツはウサギになった」


「その戦争が関係してるのか？　ウサギになったのって」


「私も知らねー。けど、ビスマルク自身は満足してるみたいだ」


　まだまだ赤目隊にはミロクの知らない事がいっぱいある。


　根ね掘ほり葉は掘ほり聞き出すのは趣しゆ味みではないが、黙だまってても絶対に教えてくれない事だろう。今ビスマルクが赤目隊の隊長をやっているのは、戦争に飽あきたからだろうか。


「けどさ」


　ジュジュは机につけていた顔を起こす。


「私はビスマルクが有罪で捕つかまっても、それでも赤目隊でコキ使うつもりだぜ？　ミロクやアーニィがいなくても、なんとか仕事はできるけど、アイツがいねーと何も始まらないしな」


「……そうだな」


　どんな過去があろうと、どんな姿だろうと、ビスマルクは赤目隊の隊長なのである。


「今日の件に関しては、スープのダシを取るくらいで勘かん弁べんしてやるか」


「ジュジュ、それ隊長死ぬから」


　オチがついた所で、店の外から慌あわただしい足音が近づいてきた。


「御ご免めん！　主人はいるか!?」


　その威い圧あつ的な態度で、誰だれだかなんとなく分かってしまった。


　厨房から食堂の入り口を見ると、案の定、黒い剣けんを提げた騎士がふたり。すぐに店長が騎士の元に駆かけつける。


「いらっしゃいませ！　おふたり様ですか？」


「失礼、我々は客ではない。ジルサニア騎士団黒こく鎖さ隊の者だ。このあたりに犯罪者が逃にげ込んだ可能性がある。心当たりはないか？」


「さぁ……どのような方でしょう？　何か外見的な特とく徴ちようとかは？」


「男がひとり、女がふたり。いずれも騎士だ。まだ二十歳はたち以下の少年少女だ。こちらに入ったという情報があるのだが」


「祭りの日だというのに、最近の若い子は怖いですねぇ～」


　しれっと答える店長に、ミロクたちは厨房で頭を下げる。物わかりのいい、優しい店長で本当に良かった。


「……邪じや魔ましたな。何かあったら騎士団まで通報してくれ」


「はーい、次からはお客さんとして来てくださいねー」


　黒鎖隊が帰ると、店長は苦笑しながら厨房へ戻もどってくる。


「やれやれ、本当にミロクはやっかいごとを持ち込む天才だねー」


「そ……！」


　否定しようと思ったのだが、ミロクの背後でジュジュもアーニィも深々と頷いており、ミロク自身も否定材料が思いつかなかった。


　そんな和やかな雰ふん囲い気きを、唐とう突とつにブチ壊こわす物音がした。


「御免ッ!!」


　食堂のドアを蹴けり飛ばす音だった。


「な、な、なんだい！　強ごう盗とうか!?」


　ミロク達には厨房で隠れるように手で指示してから、慌てて店長が駆け戻る。ミロクも厨房にいながら聞き耳を立てた。


　するとどこかで聞いた声がする。


「営業中に失礼する！　私は第一王子アーセージの副官、ならびにジルサニア騎き馬ば師し団だん蒼そう月げつ隊たい隊長のバウゼンと申す者！　伺うかがいたいことがあって参った！」


　ああそうだ、アーセージの副官のバウゼンだ。いつもアーセージの側におり、騎士団では並び立つ者がいないとまで言われる剣の使い手。


　何度か話をしたことはあったが、ここまで取り乱した声は初めて聞いた。


「ど、どうなさったんです!?」


　本当にどうしたのだろうかと、ミロクもジュジュもアーニィも身を強こわ張ばらせている。


「ここにウサギは来なかったか!?」


「ウ、ウサギですか!?」


「そうだ！　来たのか来てないのか、どっちだ!?」


「い、いえ、来てません、ハイ」


「もし喋しやべるウサギを見かけたら、すぐに通報したまえ！　いいな!?　では失礼した！」


　一方的に言いたいことを言って出ていってしまった。


　もの凄すごい速さで遠ざかっていく足音に、店長が店の外に出て様子を見ている。


「こ、怖かったぁ～……」


　気づいたらミロクとジュジュとアーニィが身を寄せ合って震ふるえていた。


　なぜバウゼンがあそこまで激げき怒どしながらビスマルクを追っているのか、見当もつかなかった。


「いったい何やらかしたんだ、隊長は！」


　黒鎖隊に追われるのはまだ分かるが、バウゼンが追っているのは個人的な事情ではないのか。もしかしたら負傷させた騎士というのがアーセージの部下だったとか、それとも国家に関わる重要な人物だったとか――


「ここも危なそうだな」


　ジュジュの言葉に、ミロクとアーニィも頷く。


　先ほどの黒鎖隊が言うには、この店に入る所も目もく撃げきされているようだ。もしも見つかれば店長にも被ひ害がいが及およんでしまう。それでは恩を仇あだで返すことになってしまう。


「近くに隠かくれられる場所、ないかな」


　とはいうものの、そう簡単には思いつかない。


　その時、外から大きな声が聞こえた。悲鳴ではなく、喜んでいる。旅芸人が近くで芸を披ひ露ろうしているのだろうか。


　耳を澄すますと、司会らしき男の声が魔ま法ほうで増ぞう幅ふくされて聞こえてきた。


『さぁさぁ、いまだチャンピオンはエントリーナンバー二十番の彼。リンゴ五個をなんと、五十数える間に食べてしまう芸の持ち主！　彼よりアッと言わせられる人はいないかな!?　飛び入り参加も大だい歓かん迎げい！　一発芸でも構いません！』





　　　　　　　＊





「お嬢じよう様さま、待ってください～」


　背後から迫せまるササヤの声に、コニーは一度だけ振ふり返かえる。石いし畳だたみに撒まかれた紙かみ吹雪ふぶきに滑すべって転んでからというもの、ササヤの歩くスピードが目に見えて落ちている。


「大だい丈じよう夫ぶだってササヤさん。紙くらい踏ふんでも転ばないってば」


「そ、そんなこと仰おつしやっても、事実私は転んだわけですし」


「もー」


　仕方ないので、ササヤがおっかなびっくりやってくるのを待ち、手を繫つないで歩くことにした。これなら滑っても問題ないだろう。


「す、すみませんお嬢様」


「いーのいーの、気にしない」


　ただでさえ人が多い祭りだ。これではぐれたりしたら探すのが困難になる。普ふ段だんは何事もテキパキとこなすササヤだが、たまに信じられないドジをやらかす事があるので目が離はなせない。それでも自分や兄に家事をやらせるより数万倍安心できるけど。


「でもお嬢様、本当によろしかったのですか？　お祭り、学校のお友達と行く事もできましたのに」


「それがねー、友達みんな予定入っちゃったの。家の出店の手伝いする子とか、騎士団の仕事がある子とか、彼氏とふたりっきりで遊ぶ子とか！　だからササヤさんが一いつ緒しよに来てくれてすごく嬉うれしいよ！」


　寂さびしい気持ちがないと言えばウソになるが、コニーの言葉は本心だ。ササヤと一緒だと自分の知らない面白い物を教えてくれるし、友達が手伝っているという店には後で遊びにいくつもりだし。ただし彼氏と遊びに行った子は知るもんか。


「あら？　あれは何をしているんでしょうね？」


　ササヤが見ているのは、通りの隅すみっこに作られた特設ステージ。他にも舞ぶ台たいはいくつも作られているが、そこだけ人が異様に集まっている。


「観てみようよ」


「ええ」


　紙吹雪を踏まないようにゆっくりと近づく。幸い、ステージが高く設置されているため、背の低いコニーでも最後列から観ることができた。


　そこでコニーが観たものは、ちょうど舞ぶ台たい袖そでから見知った顔が出てくるところだった。


「お、お兄ちゃん!?」


　観客の拍はく手しゆで出で迎むかえられたのは、間ま違ちがいなく兄のミロク。


　そしていつも兄と遊んでいる同どう僚りようのアーニィと、コニーの大親友のジュジュではないか。みんな騎士の制服ではなく、可愛い私服だ。兄に至ってはチンドン屋みたいな格好。


『さあさあ、今度は若い男女三人組！　はい、お名前は？』


　司会の男が陽気な口調で話しかける。音声拡張の魔法がかけられた宝石をミロクに向け、観客に聞こえるように話せと促うながす。


「え、えと、ミ、ミトラ、です」


　はて、どうして兄は偽ぎ名めいを使うのだろう。


『ミトラくんは、今日は何をしてくれるんだい？』


「えっと、チャンピオンはリンゴ五個を五十数える間に食べた……んですよね？」


『そうだよ？　おっ、もしかして君はチャンピオンに挑ちよう戦せんかな？』


「ネタ被かぶっちゃいますけど、いいですか？」


『構わないさ！　お客さんをアッと言わせられるならね！』


「じゃ、やります」


　おー、と観客から投げやりな歓かん声せい。ここまでは前フリなので、まだ観客も沸わかない。


　だけどコニーは知っている。兄ならリンゴ五個くらい余よ裕ゆうで食べる。


　声をかけて応おう援えんすべきか迷った。


　だけどこれから芸をするのだから、邪魔をするのも悪い。けどリンゴ五個なら邪魔をされても普ふ通つうに食べてしまいそうだ。


　と思っていたのだが、コニーの予想は大きく外れた。


「おおおお！」


　観客の声に顔を上げる。


　突とつ如じよ、ミロクと隣となりにいたアーニィがリンゴを取り出した。ふたりとも手に二つずつ持っている。


　素手のアーニィはともかく、ミロクは剣を手にしていた。あれでリンゴを切って食べるつもりなのだろうか。


　それも違ちがった。ミロクは剣を片手で構えると、もう片方の手でリンゴを食べ始める。なんだよ持っただけかよ、と観客の野次が飛ぶ。


　そこからが凄かった。リンゴを食べながらミロクが隣のアーニィを剣で斬きりつけたのである。横よこ薙なぎの斬撃を、身体からだを反らして避さけるアーニィ。彼女の口にくわえられたリンゴのみが真っ二つになる。


「おおおおお！」


　それだけでパフォーマンスは終わらない。剣でリンゴを切りながらも、ミロクもリンゴを齧り続けている。そんなミロクを今度はアーニィの上段回し蹴りが襲おそう。身を屈かがめて避けると、今度は下段の蹴り。それを剣の鞘さやで受け止める。


「ミロク様の演武なんて久しぶりに見ますねぇ」


　ササヤが頰ほおに手を当ててうっとりしている。


　コニーは初めてだ。ミロクの演武そのものではない。


　兄が誰だれかと踊おどっているのを、初めて見た。あのシェンランですらミロクとは合わせられなかったのだ。理由はミロクがバカで段取りを覚えられないから。


　ということは、あれは段取りではなくアドリブなのか。


　本気の演武よりスピードは遅おそいが、それは観客の目を気にしてのことだろう。だけどふたりともまったく淀よどみなく技を繰くり出だし、なおかつリンゴを食べている。


「アーニィさんの事、よほど信しん頼らいしてるんだ……」


　小さくコニーが呟つぶやく。


　やがてステージのふたりが演武を終える。


　かかった時間は、ちょうど五十数えるほど。ミロクとアーニィの手には、それぞれ七個のリンゴの芯しんが握にぎられていた。


　歓声はなかった。


　皆みんな、呆あきれたように静まりかえっている。というよりも「え、もう終わりなの？」と続きを見たがっている雰囲気だ。


　沈ちん黙もくを破るために、コニーが大きな拍手をした。


　それに続いて、ササヤが手を叩たたく。ふたりから伝染して拍手が続き、やがてミロクとアーニィを褒ほめ称たたえる声が爆ばく発はつ的てきに広がった。


「あ……」


　そこでミロクとコニーの目が合った。


　兄は照れくさそうに手を振る。


「ふん」


　コニーはむくれてそっぽを向いてしまった。


　そんなつもりはなかったのに。もっと褒めたかったのに。


　横を向くと、何人かの騎き士しが人ひと混ごみをかき分けながら走り回っていた。


　腰こしに黒い剣けんを差した、怖こわそうな騎士だ。道を行く人になにか聞き込みをしている。誰か探しているのだろうか。


「若い男女を見なかったか……ああ、そうだな、そんなのは国中にいっぱいいるけど、いや、そうじゃない、騎士の男女で……そうか、ありがとう」


　焦あせった様子の騎士達が右から左へ駆かけ抜ぬけていく。


　忙いそがしいのは分かるけど、たまには舞台の芸人さんでも見れば心が安まるのに、とコニーは余計な心配をする。


『イヤー！　すごいねミトラくん！　間違いなく君たちがチャンピオンだよ！』


「は、はぁ……」


　司会に肩かたを叩かれて、微び妙みような顔をするミロク。


　それで彼らの出番は終わりだと思ったのだが、


『で、そこの可愛いお嬢じようちゃんはどんな芸をしてくれるんだい!?』


「……へ、私？」


　いきなり話を振られて戸と惑まどったのは、ジュジュ。


　なぜか今日は髪かみをまとめてメガネをかけている。よく似合っているけど、ちょっと地味なようにも思える。せっかく可愛いのに、目立たなくなりそうだ。


『お嬢ちゃんの名前は？』


「え、その、ジェ、ジェイムズ……」


『ジェイムズって男みたいな名前だね。じゃあジェイムズちゃん。ミトラくんたちがすごいの見せてくれたんだ。君も何かないのかい!?』


「わ、私は、別に……」


　ジュジュが困っていると、興奮した観客席から「なんかやれ！」と野次が飛んでくる。それに乗って拍手や口笛が。


「あ、え、えと、私は」


　ジュジュが心底困っているのが見て取れた。


　――誰かジュジュのこと、助けてあげられないかな……。


　そんなコニーの祈いのりを聞き届けたのは、やっぱり兄だった。


「あの、ちょっと」


　ミロクは司会に近づき、こう言ったのだ。


「彼女、実はジェルメーヌ姫ひめのモノマネが得意なんです」


『おおっとぉ!?　そりゃいい隠かくし芸げいじゃない！　是ぜ非ひ見たいねぇ！』


　司会が観客に反応を求めると、拍手と歓声が返ってくる。


　ジュジュは最初、目を丸くして口をパクパクさせていたが、全力でミロクの肩に体当たりして吹ふき飛ばすと、困った顔でステージの中央に立った。


　観客が静まりかえったタイミングを見計らって、ジュジュがモノマネをする。





「え、えっと……こんにちは、ジェルメーヌ、です」





　最初の沈黙は、彼女の声を吟ぎん味みする時間。


　そして吟味した後、どういう反応を返せばいいか悩なやむ時間。


　コニーですら拍手していいものか迷った。


『うーん、声と顔は似てるかな！　だから、もうちょっと頑がん張ばれば本物の姫様に近づけるかもしれないね！』


　司会が救いの手を差さし伸のべてくれた。なんと空気を読んでくれる司会だろう。観客も微ほほ笑えましい気持ちで拍手している。


『ありがとう！　審しん査さの結果はもうちょっとで出ますから！　それでは次の挑戦者！』


　もう一度大きな拍手に見送られながら、ジュジュは何事か叫さけびつつミロクを蹴けって舞台袖そでへ帰っていった。


　司会もそうだが、一番空気を読んだのはミロクだろう。同じ気まずい空気でも、芸をやらないで場を濁にごすよりは遥はるかにマシだ。


「むー……」


　なんだろう、大成功したのに面白くない。


　帰ろうかとササヤを見るのだが、どうやら彼女は次の挑戦者の芸も見るつもりらしく、ずっとステージに釘くぎ付づけだ。


　仕方ないので、少しだけ離はなれようと後ろに下がる。


　背中が誰かとぶつかった。


「あ、すみません」


「いえ、こちらこそ申し訳ない」


　振ふり向むいて、相手を見る。


　そこでコニーは目を疑った。


　いるはずのない人が、そこにいたからだ。


　黒くろ髪かみを後ろでまとめた、背の高い美少女。こんなにキレイでカッコ良くて、でも服のセンスが悪い女の子を、コニーは一人しか知らない。


「……シェンラン？」





　　　　　　　＊





「このバカ！　アホ！　クソ！　シスコン！　童どう貞てい！」


　ステージの背後にはテントが二つ用意されており、片方は主しゆ催さい者側の荷物や資材が置かれたもので、もう片方は出演者が着き替がえるための大きいものだった。


　そこでミロクはジュジュに涙なみだ目めで殴なぐられていた。


「よくも、私に恥はじかかせたな！　このバカ野や郎ろうっ！」


「ち、違ちがっ、あれは、あの時だから仕方なく！」


「言い訳すんな！」


　狭せまい場所なので逃にげられず、ジュジュのパンチが顎あごのあたりに命中する。顔を押さえるミロクだが、アーニィは助けにも入らず笑っている。


「アーニィも笑うなっ！」


「はいはい」


　と言いつつ含ふくみ笑わらいが止まらないらしく、テントの隅すみっこでクスクスと笑い続けるアーニィ。それが気に入らないらしく、さらに怒おこったジュジュの蹴りがうずくまったミロクの尻しりに当たる。


「おやおや、どうしたんですか！」


　テントに入ってきた司会の男が慌あわてた様子で駆けつける。


「た、助けて、こいつがさっきのモノマネで……」


「うるさい！　似てないって言われた私の気持ちがなぁ……！」


　涙を浮うかべるジュジュだが、言った本人は仕方ないと言いたげに肩をすくめ、


「いや、あれはしょうがないでしょう。お嬢さんのモノマネは似てましたよ、本当のところを言うとね」


「え？」


「だけどホラ、進行上言うわけにはいかないじゃないですか」


　頭を搔かく司会に、ジュジュがきょとんとする。


　そんなジュジュの肩に手を置く司会。


「だって、ジェルメーヌ姫本人だなんてあの場で言ったら――殺すタイミングを失っちゃうでしょ？」





　彼の手には、ナイフ。





「てめぇっ！」


　鳥よりも早くジュジュの元へ駆けつけ、司会の男がナイフを振り下ろすよりずっと早く抜ばつ刀とうして斬きりつけるミロク。


「ぎゃあああああああっ！」


　雷かみなりの剣の威い力りよくは大したもので、ミロクとしては斬撃が浅いと思っていたのに、司会の身体からだは電でん撃げきに打たれて爆ばく発はつし、服を焦こがしながら倒たおれた。死んではいないと思うが、下手な刀傷より重傷だろう。


「なにコレ！　暗殺者ってこういうトコにもいるの!?」


　ミロクよりも早く騎士団に入ったアーニィが驚おどろくということは、ここまで手の込んだ暗殺者は今まで現れなかったということだ。そりゃ騎士に扮ふんしてまで襲おそってくる敵などミロクも見たことがない。


　それだけ本気で殺しに来ているのだろう。


「コイツがそうなら……このステージ関係者全員ヤバいな。ミロク、アーニィ！」


「ああ！」


　まずミロクがテントから出て、周囲の安全を確認する。


　そうしてアーニィに守られながらジュジュが出て、誰だれかに気づかれる前に一気に駆け出だす。ステージの関係者に見られたかもしれないが、人混みに紛まぎれてしまえばこっちのものだ。


「クソ！　誰だ隠し芸大会に出れば安全だって言ったヤツ！」


「俺だけど、ジュジュもアーニィも賛同したじゃねーか！」


「忘れた！　なぁアーニィ！」


「忘れたっていうか、考えてるヒマないよっ！」


　醜みにくく怒ど鳴なりながらも、三人は一目散に逃げ出した。


　道行く人が見たなら、一国の姫とその従者だとは誰も思わないだろう。司会の言う通り、努力が必要かもしれない。





　　　　　　　＊





「待ってよ！」


　無視して逃げたシェンランを追って、コニーは走った。


　先ほどのステージから僅わずかに離れた大通りの外れ。人もまばらになる露ろ店てん並びの終わり近くで、もう一度コニーは呼んだ。


「ねぇ、シェンランだよ……ね？」


　半信半疑の問いかけに、彼女は身体を震ふるわせた。


「ち、違ちがう。人ひと違ちがいだ、私はそんな人ではない」


　そして相手は予想通り、顔を背けてこちらを見ずにたどたどしく答える。


「私の知ってるシェンランは、ウソが下手なの。本当に別人だったら、サラッと『あ、違います』って答えるよ」


「そ、そうか……」


　顔を赤くするシェンラン。


　コニーの知っている姿のままで、すごく安心する。その後は疑問しか出てこない。


「なにやってるの、こんな所で。なんでジルサニアまで来れたの？　オウガンから逃げ出せたの？」


「待て、こんな人目につくところで――」


「私とお兄ちゃんがどれくらい心配したか分かってるの!?　知ってるんだからね、三年前もシェンラン、わざとオウガンに残ったって！　お母さんやお姉ちゃんを守るためだって！　みんな一いつ緒しよに逃げるつもりだったのに！」


　コニーの怒ど声せいに、周囲の人が振り返かえる。


　なにが困るのか、シェンランはあたふたしながらコニーに近づいた。


「ち、違う。私がオウガンに残ったのは、別にみんなのためとかじゃない」


「じゃあ、なんなの!?」


　久しぶりの感覚。


　シェンランとこうやってケンカをするのは、何年ぶりだろう。


　涙が出てきた。


「シェンランはオウガンでがんばってるって言うけど、それだけじゃ無事かどうかも分からないよ！　軍隊でひどい目に遭あってるかどうかなんて、手紙だけじゃ伝わってこないよ！　お兄ちゃんもササヤさんも、きっと心配してる！」


「……コ・ニィエン。私は」


　シェンランが何か言いかけ、コニーが耳を澄すまそうとした時。


　突とつ如じよ、背後から口を塞ふさがれた。


「んグ!?」


　ごつい男の手がコニーの口に当てられている。


「皇子。この娘むすめ、いかがいたしましょう」


「!?」


　尋たずねたのは手の持ち主ではなかった。


　いつの間にかシェンランの側にいた、何の変へん哲てつもないコックさん。よく見ればコニーの口を塞いでいる男も魚屋のエプロンを着ていた。


　どうして町の人がシェンランに付き従っているのか考える余よ裕ゆうもなかった。


「必要なら始末しますが」


「やめろ！　彼女は関係ない！」


　シェンランがきつい口調で怒鳴る。


　すると、いきなり口を押さえていた手が緩ゆるんだ。


　シェンランが怒ったから手を離はなしてくれたわけではなかった。


「ぎゃああああっ！」


　振り向くと、コニーを押さえていた魚屋が目を押さえてうずくまっている。誰かが攻こう撃げきした事は理解したが、誰が、どこから。


「おいおい、こんな祭りでレディに乱暴しちゃダメだろーが」


　渋しぶい声は、上から聞こえてきた。


　どこのいるのか見回すと、目をやられた魚屋の頭の上に乗っているではないか。


　葉巻を咥くわえたウサギが。


「ビスマルク……さん？」


　兄の上司だ。前に学校で事件があった時に、手伝ってもらったことがあった。


　ウサギは小さな身体で魚屋の頭から跳とび、コニーの肩かたに止まった。


「よっ、ミロクの妹。久しぶりだな」


「あ、ど、どうも」


　持っている葉巻からは煙けむりが出ているのに、彼はもう一度火をつけようとしていた。その仕草で、さっきは男の目に葉巻を突つき入れたのだとコニーは推察した。


「それから……お前もな」


「…………」


　シェンランを見るビスマルク。ふたりは知り合いだったのか。


「今度はわざわざジルサニアまで来やがって。天てん尾び隊ってのは、命令されりゃどこでも行くみてーだな。尻尾しつぽってのは、偉えらいヤツに振ふるためにあんのかよ」


「こいつ！　シェンラン様を！」


　目を押さえながら立ち上がる魚屋。


　ビスマルクを殺そうと短たん剣けんを取り出す。


　それに倣ならってシェンランの側にいたコックも短剣を抜ぬいた。


「ひっ……！」


　始末という言葉にウソはなかったのだと、コニーが身をよじる。


「怖こわがるな、お嬢じようちゃん」


　耳元でビスマルクが囁ささやいた。


「え？」


「動くな。俺が何言っても動じるな。石像になったつもりでいろ」


　難しい注文だったが、コニーは頷うなずいた。


　どうせ逃にげても戦っても殺される運命が待っているのだったら、兄が夕食のたびに話しているこの隊長に従った方が生き残れると思ったからだ。


　唇くちびるをぎゅっと結んで、両手を握にぎりしめる。


「あ、口は開けといた方がいい」


「はい？」


　言われるままに口を開けるコニー。


「それからな、あのオウガンの文書については、俺がやられても絶対に喋しやべるなよ？」


「……？」


　何の事か分からず、口を開いたまま上を見る。


「オウガンの文書とは、何のことだ!?」


　コックと魚屋が、同時にナイフで襲いかかってきた。バネで弾はじかれたような俊しゆん敏びんさで、これから行きますと予告されてもコニーには避よけられなかった。


　そのふたりの顔が歪ゆがんだ。足が糸のようなものにひっかかったのだ。


　直後、ふたりの真下の地面が大爆発を起こした。


「きゃ────っ！」


　大音声に耳を塞いで、後ろを向くコニー。


　熱い風が背中に吹ふき付つける。地面に散った紙かみ吹雪ふぶきが舞まい上がる。その後で爆ばく音おんよりうるさい人々の悲鳴がまた鼓こ膜まくを刺し激げきした。


　立っていられず、コニーはその場に座り込んだ。


「悪かった。怖い思いさせたな」


　頭を軽く叩たたくビスマルクに、首を振るコニー。確かに怖かったが、彼が自分を守ろうとしてやったことだと分かっている。


　怖かったが、確かめなくてはならないこともある。


　目を開いて爆ばく発はつ地点の向こう側を見る。


　やはり遠ざかるシェンランの後ろ姿が見えた。


「待って、シェンラン！」


　追いかけようとしたが、足に力が入らなかった。


　伸のばした手の先で、大切な人が消えていってしまう。








　少なくとも人がいる往来で爆ばく破はをする者を、ビスマルク以外に知らない。任務などで閉ざされたドアを魔ま法ほうで爆破する特とく殊しゆな騎き士しも存在するそうだが、ミロクを含ふくめて赤目隊の全員は爆破＝ビスマルクだと思っていた。


　暗殺者から逃げていたミロク達はすぐ近くで起きた爆発を見ると、相談もせずにそちらへ走った。確実にビスマルクがいると信じて。


　予想通り、ビスマルクはいた。頭上に。


「隊長！」


　大通りの街灯と街灯を結ぶ旗を垂らすロープの上を歩いていたのだ。追われているというのに、悠ゆう然ぜんと葉巻を吸っている。


「おうミロクたち。ちょうど良かった」


「なに呑のん気きにタバコ吸ってるんですか！　隊長のせいで、俺たち――」


「待て！」


　ミロクの罵ば声せいを制するビスマルク。長い耳をピクピクと動かして周囲を確認する。そう言えば彼も黒こく鎖さ隊に追われる身だった。


「気のせいか――」


　前方にも後方にも黒鎖隊がいないことを確かめてから、ビスマルクはもう一度ミロクを見て苦笑する。


「違う、ビスマルク、上っ！」


　ジュジュの悲鳴が小さな身体からだを動かした。


「見つけたぞぉぉぉっ！　ビスマルクッ！」


　刺し客かくは前後どちらでもなく、真上からやってきた。


　流星のように落下した剣けんの一いち撃げきがビスマルクの足場であるロープを断ち切る。ビスマルクが寸前で避けていなければ真っ二つになっていた。


　二階建ての家から飛び降りながら小さいウサギを捉とらえたその剣の腕うでもさることながら、あのビスマルクに気配を感じさせずに近づいた事も大したものだ。


　石いし畳だたみに着地した剣けん士しは、落下の衝しよう撃げきを殺すために前転して受け身を取ると、跳はね起おきてビスマルクをまた狙ねらい出す。


「うおおおおおっ！」


「待て！」


　隊長のピンチと知ると、ミロクの身体が自然に動いた。


　ビスマルクを狙う必殺剣をジュジュの宝ほう剣けんで受け止める。


「邪じや魔まをするな、ミロク君！」


　至し近きん距きよ離りで見て気づいた。彼は黒鎖隊ではない。


　アーセージ王子の副官、バウゼンではないか。


　いつも爽さわやかな彼の顔は、怒いかりに歪ゆがみまくっている。


「な、バウゼンさん、どうして!?」


　なぜ彼が黒鎖隊の手伝いをしているのだ。


　ビスマルクのした事は、王子が止めなければならないほど大きな事件だったのか。


「君には関係ない。俺はそのウサギに用があるんだ！」


「だから、待ってください！」


　力に任せ、思い切り剣を振る。「雷かみなりの剣」は斬きらずとも人体にあてれば効果を発揮するのだが、何かに気づいたバウゼンは自ら距きよ離りをとった。


「悪いなバウゼン！　こうしてるヒマはねーんだよ！」


　たった数瞬の出来事だが、その間にビスマルクは文字通り脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまった。ミロクとバウゼンに驚おどろいている人々の足の間をくぐり抜けていく。


「あ、こらっ！　待てビスマルク！」


　すかさずジュジュが追おうとする。


「ミロク！　ここは任せた！」


　それだけ言うとジュジュは踵きびすを返し、一度も振り向むかずに走って行く。


「よろしくね、ミロク！」


　アーニィも軽く声をかけてジュジュを追った。


「……おう、ジュジュの事、頼たのんだぜ」


　釈しやく然ぜんとしないミロク。


　ジュジュもアーニィもどれだけ難しい案件を任せたのか理解しているのだろうか。


　一度破ったとは言え、アーセージの副官で〝剣聖ブレイドマスター〟と呼ばれている男の足を止めるなど「任せた」だの「よろしくね」で済ませられるものではない。


　しかも何故かバウゼンはもの凄すごく怒おこっている。


　もしかして、彼の個人的な恨うらみなのか？　例えばビスマルクが殺人未み遂すいを犯した相手が彼の親友だったとか。


　だがあれは無実だ。確証は何もないが、ビスマルクの手口ではないとジュジュが言っていたのだ。


「バウゼンさん！　聞いてください！」


　するとバウゼンは人を殺せそうな怒ど気きを放出しながらも、石畳の隙すき間まに剣を突き刺さして腕を組む。


「聞こう！」


　そうしていないと自分を律する事ができないほど怒っているのだろう。


　だからミロクは簡潔に用件を伝えることにする。


「隊長は無実です！　何者かに嵌はめられて、黒鎖隊に追われているんです！」


「無実だと？」


　バウゼンがメガネを指で直す。レンズが反射して光った。


「無実なものか！　俺は現場を見たんだ！　あのウサギは殿でん下かの大切な……！」


　握った拳こぶしをわなわなと震ふるわせるバウゼン。


　――現場を、見た？


　だとすると本当にビスマルクは「聖書バイブル」を破は壊かいし、アーセージが懇こん意いにしていた騎士を傷つけたというのか。


「ウソだ！　俺は信じない！　隊長がそんなことをするはずがない！」


「どこまでもビスマルクを庇かばうというなら、部下の君にも容よう赦しやはしない。かならず引ひっ捕とらえて、殿下に引き渡わたすのみだ」


　バウゼンは地面に刺さった剣を引き抜き、右手に持った。


　そして右腰こしのもう一ひと振ふりの剣を左手で抜く。


「ちょうどいい、入団試験の借りを返す時がきた。あの時は若い新入りだと思って油断した俺が悪かった。だが今日は本気の俺を味わってもらうよ」


「……！」


　本来のミロクなら、嬉うれしくて笑ってしまうほどだ。


　あの〝剣聖ブレイドマスター〟の本気を見られるのは、剣を極めんとする者として何よりのご褒ほう美び。


　入団試験の時と、前にアーセージからバウゼンの実力について聞いた時、どうしても二者が食くい違ちがっているように感じたのだ。


　たぶん、本気を出すかどうか迷っている間にミロクにやられたのだろう。戦場ならそれだけで即そく死しだ。だからこそ、バウゼンは相当悔くやしかったのだと思う。


　そんなバウゼンの無念を払ふつ拭しよくするには、こうしてミロクともう一度戦う他ない。


　ミロクにとっても、強い相手は大だい歓かん迎げいだ。


　――今日でなければ。


「行くぞ、ミロク君」


「ああもう！　なんで、こんな時に！」


　ジュジュが暗殺者に狙われ、アーニィひとりが守っている状じよう況きよう。


　すぐにでも戻もどって加勢したい。ジュジュもアーニィも心配なのに。


　念願の帯たい剣けん。強敵との決戦。


　嬉しくない理由は分かっている。


　それらは手段であって、目的ではないからだ。


　いくら自由に剣を振ふり回しても、強い敵を倒たおして自分が強くなった実感を得ても――


　騎士として姫ひめを守れなければ、何の意味もないのだ。




３　緑の月二十六日　咎とが人びとは笑い




　騎士を見かけたら、誰でも話しかけるようにしていた。とても忙いそがしそうにしていたが、構っていられない。とにかく呼び止めて話を聞いた。


「女の子？　地味な？」


「は、はい！　男の子みたいに素そ朴ぼくなシャツとズボンで、でもすっごく綺麗な女の子なんです！　見かけませんでしたか!?」


「ごめんなぁ、派手な服の人が多いから目に止まらなかったなぁ。友達を捜さがしてるんだったら、王宮の前に特設テントがあるから、そこで聞くといいよ」


「……そうですか、ありがとうございました」


　肩を落とすコニー。


　ため息と一緒に元気まで出ていった。もう鐘かね一つ（約一時間）は走り続けている。体力に自信があるとは言えないコニーだが、それでも足を止めたくなかった。


「もう……！」


　ただでさえ人が多いこの祭りでシェンランにもう一度出会うためには、偶然に頼っていてはダメだ。自分で探して、自分で捕まえないと。


　けど、さすがに疲れた。


　大通りから南西の区画に入り、小さな休きゆう憩けい所じよで休むことにした。


「…………」


　テーブルに突っ伏して、目を伏せる。


　飲み物が欲しかったが、たった数十歩先にある露店まで歩く気力もなかった。


　もうすぐ祭りのフィナーレを飾るパレードが大通りを通過する。そうなったら祭りはもうおしまい。後夜祭にシェンランが来るとは思えない。


　だがこの広い城下町で、何の手がかりもない人を探すのは難しい。城下町の外に出ている可能性だってある。


「……帰っちゃったのかな」


　シェンランはオウガンの人間だ。軍に所属しており、任務以外でジルサニアを訪れることはないだろう。このチャンスを逃したら、次はいつ会えるかわからない。


「……？」


　そんな時、コニーの耳が聞き慣れた声を拾ったのは僥ぎよう倖こうとしか言いようがない。ほんの微かすかな音が、コニーの身体に力を与えてくれた。


「シェンラン!?」


　立ち上がり、耳を澄ませる。


　休憩所に面した建物の、裏手から聞こえる気がする。


　なにか怒ど鳴なっているようにも聞こえる。


　そう判断すると、コニーは何も考えずに走った。二者を挟んでいると思われる建物は普通の一軒家で、ちょうど隣の路地へ出られる道に面していた。どうやらシェンランはその細い道で誰かと話しているようだ。


「あ――」


　果たして、彼女はいた。


　誰かと言い争っている。


「離してくれ！　俺も行くんだ！」


「無理だ。すでにジルサニア騎士も勘かん付づいている。極ごく秘ひ裏りに進める計画だったが、ここまで時間が経たてば、何かのきっかけですぐに騎士達にも現場の場所が分かるだろう。そうなったらおしまいだ」


　シェンランは年上の男の人の腕を摑つかみ、冷たい声で告げる。


　言葉はきついが、何かを必死で説得しているように感じた。


「けど、それじゃ計画が！」


「お前ひとりが向かったところで、騎士の集団をどうにかできるわけがないだろう。命が惜しいなら、今すぐ逃げるんだ」


「できるかよっ！」


　摑まれた腕をふりほどく男。


「天てん尾び隊たいのアンタにゃ分からないかも知れないけどな！　この作戦が失敗すりゃ、どのみち俺は死刑なんだ！　後がないんだよ！」


「……！」


　言葉につまるシェンラン。


「けど……ありがとな。こんな俺みたいなヤツのこと、心配してくれて」


　そう言って、男は走っていく。


　シェンランは追おうとはしなかった。


　男の手を摑んでいた右手を見て、じっと立ち尽くしている。


　声をかけるなら今しかない。


　コニーが一歩踏み出す。


「シェンラン……？」


　呼びかけに、シェンランが気づく。


　今の人は誰か、ここで何をやっているのか、そもそも何をしにジルサニアに来たのか、訊きたいことは沢山あった。


　だが、シェンランは何も言わずに逃げだそうとする。


「待ってよ！　シェンラン！」


　追いかけようとしたその時、頭が揺れた。


　誰かに何かをされたのかと思ったが、違った。近い場所で大爆発が起きたのだ。耳の奥が揺れるような轟ごう音おんに、今さら耳を塞ふさぐ。


　そういえば祭りの最後には、花火が上がるのだったか。


　だけどこんな住宅街で？


「あっ！」


　顔を上げると、もうシェンランはいなかった。


「…………」


　また、逃げられた。


　こんなに走ったのに。


「…………！」


　涙の代わりに、怒りがこみ上げて来た。


　こんな時にメソメソと泣くだけの弱い人間など、オウガンの皇室にはいない。


「絶対に捕まえてやるんだからっ！」


　吠ほえ猛たけるコニーを、通りがかった人が奇妙な目で見ていた。
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　気がつけば大通りを外れて、住宅街にいた。


　いつもならまばらに通行人がいるはずなのだが、誰だれもいない。祭りは庶しよ民みんのためのものだ。みんな一年に一度の納のう涼りよう騎き士し団祭りを楽しんでいるのだろう。


　だから、暗殺者にとっては格好のチャンスとなる。


「でぇええええええいっ！」


　アーニィの拳が暗殺者の顎あごの骨を砕くだく。うずまくる暗殺者には目もくれず、ジュジュを探す。言いつけ通り最初の位置から動いていない。背後から襲おそってくる敵はいないようだ。


「ふー……」


　呼吸を整える。


　ビスマルクを追って走ったのだが、彼はこちらのことなど眼中にないようだった。ごった返す人の足をくぐられては、脚きやく力りよくに自信のあるアーニィでも追いつけない。


　どうやらビスマルクは何か、あるいは誰かを捜さがしているようだった。


　それでも普ふ段だんの彼なら追いかけるアーニィたちに気づいてくれても良さそうなのに。何があっても見つけなければならないものなのだろうか。


「アーニィ、後ろ！」


　ジュジュの声に振り返かえる。


　一いつ瞬しゆん前までアーニィがいた場所を鋭するどい剣が通り過ぎる。その風の感かん触しよくで敵の大体の位置と体勢を把は握あくする。


　刃はを返そうとする敵の腕をアーニィの足が押さえた。ステップで横に回り込み、振り上げた足が暗殺者の腕を搦からめ捕とった。


「ふんっ！」


　大きく息を吐はくと、アーニィが身体からだをよじる。気持ちの悪い感触と骨が折れる音に続き、豚ぶたのような敵の悲鳴。


　からん、と地面に落ちた武器を拾う。


「怖こわっ……本当に本気なんだね」


　それは短たん剣けんではなく、片かた刃ばの長ちよう剣けんだった。ジルサニアの片手剣けんとも違い、両手で扱あつかうようにできている。刀身は長く細い。だが切れ味はありそうだ。


「アーニィ、それオウガンの剣じゃねーか！」


「うえ、やっぱり？」


　なんとなく、そんな気はしていた。というか冷静に考えて、今ジュジュの命を狙ねらうのはジルサニアの反乱分子かオウガン人しかいない。


　オウガンと聞いて、アーニィは前に戦った天てん尾び隊を思い出す。


　母に習った拳に自信はあったが、そんな自分を子供のように扱った老人。態度はイラつくが、その実力は本物だった。


　あのジーサンが暗殺者としてジュジュの命を狙ったら、勝てるかどうか分からない。


　焦あせる気持ちを抑おさえ、アーニィは警けい戒かいを強める。


　周囲に人がおらず、かつ護衛がアーニィひとりだと分かって、敵もここぞとばかりに攻こう勢せいに出ているのがハッキリと分かる。


　――舐なめられて、たまるか。


「アーニィ！　上！」


　ジュジュの指示どおり、上を見る。屋根に登った暗殺者が弓を構えているのが見えた。


　本気で石を投げれば妨ぼう害がいできるかも知れないが、石を探す時間もない。


　幸い、狙いはジュジュではなくアーニィだ。


　――だったら、泳げる。


　足にアミュレットが巻かれているのを確認する。ジュジュからもらった大切なもの。だが価値など関係ない。問題は性能だ。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがかけられているこのアミュレット、敵からの攻こう撃げきを弾はじくだけでなく、自分の攻撃まで反発してくれる。


「っ！」


　息を止めて、跳ちよう躍やくする。


　同時に暗殺者の弦つるが鳴った。


　短弓ならば二階建ての屋根から地面にいる相手に届くまで、一瞬。ひとつ数を数えるよりも早く敵に刺さる。優れた射手であれば軌き道どうを見ることはできるが、避よけるのは不可能に近い。


　が――





　宙を跳とんだアーニィの足が、放たれた矢を踏ふみつけた。





「はあああぁっ！」


　踏む力はほとんどゼロに近かったが、アミュレットがそれを補ってくれた。矢を踏んだ反作用でもう一度アーニィの身体からだが飛び上がる。


　驚きよう愕がくに目を見開く射手の目の前に着地すると、問答無用でアーニィは屋根から蹴けり落とした。おそらく射手は何が起きたか理解すら出来ないまま落下しただろう。


「あー緊きん張ちようした……なんとか、成功したよ」


　額に滲にじむ汗あせを拭ぬぐい、アーニィはジュジュの元へ降りてくる。


「大だい丈じよう夫ぶか、アーニィ？」


「ちょっと疲つかれたよ。今のジャンプ、お母さんがやってたのマネしたんだ」


　笑って見せるが、アーニィの疲ひ労ろうは蓄ちく積せきされている。


　攻せめるのは赤目隊の誰よりも得意だが、守るのが下手なことは自覚しているのだ。


「ミロクやトーラットはすごいよ。いつもこうやってジュジュを守ってるんだから」


「気にしてんのか？」


「ちょっぴし」


　ジュジュの前だから言える。


　戦せん闘とうにおいても赤目隊の役割はだいたい決まっている。フェリサが敵を見つけ、ビスマルクが作戦を練り、トーラットがジュジュを守り、アーニィが敵に突とつ撃げきする。ミロクはトーラットとアーニィの中間を補う。


　自分には敵を察知する勘かんも、複数の敵から守りきる腕うでもない。


「……心細いよな」


　ジュジュが呟つぶやく。


　アーニィの腕を過小評価しているのではない。


　ミロクの元バイト先で隠かくれていた時も、ジュジュは同じ事を言った。個々の力をどれだけ評価していても、いなければ不安になる。


「だけどね！　あたしだってジュジュを守れるんだからね！」


「な、なんだよアーニィ。わかってるって」


　ジュジュの肩かたを摑つかみ、顔を近づける。


「だからジュジュ。ミロクばっかりじゃなくて、たまにはあたしの事も見てよ」


　仲間が戻るまで、アーニィは戦える。


　いないのは不安だが、必ず戻ってくるのはわかっているから。


「アーニィ、そこっ！」


　ジュジュが指さした先、家の玄げん関かんに飾かざられている背の高い観葉植物に、誰かが隠れている。陽光に剣が反射しているのが見えた。


「だあああああああっ！」


　アミュレットを巻いた足で地面を蹴り、その差を一瞬で詰つめる。


「待った！　俺だよ、俺！」


　放った回し蹴りは、首筋の手前で止まった。風圧が長い髪かみをなびかせる。


　両手を挙げて苦笑しているのは、黒こく鎖さ隊のディアートだった。


「ディアート！　あんた何しに？」


「何しにじゃないよ！　隠れ場ば所しよは移動するし！　探したんだよ？」


「あ、ごめん。あそこも黒鎖隊とか色々来てたから」


「まったく……」


　ため息をつくディアート。


　しかしすぐに真面まじ目めな顔に戻もどり、


「とりあえずどこかに隠れよう。本気で襲われてるようだし」


「だけど、どこに隠れるの？」


「それに関してはアテがある。急ごう。また暗殺者が来るといけない」


　ディアートはついて来るように手招きすると、有無を言わさず走り出す。


　アーニィもジュジュもどうしようか迷ったが、考えている時間はなさそうだった。
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　最も興奮していたのはミロクでもバウゼンでもなく、野次馬だった。


「やれっ！　そこだ！」


「いった！　あああ、くそっ、惜おしい！」


「おねーちゃん、いまのどうやったの？」


「シッ！　黙だまってなさい！」


　老若男女問わずジルサニアの民が自然と作るサークルの中央で剣けん戟げきを交えているのは、騎き士し団でも最強と謳うたわれる〝剣聖ブレイドマスター〟バウゼンと、今年入ったばかりのくせに冗じよう談だんみたいな武ぶ勲くんを立てた〝咬兎サベツジラビツト〟ミロク。


　最初は周囲の人々も止めようとしたのだ。ところが剣を抜ぬいて戦っている騎士を素しろ人うとが止められるわけがなく、騎士を取とり締しまる黒鎖隊が来るまで遠巻きに眺ながめているうちにギャラリーが増えてしまった。ついでに言えば、戦いの玄人くろうとでも簡単に止められる戦いではなかった。


「よし、俺はあのビリビリの兄ちゃんに銀貨二枚！」


「バカ、あの二刀流の強さ知らねーな？　俺はあっちにだ」


「アタシもあのメガネの兄さんに賭かけるね！」


　なぜか賭けまで始まっている。しかもミロクの人気が低い。


　ほとんどの人間が戦いを楽しんでいる中、ミロクだけは焦っていた。


「バウゼンさん！　いい加減に……しろおっ！」


　斬きりつけた剣は全て紙一重でかわされる。雷かみなりの剣が身体に触ふれたが最後、動けなくなるほどの威い力りよくを持つことをバウゼンは知っていた。いや、肌はだで感じていた。


「君こそ、いい加減にしろ！　もっと出せるだろう！」


「これで限界ですっ！　アンタのアホみたいに速い剣に、俺がついていけるわけがないでしょ！」


　愚ぐ痴ちを吐きつつも、ミロクの剣はついてきている。


　バウゼンの二刀流はミロクも初めて見たが、変わった使い方をしていた。ミロクの使うオウガン流の剣では、二刀流は片手が攻撃、もう片手が防ぼう御ぎよという風に使いわけるものだと教わった。
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　ところがバウゼンは両方の剣を使って攻撃や防御を同時に行い、かと思えばそれらを分担したりする。しかも右手も左手も関係なくスイッチしてくるので、太刀たち筋すじがまったく読めない。四人の剣けん士しを別々に相手にしているようだ。


　変へん幻げん自じ在ざいのバウゼンの剣に、それでもミロクは食らいついた。太刀筋が変わろうと、剣はたった二振ふり。それだけに集中して捌さばき続ける。


「俺は……ジュジュを守りに行かなくちゃいけないんです！」


「それはビスマルクとは関係ないだろう！」


　左手の剣を振ふりかぶり、力任せに叩たたきつけるバウゼン。それをミロクが剣で受けると、間かん隙げきを突つくようにバウゼンの右手の剣が突き出だされた。


「うっ！」


　左頰ほおを斬られた。皮を切ったようで、血が噴ふき出る。


　野次馬が悲鳴をあげた。


　が、それは興奮剤ざいのようなもの。すぐに先ほどより大きな歓かん声せいがあがる。


　ミロクも強引に剣を突き出し、バウゼンが避けたのを見計らって地面を蹴った。


　距きよ離りを置き、歓声が小さくなったのを見計らって、もう一度説得を試みる。


「楽しいな……ミロク君」


「俺は楽しくないです！」


　本当に楽しくない。


　攻撃を一度受けるたびに、体力がどっと削けずられる感覚がする。バウゼンの殺気と避けるのが困難な一いち撃げきが、緊張を高める。その結果、いつも以上に疲労するのだ。


「バウゼンさん、どうして隊長を追うんですか!?　隊長は誰だれも傷つけてないのに！」


「殿でん下かにあのような真似まねをしておいて、傷つけていないだと……？」


　ビスマルクはアーセージをも傷つけたのか。


　だがそうなら、黒鎖隊どころの話ではない。全騎士がビスマルクを追っても良いくらいではないか。


「殿下を悲しませる者は、すべて俺が斬る。たとえ自ら描かれたものだろうと、殿下の筆には愛がこめられていた。それなのに、あのウサギが……！」


「バウゼンさん……？」


　ここでようやく、何か話が食くい違ちがっていることに気づいた。


　もしかして自分とバウゼンの話は、別物なのではないか――


　その事を確かめる前に、バウゼンが襲おそいかかってきた。


「ちぇいっ！」


　二刀流の斬撃が雷の剣けんに打ち付けられる。剣から火花が散り、電でん撃げきと混じってバチバチと音を立てる。


「バウゼンさん！　ちょっと待って、話を聞いてください！」


「話なら、戦いが終わったあとにいくらでも聞こうじゃないか！」


「言いましたね……!?」


　言げん質ちは取った。


　あとは、どうやって戦いを終わらせるか、だ。


　無敵のアーニィが守ってくれているとは言え、敵が物量に任せて襲ってきたら守りきれるか分からない。


「これなら！」


　鍔つば迫ぜり合あいに見せかけて、ミロクは刀身をわずかに下げた。その切っ先がバウゼンの手に触れる。


「っち！」


　電流がバウゼンの手で弾はじけた。


　左手の剣を落とすバウゼン。すぐに両手に持ち替かえて仕切り直すだろう。


　そんなヒマは与あたえない。


　落とした剣が地面に付く前に、ミロクは剣を返してバウゼンの肩かた口ぐちを狙ねらう。ここなら雷に打たれても命を落とすことはないだろう。


「すみません、バウゼンさん！」


「何を謝るんだ？」


　雷の剣はバウゼンの身体からだに触れられなかった。


　バウゼンが左手に持っていたのは、肉厚の短たん剣けん。


　その刃はが雷の剣をがっちりと防いでいた。


「俺の剣がこれだけだなんて、誰が言った？」


　いつの間に取り出したのか。いや、それ以前に刃は物ものをあと何本携けい帯たいしているのだ。〝剣聖ブレイドマスター〟とはそういう意味でもあるのか。


「ふっ！」


　驚おどろくミロクの剣を、バウゼンの短剣がはじき飛ばした。


　弾はじかれた剣は雷をまき散らしながら石いし畳だたみを滑すべっていく。


「がら空きだな、ミロク君！」


　バウゼンが右手の長ちよう剣けんを振りかぶる。


「俺の剣もこれだけだなんて――誰も言ってない！」


　――がら空きなのは、そっちもだ！


　振りかぶり、投げた。


　当たるかどうかは博ばく打ちだった。


　が、当たった。バウゼンの喉のど仏ぼとけに、ミロクのニンジンが弾だん丸がんのように飲み込まれていった。刺ささるほど強く投げていないので、ニンジンは跳はね返って転がる。


「……が……っ！」


　直接握にぎってはいないし、力を入れて投げたわけではない。だがニンジンに巻かれたアミュレットのおかげで、全力で迫せまるバウゼンを仰あお向むけに倒たおすほどの威力は出せた。


　バウゼンが倒れても安心はしない。彼の手から剣と短剣が転がり落ちて、ようやく力を抜く事ができた。喉のどの骨に当たったらしく、バウゼンはずっと咳せき込んでいる。


「はぁ……っ！」


　立っていられず、その場に座り込んだ。


　数十秒間、息を止めていたようだ。肺が息を求めて大きく動く。


　深呼吸をしながら、抜けた腰こしを落ち着かせる。


　ワンテンポ遅おくれて、大だい歓かん声せいが上がった。


　闘とう技ぎ場ならば手を挙げて応こたえるべきなのだろう。だが今のミロクにそんな余よ裕ゆうは微み塵じんもない。落らく胆たんの声が大きいのは、賭けに負けた連中だろう。ざまあみろ。


「はぁ……はぁ……」


　勝ったというより、生き延びたという気持ちだ。


　別の条件でやり合っていたら、まず負けていただろう。短い戦せん闘とうだったが、騎士団生活の中でこれほど命をさらけ出した戦いもなかった。シェンランの時はお互たがい手の内を知り尽つくした仲の戦いだったが、今回は一いつ寸すん先も読めなかった。


　もう二度と御ご免めんである。


「う……」


　喉を押さえながらバウゼンが起き上がった時、ミロクは震ふるえながらそちらを見た。


「ゲホッ……やられた……よ」


「す、すいませんバウゼンさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「ああ……おかげて少し冷静になれた。で？　君は何を言いたいんだっけ？」


　そうだ。冷静に話を聞いてもらうために彼を倒したのだった。


「隊長は何者かにハメられたんです。爆ばく発はつする魔ま導どう球きゆうで騎士を負傷させたって、黒鎖隊に思わせて、その間にジュジュも暗殺者に狙われて」


「では、殿下の絵画を破ったのも、何者かにハメられてやったのか？」


　壊こわしたのは、絵画か。


「……それは、別件かと」


「では現状はジェルメーヌ姫ひめの保護を最優先、事件が片付いたらビスマルクを殿下の元に出頭させればいいんだな」


「ええ。この事件が解決したら、好きにしてください」


　そもそも事態をややこしくしたのはビスマルクだ。彼がきちんと釈しやく明めいなり謝罪なりしていれば、バウゼンと戦うこともなかったのだ。


　貴重な時間を、こんな事に使わされたツケは払はらってもらう。


「では俺は蒼月隊の連中を率いてジェルメーヌ姫の護衛に回ろう。黒鎖隊にも話をつけてきてもいい。ミロク、君はどうする？」


　決まっている。


「ジュジュを守ります」


　どんな状じよう況きようでも、それを忘れたことはない。


「……そうか。時にミロク君。それ、取れてるぞ？」


「え、あぁ……」


　服を指さされ、気づいた。先ほどの戦いで服を切られたせいで、内側のアクセサリが取れてしまっている。


「ん？　内側？」


　なぜ服の内側にアクセサリがあるのだ。普ふ通つう、外側につけるものではないのか。いくらチンドン屋みたいな格好でも、そんな奇き抜ばつなデザインはあるものなのか。


　ちょうどその時、大きな破は裂れつ音がした。


「!?」


　また爆発かと思ったが、違った。


　祭りのどこかで花火をあげているのだ。


　まだ明るい時間なので音と煙けむりしか見えない。どこかでセレモニーでもやっているのだろう。祭りの終しゆう了りようを告げるセレモニーだ。


　胸むな騒さわぎがして、ミロクはアクセサリを握りしめた。





　　　　　　　＊





　総勢二十人の黒鎖隊に囲まれて、ビスマルクは一歩も動けなくなった。


　追っ手が来るルートは予測しており、人間が通とおり抜ぬけできない道を選んで逃にげたつもりだったが、まさか家庭用のネズミ捕とりに引っかかるとは思わなかった。


　野生動物と同じく、普ふ段だんから気をつけていたのに、今日は黒鎖隊と追いかけっこをしていたために意識が逸それた。


　まだ人間でいた時代を引きずっているのかもしれない。


「おい、誰かこの仕し掛かけ取ってくれねーか？　むちゃくちゃ痛いんだが」


「ならば大人しくしてもらおうか」


　黒鎖隊の集団の中からラムが一歩前に出る。抜ばつ刀とうしており、いつでも斬きれる間合いにいる。逃げる素そ振ぶりを見せれば即そく座ざに斬るという意思表示だろう。抵てい抗こうしようにも、ビスマルクの両手も身体に食い込む仕掛けを押さえるので精せい一いつ杯ぱいだ。


「おいラム！　話聞け！　俺は無実だ！」


　花火の音で声がかき消えそうだったが、ラムは正確に聞き取ってくれたようだ。


「ではそれを証明してみせろ」


「あん……？」


　ラムの手が閃ひらめくと、ネズミ捕りが真っ二つに割れた。まるでビスマルクの身体だけを透とう過かしたようだ。


「隊長。ラムさんに事件の詳しよう細さいを話してください」


　ラムの隣となりに立っていたのは、トーラット。


　二人が並んでいるのを見て、ビスマルクも状況を把は握あくする。


「そうかそうか。ようやく聞いてくれるんだな。俺の話」


　葉巻に火をつけ、大きく吸い込む。


「ただし、虚きよ偽ぎの申告をすれば即座に斬る。我々も急いでいる」


　その葉巻の先に剣けんを押し当てるラム。


　ビスマルクは苦笑しながらも、状況を確認する。


「まず俺がアイジャナートの部下を名乗る騎き士しに呼ばれた。その先で襲おそわれて、反はん撃げきしようとしたら爆発した。これが俺の身に起きたことだ」


「その話が事実だとしよう。貴様を呼んだ騎士に心当たりはあるか？」


「ないんだな、これが。アイジャナートの部下なんざ覚えちゃいねぇ」


　するとラムはファイルを手にし、書かれてある項こう目もくを読み上げる。


「これによると、黄おう獣じゆう隊のランダと白はく腕わん隊のビールズという名だそうだ」


「なんだと？」


　ビスマルクが黒眼鏡を押さえる。


「そりゃオカシイぞ。黄獣隊のランダは現役だが、白腕隊のビールズっつったら、一昨年おととし引退しただろう。第一、そんなジジイじゃなかったぞ、襲ってきた二人」


「……それは、先ほどこちらも確認した。ランダの方も確認を取ったが、先月から西のケルレソス領で警備の仕事をしている。どちらもジルサニアにはいない騎士だ。ちなみにアイジャナート殿どのに話を伺うかがったが、やはりそんな騎士は知らないそうだ」


「なんだそりゃ？　ワケわからん」


「確認のために訊いたのだ。こちらには、そう報告されていたからな」


「誰だれだ、そんな報告したのは」


「…………」


　ラムは答えない。


「だいたいよぉ、おめーら怪あやしすぎるんだよ」


「な、なんだと!?」


　口答えしたのはラムではなく、彼女の後ろに控ひかえていた黒鎖隊の男たち。


「あの部屋で爆発があった次の瞬しゆん間かん、もう現場に来てたじゃねーか。いくらなんでも早すぎだろ」


「それは……私たちも知らなかった。爆発事故があったと聞いて飛んできたのだ」


　しかし本当は報告を受けてしばらく時間が経った後に爆発した。


「誰から聞いた？」


　その質問にも、ラムは答えられなかった。


　虚偽の報告をした人間が、確かにいるのだ。


「俺が弁解しようとした時も、いきなり斬りかかって反論させなかった奴やつがいたよな？　まるで俺を逃がそうとしているみたいだったぜ？」


「…………」


　黙だまるラムをよそに、黒鎖隊の面々はざわめきだす。


「隊長」


　トーラットがビスマルクの懐ふところを指差す。


「論より証しよう拠こです。その魔導球、ラムさんに見せてあげたらどうです？」


「証拠になるかね、こいつが」


　ビスマルクが懐から出した球は、ウサギの手より少し大きいくらいだ。人間から見れば飴あめ玉だまほどのサイズ。


「この球、爆発させれば破片が飛び散りますよね？」


「ああ、そうだな。魔ま法ほうでコーティングされているが、元はガラスだからな。もし俺がやったなら、現場に落ちてても不思議じゃねぇな」


「どうでした、ラムさん？」


「……調べていなかった」


　ラムは口元を押さえている。自分の不手際を恥はじているのではなく、ビスマルクとトーラットの証言で見えてきたものを恐おそれているのだ。


「なんで調べてないんだ？　確か黒鎖隊で使ってる魔導器は、レンガが元になってるんだよな」


「犯人が貴様だと決め付けていた……くそっ、思い込みで動くとは、私としたことが」


「フン。おめでたい連中だぜ」


　悪態をつくビスマルクに、黒鎖隊はぐうの音ねも出ない。


「お嬢じようちゃんよ、理由を考えてみようぜ」


「理由？」


「なんでバレバレの噓うそをついてまで、俺を追わせたかったか。その理由だよ。少しの時間しか騙だませなくても構わないのは、なぜだ？」


「それは……」


　ラムは動どう揺ようしており、考えることすらできない。


　黒鎖隊も慌あわてるだけで返事ができないようだから、ビスマルクが代わりに答えた。


「知ってるだろ？　オウガンの連中が祭りに来てるんだよ。だとすると狙ねらいはジュジュだろ。俺とジュジュを引ひき離はなせば、殺しやすくなるだろうな。だからウソは簡単でいい。殺すまでの時間、バレなきゃいいんだからな」


「……ちょっと待て」


　ラムの顔が上がる。


「なんだ、オウガンの連中とは。ジェルメーヌ姫を殺すとは、どういうことだ？」


「え、報告、来てないのか？」


「来ていない……私は知らない！」


　ラムが部下たちを見るが、全員首を振ふる。だとしたら、大変な事態ではないのかと、今になって慌てだす黒鎖隊。


　トーラットも知らなかったようで、ひどく狼ろう狽ばいしていた。


「ふ、副隊長！」


　ちょうどその時、遅おそすぎるタイミングで走ってくる騎士がいた。黒い剣を提げているということは、彼も黒鎖隊の一員か。


「なんだビッカーズ。ひとりで何をやっている」


「はぁ、遅いからどうしたのかと思いまして」


「遅い？」


「あの、捕らえた暗殺者を引き取りに来て欲しいと連れん絡らくしたはずなのですが……さすがに四人もいると、自分ひとりではどうにもなりません」


「何のことだ？　何を言っている？」


「え……もしかして、連絡が行ってないのですか？」


　ビッカーズだけではない。


　ラムもビスマルクもトーラットも、その場にいた人間全員が狐きつねにつままれたような表情をしている。


　何がなんだか分からないのではない。


「ビッカーズ。その報告の件、誰に頼たのんだのだ？」


　彼の登場によって、何がなんだか分かってしまったのだ。
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　ジュジュとアーニィが案内されたのは、住宅街にある何の変へん哲てつもない家だった。


　外観は他の家と全く変わらないのだが、屋内には家具がひとつも置かれていなかった。人が住んでいる気配は、もちろんない。


「ここは以前捕つかまえた騎士が住んでいたんです。捜そう査さのために家財道具は全て差し押さえました。あ、椅い子すとテーブルくらいはあるんで、どうぞ」


　おそらくキッチンであろう場所で椅子を勧すすめるディアート。丁てい寧ねいにハンカチで椅子を拭ふいてから、部屋を出ていく。


　ジュジュとアーニィが腰こし掛かけると、どっと疲つかれが出た。


「うー……どうしよう、これから」


　テーブルに突つっ伏ぷすアーニィ。彼女の疲ひ労ろうは限界に来ていた。


　遠くで花火が鳴っている。


　あの花火は王宮で歴代ジルサニア国王を讃たたえるセレモニーで鳴らすものだ。あれが終わると、今度は閉幕パレードが大通りを南から北に向けて行進する。


　それで今年の祭りも終しゆう了りようだ。


　敵もそれまでにジュジュの命を取りにくるだろう。


「残る手段はひとつしかない……かな」


「どんな手段です？」


　すぐにディアートが戻もどってきた。その手にはジュースの瓶びんが握にぎられている。


「そのジュース、家にあったのですか？」


「いいえ、祭りで買ってきたんですよ。ほら、よく冷えてます。コップがないのが残念ですけどね」


　と、栓せんの抜ぬかれたビンを手て渡わたすディアート。本当にソツがないというか、命令する前に行動してくれる。ミロクにもこういう手際の良さの半分もあれば。


「あー、ありがとディアート」


　疲れていたアーニィは、ビンを取ると逆さまにして一気に口に流しこむ。一いつ瞬しゆんにしてカラになったビンを置くと、ぷはーっ、と息を吐はく。


「それで姫ひめ様。残る手段とは、何ですか？」


「堂々と城に帰ります。身分を明かして」


「ほう」


　ジュジュは髪かみ留めと眼鏡めがねを外し、いつも通りの顔に戻る。


「祭りに来てくださった皆みな様さまは混乱するでしょうが、騎士に守られながら帰ることができます。時間にして鐘かね一つ（約一時間）もかからないでしょうし、場の雰ふん囲い気きを壊こわすような真似まねはいたしません」


「なるほど……確かに、もうそれしか手はない気がします。祭りの邪じや魔まをするのではなく、気持ちよく姫様を見ていただければ良いのですね」


「はい」


　ディアートに頷うなずくと、ジュジュもジュースに口を付ける。


　一口飲むと、すぐにビンをテーブルに置いた。


「アーニィ！」


　遅かった。





　すでにアーニィはテーブルに顔をつけて、寝ね息いきを立てていた。





「……！」


　椅子から立ち上がるジュジュ。


　睨にらみ付ける彼女を、ディアートは冷ややかな視線で見つめていた。


「眠ねむっちゃいましたね。よっぽと疲れてたのかな？」


「テメェ、どーいうつもりだコラ……！」


「へぇ、それが姫様の本性ですか」


　驚おどろきはせず、ただにこやかな笑みを浮うかべるディアート。


「飲まなかったんですか？　美味おいしいのに」


「タイミングが悪かったな。一月ほど前に、睡すい眠みん薬やくを味わったことがあってな。舌が覚えてるんだよ」


「あー……それは失策でした」


　ディアートは照れたように笑い、そして立ち上がる。


「眠っていたほうが痛みがなくて幸せだったかもしれないのに、残念でしたね」


　黒い細剣を抜き、ジュジュの喉のどに突きつける。


　ジュジュは一歩も退ひかずにディアートを睨み続ける。


「テメーが黒幕か」


「って言うほど偉えらくないですよ。ま、事件の大半は俺の仕し業わざだけど」


「どこまでやった？」


　喉のど元もとに剣を突きつけられて、ジュジュの顎あごが僅わずかに上がる。唾つばを飲み込むジュジュを見て、ディアートは満足した表情を見せ、僅かに剣を引く。


「あなたをひとりにするために、まずビスマルクさんを引き離したんだ。本当はね、オウガンの人達がビスマルクさんの暗殺までやってくれるって言うんだけど……ま、念のためって言われてさ、ちょっと仕し掛かけをね」


「『聖書バイブル』の爆ばく破はもテメーか！」


「黒鎖隊に限らず、特とく殊しゆ部隊は爆ばく発はつ物ぶつをいっぱい持ってるんだ。ほら、犯人が屋内に立てこもったり、災害で瓦が礫れきが邪魔な時とかね。ゴーレムだと小回りがきかないから」


　それはジュジュも知っていた。


　ビスマルクの魔ま導どう球きゆうも、基き礎そ理論はジルサニアの魔導士に教わったのだ。それでジュジュが助かった事例もいくつかある。


「本当はオウガンの人達だけでもビスマルクさんを殺せたかもしれないけどね。時間を稼かせぐのが俺の仕事だからさ」


　その言い方。まるでオウガンの暗殺者の手て柄がらを横取りしたかのような。


　ジルサニアの姫に牙きばを剝むいたのだ。それ相応の働きをするべきだと思ったのだろうか。


「不確定要素はたくさんあったけど、ま、俺の目標は果たせたかな。ビスマルク、ミロク・シーレン、アーニィ・クライトンの三人を引き離せば、あとは君を好きにできる。本当はミロクもここで眠らせる予定だったんだけどね。ま、バウゼンさんに感謝かな」


　今まで襲おそってきた暗殺者たちは、この瞬しゆん間かんのための布石だったというのか。


　違ちがう。彼らだって本気でジュジュの命を取りに来た。反はん撃げきされたり、捕まったり、殺されたりするのを覚かく悟ごして。


　そんな彼らの覚悟を、この男は踏ふみ台だいにした。作戦の礎いしずえにしようとした。


　あるいは、この男に指示を出した者が。


「他に訊きたいことはあるかな、姫様？」


「くっ……！」


　ジュジュがもう一歩下がる。キッチンの壁かべに背中が当たる。


　ディアートはテーブルを挟はさんでニヤニヤと笑っている。出口は彼が塞ふさいでおり、どうやっても逃にげられない。


「だぁっ！」


　しかしジュジュは正面から走った。


　テーブルを蹴けり上げ、ディアートにぶつける。さらにその上から両足を揃そろえてジャンプ。テーブルを押し込むように蹴り飛ばす。


　ディアートがひっくり返ったテーブルの下した敷じきになると、それを何度も踏みつけてからジュジュは逃げ出した。キッチンから玄げん関かんまでは目と鼻の先だ。


「な！」


　唐とう突とつにドアが開いた。


　そこには作業着の男がふたり。


　どちらもオウガン製の剣を握っている。


「なんで……ここが……!?」


　すぐに踵きびすを返し、階段を上る。


「ビックリした!?　ビックリしたよね！」


　新手が玄関に鍵をかけるのを確認してからディアートが追いかけてきた。黒い細剣を壁にガリガリとこすりつけながら、ゆっくり歩いている。


「暗殺者はまだまだこっちに向かっているよ。さー、どうする？」


　ディアートが一歩上る度に階段がギシギシと音を立てる。


「テメーが教えたのか……いや、違うな」


　この家に入ってからは、誰だれかと連絡するような素そ振ぶりは見せなかった。ジュースを取りに行ったのは一瞬だから、あの時に何かするのは難しい。


「だとすると、私たちが教えてたってトコか」


　自分の服をまさぐるジュジュ。


「後ろの襟えり」


　親切にもディアートが教えてくれた箇か所しよを調べると、あった。


　この蠅はえの形をした悪あく趣しゆ味みなアクセサリ。間ま違ちがいなくジルサニアで作られた魔導器具である。ジュジュも知識でしか知らないが、相手の居場所を教えてくれる。犯罪者にくっつければ、敵のアジトなどが分かるのだ。


「ホント、黒こく鎖さ隊っていろんなモノ持ってんなー……」


「こんな道具、赤目隊にはないでしょ？　羨うらやましくなったかい？」


　ディアートの黒い剣が近づいてくる。


　だがジュジュは先ほどから全く焦あせる様子がない。


　それどころか、ディアートの事を鼻で笑う始末。


「おい、ディアート。暗殺は初めてか？」


「あたりまえでしょー。これでも結構緊きん張ちようしてるんだ」


　とてもそうは見えない態度だ。笑顔のままジュジュを斬きり殺す気マンマンである。


　だがジュジュは焦らない。


　短時間だがディアートの性格がよく分かった。


　おそらくこいつは手の内を全部喋しやべってから殺すつもりだ。自分のやったことを知ってもらいたがっている。冥めい土どの土産みやげにラッピングを施ほどこすのが大好きなのだ。


　普ふ段だんはそんなことはないだろう。誰もが知っている黒鎖隊の仕事を淡たん々たんとこなすだけ。だが、ここに来て初めての裏切り、初めての暗殺を経験して心が高ぶっている。


　――隙すきは、まだいくつもある。


　彼よりずっと年下のジュジュが、心の中で舌を出す。


「……赤目隊にない？　誰がそんな事言った？」


「えっ？」


　ジュジュが左手を顔の前にかざす。


　ディアートも知っているだろうが、彼女の左手はゴーレムで出来ている。言ってしまえば魔ま法ほうがかけられただけの、ただの物体だ。


　黒鎖隊が魔法をかけた物体で犯罪捜そう査さを行えるのであれば、どうして王族がその技術を応用しないと考えないのだろう。優れた魔法技術は、まず王族と王宮の防ぼう御ぎよに使われるのが筋だ。


「見つけましたよ！」


　玄関のドアが蹴け破やぶられた。鋼鉄の鎧よろいに包まれた足が蝶ちよう番つがいを外し、ただの板のように押おし倒たおす音が響いた。続いて現れたのは――


「待ってたぜ」


　ニヤリと笑うジュジュ。


「お待たせしました、姫様」


　すばやく階段を上ってきたのは、黒鎖隊副隊長ラムとトーラットだった。


「トーラット……！」


「や、ミロクでなくてすみません」


「余計な事言ってんじゃねーよ！」


「だけど強力な味方を連れてきましたよ」


　ラムが一歩前に出る。


　犯罪騎き士しが最も恐おそれるであろう人物だ。


「副隊長……！」


「ディアート。貴様を反逆罪ならびに殺人未み遂すい、器物破損の罪で拘こう束そくする。おとなしくするんだな」


　張り付いた笑顔のディアートに、副隊長は何の感情も持たない言葉を投げかけた。もはや彼女にとって部下でもなんでもないのだろう。ドライな判断だが、間違っていない。


「……！」


　そんなふたりの元へ、音もなく忍しのび寄よる暗殺者ふたり。


「トーラット！　危ない！」


　ジュジュが叫さけぶと、反応したのはトーラットではなくラムだった。


　抜ばつ刀とうし、襲い掛かかる暗殺者ふたり。並んで同時に剣を振ふり上げる。


「ふっ！」


　それをラムは同時に叩たたき斬った。


　黒い剣の一ひと振ふりで、ふたりの暗殺者を真一文字に切きり裂さいた。


「ぎゃああああああっ！」


　倒れた暗殺者ふたりの胴どうから鮮せん血けつが噴ふき出す。血の匂においが充じゆう満まんした屋内に、ジュジュもトーラットも顔をしかめる。


　返り血を浴びながらも、ラムは無表情でディアートを見つめている。


　その容よう赦しやも遠えん慮りよもない剣は感動すら覚えるほどだ。


「ジュジュ！」


　トーラットの悲鳴で我に返ったジュジュ。


　すぐ近くにディアートの剣が迫せまっていた。咄とつ嗟さに身を屈かがめて避よける。


「人質にする気か！」


　追おうとしたラムだが、足を止める。


　屋外から四人くらいの暗殺者が走りこんでくる。ジュジュがひとりと知って、相手も総力戦に出るつもりなのか、隠かくす様子がない。


　通行人がそれに気づき、悲鳴を上げるが、暗殺者たちは目もくれずにラムとトーラットに襲い掛かる。その背後から、さらに倍の暗殺者がやってきた。


「トーラット、行け！」


「はいっ！」


　トーラットがジュジュを助けに走るが、ディアートは無視してジュジュに近づく。何もせず殺されるわけにもいかないので、ジュジュは逃げる。


　すぐ下から重い金属の音が聞こえてきた。ラムが戦っているのだ。


　心強い味方に感謝しながら、ジュジュは二階の一室に入る。


「えっ!?」


　そこで、足が止まった。


　ディアートはジュジュが二階に逃げ込むことを予想していたのだ。


　だから二階に暗殺者を待機させ、ジュジュを挟み撃うちにするつもりだったのだろう。


　その暗殺者が全員倒れていた。


　絶命している者もいれば、肩かたや胸を押さえて悶もん絶ぜつしている者もいる。


「なんだこれ？」


　振り返かえるとディアートがいたので、室内を指差す。


「え？」


　するとディアートもジュジュそっちのけで部屋の中に入った。おそらくどこにも逃げられないからと、タカをくくっているのだろう。


「な、なんだこれ!?　おい、どうしたんだ!?」


　部屋の中から、ウソのない悲鳴。


「オメーがやったんじゃねーのか？　手て柄がら横取りしようと思って」


「ち、違ちがう！　俺じゃない！」


　動どう揺ようするディアート。仲間の安否を確認したいのだろうが、ジュジュの挙動が気になって助け起こすこともできない。


「ジュジュ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　追いついたトーラットがジュジュを庇かばうように立つ。左前に立つ彼を見て、これでしばらくは大丈夫だと安心するジュジュ。


　そこで思い出した。


　姿は見えなくても、ジュジュを守ってくれる者がいたではないか。


　倒れた暗殺者の身体からだには、鋭するどい矢が刺ささっていた。
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「間に合ったみてぇだな」


　弓を下ろすと、フェリサは新しい矢を取り出した。


　普ふ通つうの人間ならば豆まめ粒つぶより小さく見える家の窓の、さらにその奥にいる人間の急所を狙ねらって射る。こんな芸当ができる者を超ちよう人じんと呼ぶが、フェリサにとって、それは生まれた時から求められてきた技能だった。


　オウガンの暗殺者がジュジュを狙っているのだとしたら、まず間違いなく飛び道具で狙う者がいる。剣けんを持っている相手ならばミロクやアーニィやトーラットがなんとかしてくれる。彼らでは届かない相手を、こっそり始末するのがフェリサの役目だ。


「……あ。まだおるか」


　フェリサがいるのは教会の屋根に建て付けられた、名も無き神の像。その頭の上に腰こし掛かけ、肩に足を乗せている。


　ここは一年にわたる研究と調査の結果、彼女が見つけた絶好の狙そ撃げきポイントである。もちろん、狙撃というのはターゲットの位置や状態によって狙う場所を変えなければならない。だが、この像の上はある人物を見つけるのに最も適しているのだ。


　町に潜ひそむ狙撃手である。


　民家の屋根の上、給水塔とうの上、森の木の上など、ここより低い位置にいる狙撃手なら大体見つけられるのだ。


　フェリサは長弓に矢を番つがえ、すぐに放った。ジュジュがいるであろう家屋に狙いをつけていた狙撃手は背後から射られて倒れる。さらに間かん髪はつ入れずに矢を番え、狙撃手のサポート役も射る。


「……これで、五人」


　藍らん山ざん同盟の狩しゆ猟りよう民族である彼女は、生きるために獲え物ものを効率的に狩かる技のみを磨みがいてきた。より多く獲物を狩った者が褒ほめられ、また美味おいしい食事にありつける世界において、弓と毒の技術は必要不可欠だった。


　やがて獲物が少なくなり、他の生活を余よ儀ぎなくされた彼女の一族は、同じ武器で仕留められる別の生き物を殺すことにした。どういうわけか、他の国では動物よりも人間を多く殺した方が地位が高くなるらしい。


　像の上から見回して、誰だれもいない事を確認すると、フェリサはおもむろに降り始める。もうここには用はない。あとは彼女が見つけた、小さな狙撃ポイントをしらみ潰つぶしに回っていくだけ。


　元暗殺者の名残なごりだ。


　かつて、ある人物を暗殺するためにジルサニア城下町を飽あきるほど調べた時期があった。どこなら狙えるか、潜んでいても町の人に気け取どられないか、矢が通行人に当たる可能性はないか、それらを吟ぎん味みしながら最適なポイントを探し歩いたものだ。


　彼女の目は完かん璧ぺきだった。


　絶対に見つからずに暗殺できる場所を発見した。


　暗殺を成功させる秘訣は、場所だけではない。入念に準備を重ねた。弓の手入れも怠おこたらず、矢の長さも測はかり、矢の先端に塗ぬる毒どくも丹念に調合し、狙そ撃げきする日取りを決め、その場所に潜ひそむ。


　――その日、彼女が選んだ場所は王宮の尖せん塔とうだった。


　尖塔には歩ほ哨しようが立っているのだが、それは尖塔の内部の話。塔のてっぺんに座れば見つからない。わざわざ王宮の尖塔を見上げる者もいない。


　むしろそこまで登るのが一苦労だったが、闇に紛まぎれることでなんとか成なし遂とげた。


　そうして迎えた決行の時。


　ターゲットは王宮の庭で演説をしていた。


　その人物がどんな人柄で、どんな身分なのか、まったく興味がなかった。狩りの獲物の生い立ちなど、生まれてこのかた気にしたことがなかった。


　その時も何も考えず、ただ弓を引き絞って射いた。


　刺されば全身に回り、数瞬も経たずに死亡する毒。


　それがターゲットの左手に刺さった。


　だが相手は死ななかった。


　タネを明かせば何の事はない、そいつの左手が作り物だったというだけ。


　捕らえられた後にそれを知り、フェリサはホッとした。


　自分の弓の腕が衰おとろえていたのではなかったのだと。


　同時に落胆した。自分の情報収集の技術が衰えていたことを。


　無む言ごんで落ち込むフェリサに、牢ろうの外から声がかかった。


　――なぁ。


　少女の声。


　――頼みがあるんだ。お前にしか頼めない。


　牢に入れられた暗殺者と、一対一で向き合おうとする真しん摯しな声。


　――私を殺すためのその情報で、私を守ってくれよ。


　生まれて初めての衝しよう撃げきだった。


　暗殺以外の力を求められた事など、一度もなかった。しかもそれはフェリサにはない力ではない。殺しの技術と並んで鍛きたえ続けた、観察眼。今まで誰もその力に気づいてくれなかったのに。


　なにより、それが殺そうとした相手だということに。


　生まれて初めて、他者に興味を持った。


　その懐ふところの深さと――毒から逃のがれた幸運に。


　それからなんやかんやで仕事を与えられ、現在に至る。あの仕事がなかったら、今頃フェリサはここにいないし、もしかしたらどこかで死んでいたかもしれない。


　もちろん、新しい世界を見せてくれたジュジュには感謝している。


　――だから、恩には報むくいなければならない。


「……見っけたぞ」


「ひいっ！　ど、どうして!?」


　馬車職人の資材置き場の屋根に伏ふせていた暗殺者を、フェリサは踏ふみつけた。ここは多くの木材が屋根を突つき破やぶって生えており、登りさえすれば身を隠しやすいのだ。


「ここはオラが見つけた場所だ。去いね」


「こ、殺されてたまるか！」


　短たん剣けんを抜ぬく暗殺者。


「必要ねぇのに、殺しゃしねぇ」


　フェリサが口を押さえながら粉を撒まくと、暗殺者は咳せき込み、やがて意識を失った。


　素早く転がして手足を縛しばる。


「オラは、もう暗殺者でねぇ。誰かを守る騎士だ」


　そして彼女は、次の獲物を狩るために屋根から木の枝に跳とんだ。
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　いついかなる時も常に騒さわぎの渦か中ちゆうにいるはずの男も、今日だけは例外だった。


　ジュジュが何者かに狙われているのも知っている。おそらくそれは自分をハメた人間だということも。駆かけつけなければならないのも分かっているし、ミロクたちで凌しのぎきれるか計算する余よ裕ゆうもない。


　それでもビスマルクは、ジュジュを放り出した。


　どうしても済ませておきたい用があった。


　祭りの客の足の下をすり抜けている時に、一いつ瞬しゆんだけ見えた人ひと影かげ。


　それを追ってビスマルクは走った。誘さそわれていることは理解していたが、それでも相手の姿を見ておきたかった。


　やがて城門をくぐり、制止する騎き士しの声を振ふり切り、王宮の芝しば生ふを駆け抜け、広場で後夜祭の準備をしている騎士の脇わきをすり抜け、最終的に中庭で止まった。アーセージの絵を破った場所である。


　人はもういなかった。穴の開いたキャンバスがそのまま放置されている。アーセージには悪いことをしたと思っている。


『……殿でん下かの絵はますます上達しておられる』


　そのキャンバスを拾い上げるのは、黒い人影。


　全身をフード付きのコートで覆おおっており、顔にはオウガン風の紋もん様ようが施ほどこされた仮面をつけている。身長はやや低めだが、これもそう見せているだけかもしれない。


「久しぶりだなぁ」


『五年ぶり……か』


「六年だ。俺もお前も老けたな」


　葉巻に火をつけるビスマルク。中庭の中央には噴ふん水すいがあり、普ふ段だんは騎士達がこっそり休んだりしているのだが、町中で後夜祭の準備が慌あわただしくなったせいか、人っ子ひとりいない。


「たまに会ったんだ。ツラくらい見せろや」


『遠えん慮りよする。誰がどこで見ているか分からない。後ろ暗い魔ま導どう士しにとって、正体の一部でも明かすのは致ち命めい的てきだからな。だからビスマルク』


「わかってるよ。『モズ』って呼べばいいんだろ」


『感謝する』


　くぐもった声だが、安あん堵どの気持ちが表れている。ビスマルクは煙けむりを吐はくと、モズと呼んだ魔導士にこう尋たずねた。


「で、どこまでがテメーの仕業だ」


『……聞いてどうする』


「決まってんだろ」


　葉巻を突きつけ、ビスマルクは眉まゆ根ねを寄せる。


「オシオキの程度が変わるんだよ」


『ホラキアでの誘ゆう拐かいも我々の仕業だと言ったら？』


「……だろうと思ったよ。竜りゆう騎き兵へいをジルサニアに送り込んだのもテメーか」


『…………』


　モズは答えない。


　しかし仮面の奥のくぐもった笑い声が、ビスマルクの発言の正しさを証明している。


「あのよぉ……なにがしたいんだ、テメーらは」


『…………』


「答えろっ！」


　ビスマルクが懐ふところに手を入れ、何かのスイッチを押す。するとモズの周囲の地面が二カ所爆ばく発はつした。


『ふむ。まだふたつ残っていたか』


「チッ」


『だが甘い。ビスマルク、本気で私を殺そうとしないのか？』


「んだと……？」


『私は殺そうとしたぞ。何人もの犠ぎ牲せいを払はらってでも、お前の命を常に本気で狙ってきた』


「だからなんだ」


　ビスマルクがもう一度スイッチを押す。


　今度はモズの真下の地面が炸さく裂れつした。高く上がる火柱に飲み込まれるモズ。コートのアクセサリまで一瞬にして燃もえ尽つきる。


　と思いきや、モズの姿はビスマルクの真横にあった。避よけきれなかったのか、コートの裾すそが少しだけ焦こげていた。


「勘かん違ちがいするなよ。俺は怒おこってるんだぜ」


『……ほう』


　ビスマルクが手にしているのは、葉巻ではなくニンジン。


「俺の可愛いジュジュと部下たちを弄もてあそんだ罪、償つぐなってもらうぜ」


『貴様に罪を償えと言われるか――片腹痛い』


　モズの手が突き出だされる。


　手のひらが発光したかと思うと、ビスマルクの足下が爆発した。危険を察知して背後に跳んだビスマルク。すでに片方の手には爆発する魔導球を持っており、もう片方の手にはニンジンを握にぎったまま。


「放出デイスチヤージの魔ま法ほうまで覚えやがったか！」


　もう一度モズの手が光る。


　それより速くビスマルクは魔導球を投げた。モズに向けてではなく、真上に軽く。


　浮うき上がった魔導球をニンジンで強く叩たたくと、投げるよりも速いスピードでモズに飛んでいく。それがモズの放出魔法に当たり、大爆発を引き起こした。


『くっ』


　爆ばく風ふうから顔を背けるモズ。


　その真下にはすでにビスマルクがいた。


　人間サイズで見れば小さなニンジンだが、ビスマルクにとっては手になじむ武器だ。


「うおおおおおおっ！」


　モズの身長よりも高く跳ちよう躍やくするビスマルク。


『くっ！』


　ニンジンを振りかぶるのに気づき、モズはまた手を伸のばす。その手が光るが、もう遅おそい。


　付加エンチヤントの魔法を直接かけたニンジンが、モズの脳天に振り下ろされた。
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　おそらくディアートはこの場にいる全ての人間に油断している。ジュジュがそう思ったのは、トーラットに近寄ることを黙もく認にんされたからだ。


　まぁ、それ以上に待機していた仲間がフェリサにやられていたショックも大きかったのだろう。予想外の事態が起きれば、誰でも正常な判断力を失う。ましてや初めての作戦だ。


「くっ！」


　二階の狭せまい廊ろう下かで、ディアートはトーラットと向かい合っている。トーラットはジュジュの左前に立ち、左手に武器を握っていた。剣けんではなく、ゴーレムの操作に使う指揮棒である。細かい操作は魔導球を使うのだが「行け、戻もどれ」くらいの簡単な命令ならこちらの方が早い。どちらも人と戦うための道具ではないのだが、緊きん急きゆう事態だ。


「どけよっ！」


　ディアートの細剣はその指揮棒に全て阻はばまれていた。何度も突き出される剣を、トーラットは指揮棒で全ていなしている。


「どきませんよ！　僕だって赤目隊です、ジュジュを守るのが仕事ですからね！」


「ゴーレムのないアンタに、何ができるんだよっ！」


　もう一度ディアートが剣で突く――と思ったが、それはフェイントだった。トーラットの指揮棒を思い切り叩きつける。


「な、重っ！」


　指揮棒を持ったトーラットの左手が大きくぶれる。


　ディアートのみならず、黒こく鎖さ隊の黒い剣には秘密がある。普ふ通つうの剣より重い金属で作られているのだ。そのため扱あつかいが難しいが、いざとなれば相手の剣を押さえつけることができる。騎士の剣は折れないが、はじき飛ばすことが容易になるのだ。


　ラムが二人同時に叩き斬きったのも、そういう理由だ。


「もらいっ！」


　がら空きになったトーラットの胴どうに、ディアートの剣が吸い込まれる。


　しかしディアートの細剣は何者かによってはじき飛ばされた。


「えっ!?」


　ジュジュの剣だった。


　左手の宝物庫から取り出した細剣は、ディアートの剣と同じくらいのサイズ。ただし全体的に白い刀身で、柄つかの部分には宝石をあしらった装そう飾しよくがなされている。


「なめんなディアート！　私だって自分の身くらい守れるんだ！」


「僕がいる時限定ですけどね」


　指揮棒を持ち直したトーラットが苦笑する。


　ディアートは最初、事態についていけずに剣を止めていた。なにしろ鞘さやもないのに剣が突とつ然ぜん現れたのだ。事前に情報を聞いていたとしても、驚おどろくに決まっている。


「ジュジュ、下手に一、上段」


「おうっ！」


　トーラットの指示通りに剣を突つき出すジュジュ。


「ちっ！」


　相手が二人になったことで、ディアートは作戦を変える。トーラットもそうだが、ジュジュの腕うでも止めなくてはならない。


　剣を構え直し、小刻みにステップするディアート。


　トーラットはそんな彼の挙動を見み逃のがさない。


「上手に二」


「おう！」


　素早く指示をすると、ジュジュの足に向けて繰くり出されたディアートの突きは間かん一いつ髪ぱつの所で避けられた。後ろに下がるジュジュに代わり、今度はトーラットが前に出てディアートの頭を指揮棒で狙ねらう。


「上手二、下段へ」


　同時に指示を出し、トーラットの上段から狙う指揮棒と、ジュジュの下段突きが一いつ斉せいにディアートを狙う。


「なっ！」


　たまらず背後に跳躍するディアート。


　その背中が窓に当たった。


「お前ら……！」


　追おい詰つめるつもりだったのが、一気に形勢逆転した。素しろ人うとにしか見えない二人組によって、鍛きたえ上げられた黒鎖隊のエリートが追い詰められている。


「汚きたないぞっ！」


「あなたが言いますか、それ」


　呆あきれるトーラット。


　何もジュジュだって、好きこのんで剣を握っているわけではない。


　クロトポリカがいなければトーラットは貧弱で、白兵戦が一番苦手なのは赤目隊の誰だれでも知っている。それはジュジュにも当てはまること。護身用の剣けん術じゆつ訓練は受けていても、実戦でその道のプロと相対したら劣おとるのは分かっている。


　だから組むのだ。守られているだけが姫ひめではない。自分の命を精せい一いつ杯ぱい長く保たせるためにはどうすればいいか、考えた結果である。


　トーラットは特とく殊しゆ訓練を受けているわけではない。舞ぶ台たいの仕事で体力はついたが、剣術やケンカは弱い。


　だがゴーレム技師として培つちかってきた人体の知識と、一いつ瞬しゆんの判断を下す目は誰にも負けない。見切りならミロクと同等かそれ以上だとジュジュは想っている。


「そうか……そういうことか……！」


　ディアートが悔くやしそうに歯は嚙がみする。


「あんた！　あんたの二つ名〝左手マインゴーシユ〟って、ゴーレム技師としての腕を言ってるんじゃないのか……！」


　ほとんどの人間は、彼の二つ名をそう解かい釈しやくする。騎き士し団でも有数のゴーレム技師で、左利きだから、その二つ名がついたと。


　本当は違ちがう。赤目隊ができるよりもずっと前、ジュジュの護衛として雇やとわれた時から、トーラットは身を挺ていしてジュジュを守り続けてきた。ビスマルクでは守りきれない危険から、何度も死にかけて、それでも守ってくれたのだ。


　相手の命を奪うばう剣ではなく、自分の命を守る懐かい剣けん（マインゴーシュ）――そこからついた名だ。


　左手を生かすには、右手も働かさなくてはならないのが難点だが。


　そこはジュジュも協力を惜おしまない。トーラットの指示にゴーレムのように従えるように、ふたりでいつも特訓してきたのだ。こういう時のために。


「ちなみに僕は左利きでもないです。両方いけますよ」


「フフフ……そうか、そうかよ……」


　この状じよう況きようで笑うディアートに、ジュジュもトーラットも警けい戒かいする。


「大人しく捕つかまるつもり、あります？」


「ないね！」


　ディアートが取り出したのは、魔法が込められた魔ま導どう球きゆう――とは少し形が違った。煉れん瓦がのように堅かたい素材でできた直方体である。


　ジュジュも見覚えがある。


「てめぇ！　そいつは――！」


「そうさ！　『聖書バイブル』を吹ふっ飛とばした魔導器と同じものさ！　爆ばく発はつすれば、この家くらい簡単に消し飛ぶよ！」


「お前、そんなことしたら死ぬぞ！　私たちも、お前も！」


　それどころではない。まだ外では祭りが行われている。爆発に祭りの見物客が巻き込まれたら、どれほどの被ひ害がいが出るか。「聖書」の壁かべを吹き飛ばす爆発物だとするなら、普通の家屋だったら周囲三さん軒げんくらいは巻き込まれる。


「どうかな……？」


　直方体からは一本のヒモが伸びている。震ふるえる手で握りしめ、ディアートはそれでも笑っていた。


　生き残る目があると思っているのだろうか。


「正直に言うよ。このまま君たちと戦っても、勝てる見込みがないよ。ダラダラと時間を稼かせがれるだけでも、ラム隊長やミロクが追いついてくる」


　二階に待機していた暗殺者がやられた時点で、ディアートの立場は圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいになっていたのだ。


「だけどね、このまま大人しく捕まる事もイヤだ。俺は仲間を、国を裏切ってまでアンタに剣を向けたんだ。命までとは言わない、その左手だけでも手に入れなきゃ、俺の裏切りが無む駄だになる」


　そしてディアートは、躊ちゆう躇ちよせずにヒモを引いた。


　床ゆかに転がる直方体は、魔ま法ほうが発動することによって形を変えていく。まるで心臓のようにドクドクと脈打ち、膨ふくらんでいく。


「ディアート！」


「聞いてよジュジュ。俺さ、チャラけた感じに見えるでしょ？　だけどさ、生まれてから一度も『ギャンブル』ってやつをした事がないんだ。運が良ければみんな生き残り、運が悪ければ町ごと滅ほろんじゃう。それだけの単純なギャンブル……ってのはどうかな？」


　震えながらも、ディアートは笑いを崩くずさない。


　彼は彼なりに覚かく悟ごを決めてここにいる。刺さし違えてでもジュジュを殺そうとする意志は感じとれた。


　直方体の魔導器は、すでに太った魚のような楕だ円えん形に変化していた。鼓こ動どうが徐じよ々じよに早くなり、耳みみ障ざわりな音が聞こえてくる。


　ジュジュは考える。


　このまま逃にげるべきか。そうすれば少なくともジュジュ達の命は助かる。しかし祭りに来ていた人たちが被害に遭あう。しかし、逃げなくても同じだ。必ず誰かが傷つく。


　目の前で人が傷つきそうだというのに、何もできないのか。


「甘いですよ、ディアート君」


　そんな時、トーラットがおもむろに魔導器を持ち上げた。


「ギャンブルというのはね、運だけに頼たよっちゃいけないんです。情報を集めて、できるかぎり勝率を上げなきゃディーラーの思う壺つぼ。運がモノを言うのは、最後の最後なんです」


　トーラットは魔導器を抱かかえ込むと、いきなり走り出した。


「どこ行くんだ、トーラット!?」


「ついてこないでください！」


　トーラットは左手で指揮棒を振ふる。すると天てん井じようの扉とびらにひっかかった。指揮棒を巧たくみに使って取っ手を引くと扉が開き、屋根裏部屋へと続く梯はし子ごが降りてきたではないか。


　梯子を摑つかむとトーラットは急いで駆かけ上がり、屋根裏部屋に入る。


「何するんだ!?」


　ついジュジュもトーラットを追って梯子を登ってしまう。登った先の屋根裏部屋で、トーラットはさらに屋上へと続く扉を開け、すぐに飛び出した。そもそも屋根に登るための扉がある家は珍めずらしいが、このあたりは家が密集しているため、洗せん濯たく物ものを屋根で干しているのだろう。


　――まさか、遠くまで逃げて自じ爆ばくする気では。


　背筋が凍こおる予感に、ジュジュは急いでトーラットを追う。


「やめろ、トーラット！」


　その家の屋根は平らに近かった。人が立っても平気なくらいの傾けい斜しやだ。


　屋根裏から顔だけ出すジュジュが見たものは、魔導器に手を押し当てるトーラットの姿だった。


　遠くから花火の音に混じって、パレードの演奏が聞こえてくる。


　人が熱ねつ狂きようする声も混じり、ジュジュの叫さけびすら搔かき消けされそうだ。


「ジュジュ、隠かくれなさい！　危険です！」


「死ぬ気か、トーラット！」


「逆です！　死なないためにやってるんです！」


　トーラットの手が発光すると、魔導器もほのかに青白く光る。


　付加魔法をかけているのだ。


　だが魔導器とは、そもそも付加魔法がかかった道具のことだ。そんなものに、さらに魔法を上書きする方法など、ジュジュは知らない。


「防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを内側に向けて目め一いつ杯ぱいかけます。爆発を少しでも抑おさえるために。鎧よろいでコーティングするようなものですよ。分かったら、身を低くして隠れていなさい！」


　強い口調で命令するトーラットに、ついジュジュは従ってしまう。体勢を低くして、それでもトーラットが気になって目を背けられない。


「これが……僕のギャンブルです……！」


　球体に近くなった魔導器を持ち、トーラットが頷うなずく。


　力を込めて、真上に放り投げた。


　夕方の空に吸い込まれる魔導器。


　直後、轟ごう音おんと衝しよう撃げきがジュジュの意識を奪った。




４　緑の月二十六日　兎は剣を取り




　爆ばく発はつは城下町の誰だれもの目に入るほど大きかった。現場から遠く離はなれた王宮の城じよう壁へきを担当する歩ほ哨しようの一人は、祭りで使う花火が暴発したのかと思ったと語る。


　ほとんどの人は、花火の一種だと思って気にも留めなかった。耳の良い人は、花火にしてはやけに大きな音だったと思うだけ。


　破は壊かいされたのは家四軒けんという極小の被害にとどまった。さらに壊こわれた家の住民は祭りで外出しており、死者はおろか負傷者も出なかった。


　ただ一人の重傷者をのぞいて。


「トーラット！」


　ジュジュが屋根に上がるために扉に手をかけるが、熱さで手を離す。爆発の熱が屋根にまで伝わっているのだ。


　では、その屋根で転がっているトーラットはどうなったのだ――


「あああああああぁあっ！」


　姫ひめらしからぬ絶ぜつ叫きようをあげ、ジュジュは根性で屋根に登った。靴くつから熱気が伝わるが、それどころではない。トーラットに駆け寄より、抱だき起おこそうとする。


「…………あ……」


　トーラットは生きていた。


　全身火傷やけどを負い、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがかけられた服もボロボロになるほどのケガを負ったが、それでも呼吸をしている。意識も僅わずかながらあるようだ。それでもすぐに治ち療りようをしないと危険だ。


　ジュジュは首から提げているアミュレットを取り外し、トーラットの首にかけた。ミロクやアーニィが持っているものと同じだ。防御魔法と治ち癒ゆ魔ま法ほうが込められたもので、自然治ち癒ゆ力が高まる。


　トーラットにも、似たようなものをプレゼントした。


　だけど彼は自分には使わず、もっと大切なもの――ゴーレムのクロトポリカに使ってしまったのだ。そちらの方が出番があると信じて。


　それが裏目に出てしまった。


「ジュジュ…………怪け我が……は」


「ない！　ないから安心しろよ！」


「よかっ…………爆ばく発はつ……威い力りよく…………減らし…………誰か……」


「ああ！　爆発に気づいた誰かが、すぐにここに来るから！　だからトーラットは休んでて！　必ず助けるから！」


　手を握にぎりしめ、ジュジュは絶叫した。


　トーラットを安心させるためというより、自分に残された希望を確認するためのように、ジュジュは叫んだ。焼けた屋根でスカートが焦こげ付つくが、気にしていない。少しでもトーラットの意識をつなぎ止めておきたかった。


「すごいね……爆発寸前の魔ま導どう器きの魔法を書かき換かえるなんて」


　屋根に続く扉から、ディアートが出てきた。


　ジュジュと同じように触ふれた屋根の熱に顔をしかめながら、それでも強引に登ってくる。もう熱が引いているのだろうか。


「この短時間で、あそこまで爆発の威力を下げるなんて、ただのゴーレム技師じゃできない。間ま違ちがいなくその人、最高の魔導士だよ」


　ディアートの目は真しん剣けんだ。心からトーラットを褒ほめている。


　しかし彼の剣はまっすぐにジュジュに向けられていた。


「この場合、賭かけは俺の勝ち、ということになるのかな？」


　その通りだ。トーラットは倒たおれ、結果としてディアートはジュジュを自由にできる。


　まさにディアートが望んだ結果になったわけだ。


「感謝しなくちゃね、トーラットさん」


　クスクスと笑うディアートを見て、キレた。


「てめぇえええええっ！　笑うんじゃねぇええっ！」


　細剣を閃ひらめかせ、ジュジュが斬きりかかる。


　だが先ほどのはトーラットの指示があって成り立った攻こう撃げきだ。司し令れい塔とうも盾たて役もいない現状では、無力に等しい。


　案の定、ジュジュの剣はディアートの重い剣によってはじき飛ばされた。


「くっ！」


　そして接近したジュジュの腕うでを摑み、引き寄せた。


「しかも姫様の方から来てくれるなんて、なんてラッキーなんだ。今日はツイてる」


「離せよっ！」


「離すわけがないじゃない。んー、イイ匂におい」


　ジュジュの手を後ろに捻ねじり、抱きしめるように拘こう束そくするディアート。長い金きん髪ぱつに顔を近づけて、ニヤニヤと笑っている。


　拘束を解こうとするが、後ろに捻ひねられた腕はそう簡単に解けない。ましてやジュジュの細ほそ腕うでで鍛きたえられた男の拘束から逃にげるのは不可能に近い。


　どう足あ搔がいても離れられないと悟さとったジュジュは、逃げる事を諦あきらめた。


「おい……ディアート……！」


「なに？」


「……なんでだ？　ジルサニア王家に対する不満か!?」


「ハ・ズ・レ」


　バカにしながらも、会話を楽しんでいるディアート。


　押さえ込まれた左手が痛いが、それよりもディアートの右手が身体からだをまさぐっているのが気持ち悪い。剣を持った手が腰こしに回る感かん触しよくに、寒気がする。


「なんかさー、ジュジュって、俺のことただのゴロツキと勘かん違ちがいしてない？」


「違ちがう……のかよ」


「違うんだよ」


　そう答えたディアートの声は、少しだけ小さかった。


「俺さ、貴族の出なんだよ。これでも」


　そう言われてみれば理解できなくもない。ディアートの小こ綺ぎ麗れいな外見ではなく、立たち振ふる舞まいや気の配り方、それと剣の使い方が上品だった。


「へぇ」


　少し納得したが、ジュジュは無関心を装う。


　そういう態度を取ったほうが、ディアートの口が動きやすくなると思ったからだ。


「しかもウチさ、ジーサンの代からジルサニアを守ってきた、立派な家系なんだ。俺のジーサンは国王からもらったメダルを額に飾かざって死ぬまで大事にしてたよ」


「立派じゃねーか……何が悪いんだよ」


「家は悪くない。ただ、俺には合わなかった。それだけの話さ」


「フン、家や騎き士しのせいにしないとこだけは褒めてやるよ」


「そこまで腐くさっちゃいない。全部、俺の性格が悪いんだ。毎日毎日、仲間にいい顔をして、したくもない気配りをして、品行方正なデキる騎士を演じて、優ゆう秀しゆうになろうと努力して――ある日、そんな自分をプッツンしてやりたくなったんだ」


「……そっか」


　理解できないとは言わないし、共感できないとも言わない。


　全部ジュジュにも当てはまる。


　ただしジュジュの場合は、プッツンする前に「テキトーに生きる術すべ」を見つけてしまったから、精神の均きん衡こうが保たれていた。それには幼年期に出会ったビスマルクやトーラットの助けに依よるところが大きい。


　ディアートの場合、そんな不安定な気持ちの状態でオウガン帝てい国こくに付け入られたのだろう。これだけの作戦、ディアートが考えたとは思えない。


「オウガンの連中は、何と引ひき替かえに裏切りを要求したんだ？」


「金だ。一生遊んでくらせるだけの金。それと向こうでの地位。俺が一生かかっても稼かせげない金で、誰にも縛しばられずに遊ぶんだよ？　それは立場や境きよう遇ぐうに関係なく、誰でも夢見ることじゃないか？」


「……フン」


　思わず笑いがこみ上げてくる。


　本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしい。


　本来、騎士の規律と剣は、悪の道に染まらず正しい騎士であるために存在するものだった。だがこの男は、その規律と剣に縛られすぎてパンクしてしまった。


　それを個人の弱さと言い切ってしまう事は、ジュジュにはできなかった。


「で、ディアート。裏切った感想はどうだ？　気持ちいいか？」


「正直、こんなに気持ちいいものだとは思わなかったよ」


　腰を抱いだくディアートの手に力が入る。


「考えてもみなよ――」


　吐と息いきがジュジュの耳にかかる。


　ビクッと震ふるえるジュジュの表情に愉ゆ悦えつを感じて、さらにディアートの顔が近づいてきた。


「騎士のままなら、姫様にこんな真似まね――絶対にできないでしょ？」


「てめ……どこ触さわって……！」


　腰を抱いていた手が徐じよ々じよに上がり、胸元まで到とう達たつする。避さけようと身体をよじるが、ディアートの唇くちびるがジュジュの耳に触れた。


　小さく耳を甘あま嚙がみされ、全身から力が抜ぬける。


　抵てい抗こうしたいが、腕を捻られて何もできない。


「やめ……ろ……！」


「可愛いなぁ、ジュジュ。美しい姫ひめ君ぎみが、こんなに可愛らしい泣き声を出すなんて。今まで知らなかったよ。金と地位の他に、君ももらっちゃおうかな？」


　全身を這はうディアートの手と舌が、ジュジュの気力をも奪うばっていく。
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　屈くつ辱じよくに歯を食いしばって耐たえるが、限界だ。


　目尻に涙が浮うかび、まばたきをするとポロリと零こぼれた。悔くやしくて、どうすることもできない自分が歯がゆかった。


「フフフ……俺じゃなくて、ミロクが良かった？　ミロクでなくてすみませんねぇ」


　トーラットの言葉を真似しつつ、ディアートの手が脇わきから滑すべり込む。


「うおわぉぅうおっ！」


　毛虫が全身を這うような不快感に、身体をよじる。


「いたっ！」


　すると偶ぐう然ぜんにもジュジュの頭がディアートの歯に当たった。


　ディアートが顔を押さえている間に、すかさず腕をほどき、スネに蹴けりをくれつつ離り脱だつするジュジュ。


「この……！　姫のくせに乱暴だなぁ！」


　剣けんを抜いてディアートが迫せまる。


　逃げようと思ったが、相手も本気になったようだ。たった一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめられてしまった。腐っても騎士、細剣の速さはプロの業わざである。


「動くなよ。本当に刺さすぞ」


　細剣の切っ先が鎖さ骨こつに軽く触れる。


　ひんやりと冷たい死の感触。


「ジュジュ。命か左手か、好きな方を選びな。俺は女の子を抱くのは好きだが、いたぶるのは趣しゆ味みじゃないんだ。だけど屈辱より死を、ってんなら尊重する」


「……てめぇ」


　左手をかばうジュジュ。


「へぇ、それでも左手を守るんだ。いいよ。じゃあ苦しまないように殺してあげる」


　ニッコリと笑い、剣を持つ手に力をこめるディアート。


　姫ひめは、無様な死に方はしない。


　死が限界まで迫っても、ジュジュは目を閉じずに相手を睨にらみ続けていた。





　だから――ディアートの手が、カタ、と僅わずかに震えたのを見み逃のがさなかった。





「なんで震えるんだ？」


「え？」


　ジュジュは尋たずねる。


「覚かく悟ごを決めたんだろ？　金と引き替えに私を殺すんだろ？　なんで震えるんだ？」


　ディアートの表情が変わっても、質問を続ける。


　胸に当てられた細剣がわずかにブレた。


「別に、震えてなんか」


「怖こわいのか？　私を抱かないと震えが止まらないほど、怖いのか？」


「……うるさいな」


「もう一度訊きくぞディアート？　私を殺して、なにを得るんだ？　怖くても乗のり越こえなきゃいけない殺人を犯して、お前は何になれるんだ？」


　罵ば倒とうに近い質しつ問もん攻ぜめをすることで、ジュジュも落ち着く事ができた。彼女にとって罵倒や攻撃は呼吸と同じくらい自然なことだ。


　冷えた頭で考える。


　どこかにある、矛む盾じゆん。


「姫様には分からないさ。金と自由の魅み力りよくってヤツが」


　気を取り直し、剣を構え直すディアート。


「はぁ……時じ間かん稼かせぎはもういいよ。そろそろ誰だれか来る頃ころだ。死んでくれ、姫様」


「自由の魅力なら知ってるが、金の魅力はディアート、お前も知らないんじゃないか？」


「……なんだと？」


　舌なめずりをするジュジュ。


「貴族の息子が金に困るなんて、あるのか？」


「あ、あるに決まってるだろっ！　俺だって！」


　動どう揺ようするディアートに、ジュジュは首を傾かしげながら続ける。


「黒こく鎖さ隊ってけっこう給料いいよな？　それにお前ほどのフザけた野や郎ろうなら、ガキの頃かから親の金チョロマカして女と遊ぶくらいしてたろ？　厳しくて真面まじ目めな親って言ってたから、かえって盗ぬすみやすいはずだぜ？」


「……！」


　反論できないのか、大きく荒あらい息を吐はくディアート。


「そんなお前が、それでも大金を欲しがるのは、何のためだ？」


「黙だまれ……！」


「何のため？　違うな――誰のためだ？」


「うるさいっ！　黙れよ！」


　剣を突つきつけているというのに、ジュジュに摑つかみかかるディアート。ジュジュは髪かみの毛けを摑まれ、激痛に呻うめく。


「俺が俺自身の意志で裏切った――それでいいじゃないか！」


「いた、痛い、てめぇ、ディアート……！」


「キライなんだよ！　お前みたいに見み透すかしたような事を言う、賢さかしい女は！　いいから左手を出せよっ！　すぐに終わらせてやるから！」


　髪から手を離はなし、突き飛とばす。


　屋根の上に倒たおれたジュジュが見上げると、怒いかりの形相のディアートが剣を震わせながら立っていた。


「よっぽどマシなツラじゃねーか、ディアート」


「こいつ――！」


　息を乱しながらディアートが細剣を振ふりかぶる。


　その時――





「うおおぉおおおおぉおおおおおおぉぉおおおおおおおっ！」





　轟ごう音おんを伴ともなった雷かみなりが、ディアートの脳天を狙ねらって叩たたき落おとされた。


　すぐに危険を察知したディアートが剣を振ると、堅かたい音がして二者が激げき突とつする。ジュジュの側にいるのが移動に不利と悟さとったのか、ディアートはあっさりとジュジュから離れた。人質よりも自分の命を優先するほど、その斬撃は鋭するどかった。


　雷を纏まとって屋根に降り立ったのは――
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「ミロク!!」


　両手に雷の剣を握にぎり、肩かたで息いきをしているミロク。


　安あん堵どして駆かけ寄よろうと思ったジュジュ。その足が止まる。


「ミロク……？」


　離れていても、その鬼き気きに気け圧おされた。


　あれが本当にミロクなのか、一瞬ジュジュには分からなかった。


　息も荒く、剣は震え、体勢も倒れそうなほどふらついている。


　ディアートの怒りなど、子供の駄だ々だに見える。


　例えるならば、一いつ匹ぴきの獣けもの。


　彼の二つ名にふさわしい、獰どう猛もうなウサギ。


「なんだミロク、もうちょっとくらい待っててくれても良かったんじゃないか？　せっかく俺がジュジュとイイコトしようと思ってたのにさぁー」


　彼の状態を知ってか知らずか、余よ裕ゆうのディアート。


　いや、余裕なのではなく、むしろ救われたような表情。


　ミロクは先ほどから、ディアートの目だけを見ていた。


　ジュジュやトーラットにも見向きもしない。


「…………ジュジュ……！」


　竜りゆうの炎ほのおのように、深い吐息を吐くミロク。


「必要なら……命令してくれ……」


「え？」


「このクソ野郎を殺しちゃいけないなら、命令してくれ……！　でないと俺は、お前の前でこいつを八やつ裂ざきにする……！」


　カタカタと震える剣を握りしめ、ミロクはディアートの間合いにじりじりと近づく。もしもジュジュが殺しても良いと命令したならば、即そく座ざにミロクは斬きり殺すだろう。


　それだけ怒おこってくれた事が、少し嬉うれしかった。


　力が抜けて泣き出しそうになるのを、唇を嚙んでこらえる。


「ダメだミロク。殺すな。こいつにはゲロってもらいてー事が山ほどある」


「……御ぎよ意い！」


　手の震えが収まると、ミロクの姿が消えた。


　次の瞬しゆん間かん、ディアートの細剣と激突するふたりの姿が見えた。


　ミロクの剣が放つ雷らい光こうが、屋根から城下町に広がってゆく。





　　　　　　　＊





　ビスマルクのニンジンも魔ま法ほうで強化されている。ミロクのようにアミュレットを巻いただけでなく、直接ニンジンに魔法がかかっているため、鈍どん器きとしては鉄製のメイス並の破は壊かい力を誇ほこる。


　その一いち撃げきを、モズは素手で受け止めた。


　ローブの裾すそから見える白い腕うでが、僅かに赤く腫はれただけ。血管を流れる魔法の流れが、腕を青白く光らせた。


「てめぇ、強化リインフオースの魔法までも！」


『想定していないのか？』


　モズの反対の腕がビスマルクの身体からだを握りしめた。


　万力のような、抗あらがえない力がビスマルクを押しつぶす。


「……ぐ……ぉ……！」


『お互たがい恥はずかしい身体になった者同士、気持ちは分かるだろう。お前は道具で弱さを補い、私は魔法で補った。その結果が、これだ』


「どうだって言うんだよっ！」


　ビスマルクの黒眼鏡が発光した。


『うっ』


　仮面をつけていても前は見ている。至し近きん距きよ離りから発せられた光にモズが顔を背ける。ビスマルクはそのスキに腕から脱だつ出しゆつした。


　モズから離り脱だつする前に、魔ま導どう球きゆうを置いていくのを忘れない。


『小こ賢ざかしい！』


　爆ばく発はつがふたつ。


　ビスマルクの魔導球とモズの放出魔法がぶつかった。


　遅おくれて、もうひとつの爆発。


　ビスマルクの背後でモズのローブが燃えていた。


「フン。あのゼンジってヤツが使ってた地じ雷らいとかいうの、なかなか便利じゃねーか。もうちょっと改良すればイケるな」


『貴様……！』


　モズの声が低くなった。


『私の邪じや魔まをするな！』


「するに決まってんだろ！　ジュジュに恨うらみがあるわけでもねーだろ！　聞きそびれちまったが、テメーらの目的はどうでもいいんだよ！　お前自身の目的を聞いたんだよ、俺は！」


『私の……目的だと？』


　怒りに嘲ちよう笑しようの成分が混じった。


　モズは火のついたローブを振る。すると燃えていた部分は消え去り、新品のように新しい布地が出現した。あれは付加魔法だろう。


『知らないとは言わせないぞ、ビスマルク。私がジルサニアに復ふく讐しゆうするのは、私自身のためだ。そのためなら――大陸全ての国を巻き込んでも構わない』


「……そうかい」


　呟つぶやきながらビスマルクが後ろに跳はねる。数歩分の足あし跡あとが全て焦こげているのは、ビスマルクが跳ねる直前にモズが放出魔法を使ったからだ。小さな爆発が連れん鎖さ的に起こり、しかしビスマルクはその全てをかわしている。


　エルガンディア共和国で得意とされている放出魔法は、威い力りよくとスピードが反比例する。ウサギを丸まる焦こげにするだけのパワーとはいえ、人間の肉眼で視認できない速さで放出するのは、個人の才覚だ。


「ちっ！」


　舌打ちしたのは、葉巻の先せん端たんが焦げたからだ。


『お前だってそうだろう？　そんな弱い身体に変化したのは、ジルサニア国王のせいだ。恨みが全くないとは言わせない』


「うるっ……せぇよ！」


　避よけながらビスマルクが複数の魔導球を投げつける。


　空中でモズに迎げい撃げきされた魔導球が大爆発を起こした。爆発が爆発を呼び、王宮の中庭が剛ごう炎えんに包まれる。


　さすがにここまで爆発が起きれば、騎き士しが気づく。


　慌あわただしい足音が近づいてくるのを感じ、モズは攻こう撃げきの手を止めた。


『ひとりでは何もできぬから、人を呼ぶか。戦法としては悪くない』


「オメーだって、あんだけ派手に爆発させたんだ。そのくらい分かっているだろう」


『ここまでやるつもりはなかった。お前と話ができればそれで良かった』


「俺は逃にがすつもりはねぇよ！」


　もう一度魔導球を投げた。


　反応してモズが放出魔法を撃うつ。小さな光が魔導球に当たるが、今度は爆発しなかった。それは何の変へん哲てつもない球で、放出魔法を受けても軌き道どうを変えず、モズの顔に普ふ通つうに当たった。


『くっ！』


　ただの球だが、意表をつかれた。


　モズが背けた顔を元に戻もどす頃ころには、すでにビスマルクが足下にいた。


「大人しくしな！　モズ！」


　至近距離からニンジンを振りかぶる。今度は強化したニンジンに、アミュレットが巻き付けてある。その威力は二倍以上に膨ふくれあがる。


『……！』


　ニンジンが顔面に当たった。


　仮面が割れ、中から白しら髪が交まじりの長い髪かみが漏もれ出る。


　割れた仮面の奥――モズの目が怒りに燃えるのが見えた。


『おのれ……おのれっ!!』


　割れた仮面を手で押さえながら、モズが魔法を放った。


「おわぁああっ！」


　光球がビスマルクの胴どうを直ちよく撃げきし、爆発が起きる。さらに爆発で生じた炎がビスマルクを包み込む。炎は赤から青、そして紫むらさき色いろへと変化し、普通の燃焼ではあり得ない炎の形を作る。


「ぐ…………ぉおお……」


　紫色の炎の中で、ビスマルクはもがく。


　身体の芯しんから焼けそうだ。


　呼吸をするたびに毒が全身を巡めぐっていく感覚。


　吐と瀉しや物以外の何か得体の知れないものが口からこぼれていく。


「こっちだぞ！」


「ああっ、なんだこれ!?」


　爆発と炎に導かれ、騎士たちが駆けつけてきた。


「おい、そこで何をやってる!?」


「誰だれだアンタ？　仮装でもやってるのか？」


　十人ほどの騎士がモズを取り囲み、そしてただならぬ気配を感じたのか、一いつ斉せいに剣けんを抜ぬいた。


「やめ……」


　ビスマルクの制止は、どちらに向けられたものか。


　モズが片手を前に出す。


　直後、十人の騎士の剣が錆さびてボロボロになった。


「な、なぁっ!?」


　全員が腰こしを抜かした。


　騎士の剣は魔法がかけられており、竜の爪つめでも折れることはない。鎧よろいよりも剣の方が堅かたいとまで言われているのだ。それは折れぬ心を体現したジルサニアの誇りだったのだ。


　それをモズが折った。


　モズなりの最大限の警告だったのだろう。どのみち、唯ゆい一いつの武器を失って騎士達は腰を抜かしたり、逃げ出している。


「…………」


　それでいい、とビスマルクは心の中で頷うなずいた。


　決して立ち向かってはいけない。半はん端ぱな騎士では返り討ちに遭あうだけだ。


『……ビスマルク。この借りはいずれ返す』


「待……て！」


　コートを翻ひるがえして去ろうとするモズ。


　落日の向こうに消えていく黒いコート。


『っ！』


　その足が止まった。


　コートの端はしを、矢が縫ぬい付けていた。


『射手か』


　モズの視線が上に上がる。


　城じよう壁へきの上に弓を構えたフェリサがいた。


「……何モンだ、おめ」


　フェリサは身を屈かがめながら、すでに第二射を放っていた。


　音しか聞こえない速さの矢を、モズは素手で摑つかんだ。


「!?」


『目と技はいい。だがテンゲンジャに比べて力不足だ』


　摑んだ矢をクルリと回すモズ。


　その矢が青い炎ほのおに包まれた。投てきの姿勢に入る。


「やめ……ろ……！」


　全身の力を振ふり絞しぼり、起き上がろうとする。


　炎が熱い。身体中から煙けむりが上がっている。


　ビスマルクの手が動いた。





　落ちていた騎士の剣を拾う、五本の指。





　指から手に、手から腕うでに力が伝わる。


　風が直接、肌はだに触ふれる。


　足が動いた。二本の足が大地を蹴けった。


　髪の毛けが風になびく感かん触しよく。


「やめろおぉぉぉおおおおおおおっ！」


　視界が高い。


　モズまで三歩。


　二十五年前の経験は、身体からだに刻まれていた。


　両足でしっかりと踏ふみ込こみ、錆びた剣でモズを袈け裟さ斬ぎりにする。


『お前！　その姿――』


　錆びた剣はモズの仮面を完全に割ると共に、粉々に砕くだけ散ちった。


　それしかできなかった。


　膝ひざから崩くずれ、ビスマルクは煙けむりを噴ふいたまま中庭の芝しば生ふに倒たおれた。


　全身から出る煙のせいで、モズの輪りん郭かくすら分からない。


『――もう限界か』


　両手で顔を覆おおい、モズが何事か呟く。


『次はどの国で会えるかな――ビスマルク』


　するとモズの周囲を黒い霧きりが取り囲んだ。ほんの少しの時間だったが、霧が晴れるとモズの姿はもうどこにもなかった。瞬しゆん間かん移動したか、姿を隠かくしたか。そのどちらの魔ま法ほうもビスマルクは知らない。


「隊長！」


　珍めずらしいものを聞いた。フェリサが慌てる声だ。


　駆かけ寄よってきたフェリサが、ビスマルクの手を握にぎった。手からも煙が噴ふき出している。自分の身体はどうなってしまうのか、ある程度魔法をかじったはずのビスマルクでもわからなかった。


「隊長、そん身体……！」


「いいかフェリサ……絶対に誰にも言うなよ……！」


「んだども！」


「これは、隊長命令だ！」


　怒ど鳴なったら、口からも煙が出た。


　それが最後の体力だったらしい。もはや指にも力が入らない。


　意識を失う寸前、自分の耳が頭の上にあるかどうか確かめようとする。


　ほんの少しだけ頭上の何かが、ぴくり、と動いた。





　　　　　　　＊





　ミロクの剣は強かった。あまりにも強すぎて、宝ほう剣けんをただの鉄の棒に変えてしまうほど。もはや相手を斬きるためでなく、力を叩たたきつけるだけのようだ。


　だが雷かみなりの剣は、それでも機能する。相手に触れれば発動するのだから。


「ふっ！」


　ディアートの細剣は、そんなミロクの剣を全て避けた。


　額に汗あせが滲にじんでいるが、それはディアートも本気になった証あかし。半身になって細剣を構えたディアートからは、軽けい薄はくな表情が消えていた。


「でぇえいっ！」


　対して怒いかりで我を失いかけているミロクの剣は、大きい軌道でディアートを狙ねらう。相手を良く見て、寸前でかわすディアートとは、スタミナの消費量が倍近く違ちがうはず。それでもミロクは無む尽じん蔵ぞうの体力で攻せめ続ける。


　ディアートも細剣で宝剣を受け続ける事はできない。いくら重い剣とはいえ、打ち合いを繰くり返かえせば疲つかれるし、手が痛む。


「どうしたのミロク。疲れてきたんじゃない？」


「……！」


　ディアートの挑ちよう発はつを無視して、ミロクは雷の剣を振ろうとして――止める。


　まだ理性が働いていた。


　剣を構えたディアートの背後に、ジュジュとトーラットがいる。


　万が一ディアートが雷の剣を避さけたら、背後のふたりに電でん撃げきが当たる可能性がある。ジュジュはともかく、重傷のトーラットは移動することもままならない。


「ほらほら、しっかりしなよ。守るって言ってたじゃん」


　笑いながら細剣をトーラットに向けるディアート。


「てめぇっ！　止やめろ！」


　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよがスキを生んだ。


　ディアートの剣にしか注意していなかった。剣を持たない右手が何かを投てきする。


「うおおおおおあぉっ！」


　激しい目の痛みに顔を背ける。


　魔ま導どう器きが破は裂れつしたのだ。どうやら強い音と光を発するものらしい。


「アハハハハハハッ！」


　声を頼たよりに剣を振るが、空を切った。


　あとは己の勘かんが頼りだった。ディアートの剣が肩かたの横を紙一重で通り過ぎていくのを感じ、それだけで自分と相手の位置を確認できた。


「くそっ！」


　やぶれかぶれで突つき出だした剣が、ディアートの細剣とぶつかる。


　白い視界の中で、徐じよ々じよにディアートの輪郭が見えてきた。


「今度は、こういうのはどうかな！」


「なっ！」


　ディアートが剣を振る動作が見えたので、ミロクも剣で防ぐ。


　違った。剣ではなく、また何かを投げたのだ。


　それは黒い手て枷かせだった。剣と同じ素材でできているのか、重く剣に絡からみついた。


　腕よりも細い剣けんなら、手枷が閉まることはない。


　しかしこの重量は、わずかな幅はば、わずかな時間だけ剣を下げてしまう。


　剣けん士しにとって、この小さな差が命取りになる。


「ハハハハッ、アハハハハハハハハッ！」


　笑いながら飛んでくるディアートの剣が、ミロクの足にかすった。


「いっ！」


　痛みに膝をつくミロク。素早いディアートの追つい撃げきを剣で受ける。


「くそぉおっ！」


　強引に立ち上がり、剣ごと身体を押し返した。


　だが立場は変わらない。またディアートの背後にジュジュとトーラットがいる形に逆ぎやく戻もどりだ。


「くっそ……！　色んなモン持ってやがる……！」


「汚きたないと思うかミロク!?　戦いに汚いも綺き麗れいもあるかよっ！」


　右手に剣を構え、左手は背後に回すディアート。何を持っているのか知らないが、何かを隠しているかもしれないという事実が武器となる。


「開き直りやがって……！」


「バカでいいよ、君は。正直な話、ジュジュよりずっとやりやすい」


　声から安あん堵どの気持ちが伝わってくる。ミロクが来る直前、ジュジュに何を言われたのだろうか。


　確かにディアートは最強ではない。剣の腕ならバウゼンやミロクはおろか、その辺の騎き士しと同レベルだ。強いが、決して名前が轟とどろくレベルではない。


　だがこの道具がミロクを苦戦させる。


　使うな、とは言わない。剣での決けつ闘とうを申し込んだわけではないし、ディアートにとっては日常的に使っている仕事道具だ。


　ディアートはこれでも卑ひ怯きよう者だと思っているのだろう。


　だがミロクは少し彼の性格を理解した。


　いくら悪ぶっていても、やはりこの男は真面まじ目めなのだ。


　状じよう況きように固執しすぎている。人質を盾たてに逃にげることもせず、背後からミロクを襲おそう事もしない。もっとも、これから先どうなるか分からないが。


　――そうなる前に、叩き潰つぶす！


　ミロクの雷の剣が突き出されるが、ディアートはそれを素早く叩き落おとす。


　道具もそうだが、ディアートの剣はとにかく速い。細剣の長所だが、長いリーチで繰り出される突きは鍛きたえられた騎士の技だ。


　さらに彼の背後にはジュジュとトーラットがおり、ミロクも全力で剣を振ふれない。


　大きく、深呼吸をする。


　時間が経たったおかげで、冷静に考えることができた。


「……これじゃ、ダメだ…………！」


　雷の剣を見る。


　当たれば一いち撃げきで気絶させられる強さを秘めた宝剣だが、今この場にはそぐわない。


　もっと小回りがきいて、もっと安全な武器が欲しい。


「ふっ！」


　ミロクは雷の剣を屋根に突き刺さした。弾はじけるほど荒あれていた刀身の雷は、刺さった瞬間に消えてなくなった。おそらく屋根と家が雷を地面に逃がしているのだろう。


「いいぜ、来いよ」


　ミロクは胸に刺さった武器を逆手に構える。首のアミュレットを巻き付けて強化する。白い光が手首まで覆った。


「……正気かい？」


「もちろんだ」


　かつて何度も命を救ってくれた、愛用の武器だ。





「ディアート――お前ごとき、ニンジン一本で充じゆう分ぶんだ」





　前にこのセリフを言った時は、自信が半分、挑発が半分だった。


　だが今は若干違う。


　ジュジュの宝剣よりも、ディアートを倒すのに適した武器だと思っている。


　――武器に拘こだわっているようでは、一流の剣士にはなれない。


　そして、この武器は持つだけで挑発の意味がある。


　相手が「どうやって戦えばいいのか」分からず、躊躇する。そして試しに剣を繰り出してくる。竜りゆう騎き兵へいの時もそうだった。


　ディアートも考えている。果たして丸まる腰ごしと同じように扱あつかっていいものか、短たん剣けんを持っていると想定すればいいのか、それとも最強の武器を手にしているのか。


　悩なやんだ末に出した答えは、フェイントを交えた突き。


　どちらにせよ近づかなければ剣は刺さらない。


　一歩踏ふみ出したディアートの剣はニンジンを狙っていた。


「シッ！」


　ニンジンに突き刺さる細剣。


　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがかかっていても、黒こく鎖さ隊の重い剣を真正面から突き刺せば、貫つらぬくことはできる。それより強い防御魔法がかかっている騎士の制服すら斬れる剣だ。そのくらいミロクは想定している。


　だが、突き刺したニンジンをどうするかまではディアートは考えていないだろう。


「おらぁああっ！」


　ニンジンに剣を突き刺したまま、ミロクは踏み込んだ。


　右手を引くと、ニンジンに刺さった細剣が動く。いわば剣とニンジンがくっついた状態である。


「おわっ！」


　剣を引かれてバランスを崩くずすディアート。


　すでにミロクは眼前まで近づいていた。





「歯ァ食いしばれッ！」





　限界まで握にぎりこんだ拳こぶしが、ディアートの頰ほおにめり込んだ。歯が折れる感かん触しよくが手に伝わるが、その感触までも叩たたき伏ふせようと拳を振り切った。


　屋根がへこむほど強く叩きつけられたディアートは、剣を取り落として這はいつくばる。


「ごはっ！」


　折れた歯と血がディアートの口から零こぼれた。


　ミロクがもう一発殴なぐろうと、一歩進む。


「ま、待てよっ！」


　すぐに立ち上がり、距きよ離りを取るディアート。


「おいミロク！　もう待て！　お互たがい、戦う事はできないだろう！」


「……？」


　ディアートは目線だけを横に動かす。


　彼の細剣と、それが刺さったニンジンが転がっていた。


「どっちも武器を失ったんだぜ！」


「ああ、そうだな」


「けど、俺はまだ奥の手を持ってる！　お前が知らないブツをな！」


「…………」


　手を後ろに回すディアート。


　ハッタリかもしれないし、真実かもしれない。


「それにな！　もう下にはオウガンの暗殺者がいっぱい来てる！　俺を捕つかまえたところで、お前、暗殺者全員相手にできんのかよ！」


「できるぜ」


「……！」


　ハッタリではない。


　平然と告げるミロクに、ディアートが息を呑のむ。


「けど、もう暗殺者は来ないぞ」


「……え？」


　ミロクが視線を下げる。


　この屋根の下では、先ほどまでラムが戦っていた。今はものすごい怒ど号ごうが聞こえているではないか。複数の騎士と暗殺者が剣を撃うち合わせる音だ。


　ラムに続いて黒鎖隊が到とう着ちやくしたのだろう。もはやこの場所は騎士の戦場となっている。ディアートを助ける余よ裕ゆうのある暗殺者が、果たして何人いるか。


　いや、予想していたよりも多い。それこそ一個中隊くらいはいるのではないか。暗殺者がそれだけ増ぞう援えんを呼んだとは考えにくい。


　そういえばバウゼンに協力を要よう請せいした。彼はどれほどの騎士を呼んできたのだろう。


「はぁああああああっ！」


　中でもひときわ大きい気合い。


　アーニィの叫さけび声ごえだ。


「仮に騎士が全員やられたとしても、アーニィがいれば負ける事はないな」


　淡たん々たんと語るミロクは、憶おく測そくや希望で言っているのではない。彼女の実力をよく理解した上での発言だ。何者にも縛しばられないアーニィは最強なのだ。


　対してミロクの場合は、ジュジュが近くにいると冷静に戦える気がする。守るものがないと、ただの猪いのししになってしまいそうだ。


「それからな、ディアート」


　ミロクは指に通したアミュレットをクルクルと回す。


「俺の武器はこれだけじゃないぜ」


　手にした太いニンジンに、またアミュレットを巻き付ける。青白い光がまた手首まで覆おおい、強化されたそれを眼前に構えた。


「お、お前ミロク！　騙だましたな！」


「騙した？　いつ？」


「ニンジン一本って――」


「ニンジン一本で充分だとは言ったが、一本しか持ってないとは言ってないぞ」


「ぐっ……！」


　バカのミロクにすら裏をかかれて、ディアートの表情が歪ゆがむ。


　進しん退たい窮きわまった彼が取った行動は、ミロクも予想していた。


「うあああああああああっ！」


　拳を握って、ミロクへと駆かけ出だす。


　受けようとニンジンを構えるミロクに、ディアートは魔ま導どう器きを放り投げた。


　それも予想済みだ。


「だぁっ！」


　ニンジンで魔導器を叩くが、今度はその場で破は裂れつした。


　てっきり光と音のヤツだと思っていたのだが、中から粉が出てきたではないか。


「うわっ、ゲホッ、オエッ！」


　トウガラシのような香こう辛しん料りようだ。


　使い道は光と音の魔導器と似たようなものだろう。殺さずに敵の動きを止めるための魔導器だ。いくら鍛えていても、これは避さけられない。


「く、そぉっ！」


　ミロクが咽むせている間に、ディアートは屋根から屋根へ飛び移った。


　こちらを振り返かえらずに、一目散に逃にげていく。


　追おうとしたのだが、あの微み塵じんも迷いのない走りは、ミロクはおろかウサギのビスマルクでも追いつけなさそうなスピードだった。あの逃げ足あしを剣けんに生かせば、もっと強くなれそうなのだが。


　それでもミロクは屋根に刺さった雷かみなりの剣を抜ぬき、ディアートを追う。


「待てディアート！」


　屋根から屋根に飛び、ディアートの足あし跡あとを辿たどる。


　何も考えていないわけではない。


　屋根で移動する場合、城下町の外方面に出るためにはどこかで必ず屋根が途と切ぎれる。そこを降りるには、必ず時間がかかる。


　また城下町の中央方面に逃げるにしても、途と中ちゆうで大きく十文字に切られた大通りがある。どちらにしろ、そこで屋根は途切れる。


　ディアートが逃げたのは、大通り方面だった。


　大通りに出たところで、屋根から飛び降りたところを捕まえる――もしくは、近くの騎き士しに捕まえてもらう。


「ディアート！　もう逃げられないぞ！　止まれ！」


　徐じよ々じよに近づいてくるディアートの背中に叫ぶ。いつもは黒鎖隊に怒おこられる立場の赤目隊が、こうして追いかけているのだから皮肉なものだ。


　数すう軒けんの屋根を飛とび越こえると、もうそこは大通りだった。


　進行方向に屋根はなく、祭りの最後を締しめくくるパレードが行進している。


「チッ……」


　止まらざるを得ないディアート。


　しかも傾かたむいた屋根なので、バランスも取りづらい。


「追いついたぞ、ディアート！　もう逃がさない！」


「ここまで、か……」


　振ふり返り、ミロクと相対するとため息をついた。


　最後の抵てい抗こうすらできないだろう。もはや剣も失っている。


　だが今度はこちらに雷の剣がある。もうジュジュもトーラットもいないから、好きなだけ振り回せる。


　大きな音が注意を散さん漫まんにした。


　パレードだ。百人を超こえる楽団に、同じくらいの踊おどり子こ、それに名も無き神の巨きよ大だい像が運ばれている。その他にも家より大きな車に乗せられた花飾かざりや、小さい風船を投げる子供たちなど。


「キレイだね」


　ディアートはミロクもそっちのけで、大通りのパレードを見た。こんな時に背中を見せるのは、もう観念しているからか。


「なぁミロク。信じてもらえないかもしれないけど、俺はジルサニアのことは好きなんだぜ？　姫ひめ様は今日の件で大だい嫌きらいになったけどね」


「裏切り者が、何言ってやがる」


「ハハッ、単純明快、単刀直入！　ミロクらしくていいね！」


「いいから、大人しくしろ！　両手を挙げて、こっちを向け！」


　雷の剣を突つきつけると、ディアートは言われたとおりに手を挙げた。


　ゆっくりとこちらを向くが、とぼけた顔をしている。


　口の中で何かモゴモゴと動かしていた。


「なにやってんだ？」


「いや、さっき君に殴られた時の歯がね――」


　何気ない会話の最中、突とつ如じよ感じた寒気。


「――っ！」


　それが殺気だと分かったのは、ミロクが両手をクロスさせて顔をかばった後だった。思考より先に身体からだが動いたのである。


「いってぇっ！」


　ディアートが吹ふき出した何かが左手に刺ささった。鋭するどい刃は物もののような――


　腕うでを解いてそれを確かめる。


「針!?」


　ディアートの口から飛ばしたにしては、長い。羽根ペンよりも長い。あんなもの、どうやって口に入れていたのか。


「ディアート！」


　意識が逸それた、その一いつ瞬しゆんがディアートの好機だった。


「よっ、と」


　本当にどこから取り出したのかわからないロープを、パレードの花飾りに向かって投げつけた。


　鉤かぎ縄なわのような爪つめがついた先せん端たんが花飾りにかかると、ロープが自動的に巻き戻もどされる。ディアートの身体があっというまにパレードの花飾りに飛んでいった。


「あああっ！」


　針を飛ばしたこともそうだが、そんな道具を持っていたのも驚おどろきだ。


　まだあんな手を隠かくしていたのか。


「ミロク！　姫様によろしくねっ！」


　爽さわやかに挨あい拶さつすると、今度は鉤縄を通りの反対側の屋根に投げつける。そしてパレードの参列者も気づかないうちに、ディアートは屋根に飛び移っていってしまった。


　まるで盗とう賊ぞくのように素早い逃とう走そうだった。


　あの道具も犯罪騎士を取とり締まる時に手に入れたものだろうか。


「くそっ！　逃がした！」


　追いつけないと分かると、ミロクは手にした針を無意識にへし折ってしまう。


　その後で、折った針がまた気になった。


　よく見ると血が付いている。ミロクだけの血ではなく、全体的に血で濡ぬれている。


「これ、骨か……？」


　そういえばディアートは、この針を吹き出す時に、歯がどうとか言っていた。


　ということは歯を針に変えたのか。


「もしかして〝変化プロセス〟の魔ま法ほう……？」


　ジルサニアの北東にあるツッキーニ王国の魔法だ。


　ディアートがそれを使ったのだとしたら、これ以上ない奥の手である。それを使える理由までは、さすがのミロクでも分からない。


「ラムさんに見せてみるか――って」


　気が抜けると、突かれた足の痛みが蘇よみがえってきた。


「つつつ……」


　今までよく屋根を飛び越えられたものだ。


　倒たおれて休みたいが、そうはいかない。


　もっと重傷の人間がいる。








　来た屋根を根性でまた飛び越えて、ミロクは現場に戻った。


「トーラット！」


　ミロクは動かない仲間に駆け寄よった。


　制服は黒ずみ、眼鏡めがねも砕くだけ散ちり、ピクリとも動かない同どう僚りよう。触ふれて良いのかすら分からず、ミロクはオロオロするだけ。


「大だい丈じよう夫ぶ、生きてる」


「そ、そっか……」


　ジュジュの診しん断だんにホッとするが、このままにしておいていいはずがない。


　トーラットを抱だき起おこして、治ち療りようの出来るところに連れていかなくては。


「ごめんな、トーラット……来るの遅おくれて、ごめんな」


　長身の身体を担ぎ上げようとするミロク。だが足を斬きられていて踏ふん張ばる事ができない。それでも背負おうと努力するが、膝ひざが震ふるえる。


「ミロク……」


　そんなミロクの耳元で、トーラットが小さく呟つぶやく。


「トーラット！　ごめんよ！　俺――」


「何を……謝るんですか」


「だって俺、間に合わなくて！」


「間に合いましたよ、ちゃんと……ジュジュを守れたじゃないですか…………僕が遅れても……君が遅れても…………守れなかった」


「その通りだミロク」


　フラつくミロクの身体を片手で支えるジュジュ。


　もう片方の手はハンカチで顔を念入りに拭ふいている。


「謝る事はない。お前もトーラットも、騎士としての仕事をきちんと果たしたんだ。誇ほこっていいんだ」


「ジュジュ……」


　姫にそこまで言われると、それ以上何も言えなくなってしまう。


　それに彼女の言葉はミロクの自うぬ惚ぼれも吹き飛ばす。自分ひとりがジュジュを守れるような気がしていたが、それは大きな間ま違ちがいだ。トーラットもフェリサもアーニィも、誰だれひとり欠けてもジュジュを守れなかった。


　きっと騒さわぎの発ほつ端たんであるビスマルクも、見えないところでジュジュを守ってくれたのだろう。


「ほれミロク。とっとと運ぼうぜ」


「ああ」


　ジュジュに支えられ、ミロクは屋根から屋内へ続く扉とびらを降りようとする。


「トーラット、ケガしてるの？　早くこっちに！」


　その下ではすでにアーニィとラムが待機していた。


　ここは彼女たちに任せたほうがいいだろう。


「ジュジュ、ゆっくり降ろすぞ」


「おう」


　協力しながらトーラットを降ろすふたり。アーニィとラムがトーラットの姿を確認すると、なにも言わずに全速力で駆かけ出だした。アーニィはともかく、ラムは甲かつ冑ちゆうを着ているとは思えない素早さだ。


「トーラット、間に合うよな？」


　希望を口にするミロク。


「ったりめーだ。姫を守った騎き士しを殺したとあっちゃ、ジルサニア王家の名折れだ」


　ジュジュはいまだにハンカチで頰ほおを拭ぬぐっていた。


「くそっ、いくら拭ってもキモい感かん触しよくが消えねぇ。いっそバケツの水、頭から被かぶっちまうか。それとも噴ふん水すいに飛び込むか――」


　いったいディアートに何をどこまでされたのか。


　ミロクが肉眼で見たのは、耳たぶを舐なめられているところだった。


「ジュジュ……その、お前」


「あーもう！　ムカつく！　まだ唾だ液えきがこびりついてる気がする！　もうこのハンカチもあいつの唾液まみれだと思うと、キモい！　キモくて鳥とり肌はだ立たつわ！」


「ってお前、俺の服で拭くなよ！　俺の服もキモくなるだろうが！」


「うるせぇな！　好きでもない男に身体まさぐられる気持ちが分かるか!?」


　それは分かる。好きでもない男に身体をいやらしく触さわられたら、女性よりも男性の方が不快に思うだろう。想像したくもないが、唯ゆい一いつビスマルクの毛並みだったら許せそうな気もする。


「……すまん。そこまで守りきれなかった」


「いいよ、もう。それ以上のことはされなかったし」


　少しだけホッとした。


「それに、私にここまでしといてタダで済むとは思わせねーぞ。カンタンに処しよ刑けいなんざさせねーからな。肉体的にも精神的にもトコトン追おい詰つめてやる」


　悪あく魔ま的な笑みを浮うかべるジュジュ。


　嫌いやがる以上に、この状じよう況きようを楽しんでいるようにも見える。


「なんだジュジュ、思ったより平気そうだな」


「まーな。少し感心してる部分もあるし」


「感心だとぉ？」


「この私にあそこまでのマネをしてみせたのは、あいつが初めてだからな。勇気と度胸だけは褒ほめてやる」


　堂々とした態度に、ミロクは少しモヤッとする。


　なんだか分からないが、嫌な気持ちだ。


「はぁーあ、ミロクもそんだけの度胸があればなー」


　それは誘さそっているのか。


　いや、絶対に違ちがう。


「どうせ俺が同じことしたら、ブン殴なぐるだろ」


「……そう訊かれたら肯こう定ていせざるを得ないよな、普ふ通つう」


　変な返事をするジュジュ。


　曖あい昧まいな言葉の意味を考えようと腕を組むミロク。


「ん……」


　眩まぶしい光に顔をしかめる。


　西の山の向こうに日が落ちて、空が赤く染まり始めていた。


「さーて、と。そろそろ閉幕式か。仕事だぞミロク」


「ああ」


　何事もなかったように屋根の扉から屋内に入るジュジュを追って、ミロクも走った。


　例年より騒がしかった納のう涼りよう騎き士し団祭りも、もうすぐ終わる。


　小さな事件は解決したが、それに伴ともなう大きな事件が見みえ隠れしているような気がして、少しだけ身み震ぶるいした。


　ディアートに命令を出した相手は、まだどこかにいるのだ。


　オウガン帝てい国こく――


　祖国に残した妹の事を、少しだけ思い出した。





　　　　　　　＊





　ジルサニア城下町の大通りをそのまま南下すると、住宅街に出る。夜になって家路につく人々で溢あふれかえるが、その住宅街を抜ぬけると広大な農場があり、そこまで来れば人もいなければ明かりもない。後夜祭の騎士たちに負けじと、夜行性の虫が大合唱を始める。


　その農場に集まる天てん尾び隊は、仲間の手当てに奮ふん闘とうしていた。


「約束の時間になったが、これだけか……」


　天尾隊のまとめ役、ゼンジが苦笑する。


　ジェルメーヌ姫ひめとアーセージ王子の暗殺作戦で、実行犯は三十人ほどいた。しかし戻もどってきたのはたった四人。それも城下町の端はしの方で待まち伏ぶせをするという、万が一の人員だった者達である。


「なぁ、これ人選ミスだったんじゃねーの？　そんだけいりゃー、ひとりくらい殺せたんじゃないの？」


　ケガ人に聞こえているのに、テンゲンジャは遠えん慮りよ無く尋たずねる。


「集団っつっても、手て練だれと素しろ人うと、半々くらいじゃろうな。素人でも剣けんが届く距きよ離りまで近づければ、刺さし違えることもできるんじゃが……」


「近づけなかったわけだ。手引きまでされといてねー」


　ホウショクもヤツガツも気楽に答える。


「仕方ない。暗殺者の中には減げん刑けいと引ひき替かえに参加した犯罪者もいる。中には素人もいただろうさ」


　シェンランは笑うような真似まねはしない。


「ワシたちと同じってことかい。笑えんのー」


　もしも実際に暗殺に参加しろと言われたら、もっと憂ゆう鬱うつになっていたはずだ。天尾隊は姫の親衛隊の怖こわさをよく知っている。全員、二度と戦いたくないと口を揃そろえて零こぼしていた。


「手当てが終わったら出発するぞ」


　部下たちの作業を見守りながら、シェンランは周囲を警けい戒かいする。できることならすぐにでも立ち去りたい。


　この近くの森に、竜りゆうを待機させてある。中型の飛ひ竜りゆうで、三人までなら乗せて飛べる。さらに黒い迷めい彩さいを施ほどこしてあるので、夜間に上空を飛べばまず見つからない。だがかなりの高度を全速力で飛ぶため、体力が必要になる。


「失敗……か」


　自然と零れるため息。


　出世が遠のいた悲しみと共に、ジェルメーヌ姫が生き残ったことに対する安心感。


　あの姫はミロクと同じくらい面白いので、また会いたいと思っていた。


『気を落とす必要はない。お前は任務を果たしたのだから』


「……だからやめろと言っているだろう、気配を消して話しかけるのは」


　背後から聞こえるモズの声。


『見た目が目立つのでな。気配を消すことに慣れてしまうのだ』


「ふん」


　振ふり返かえったシェンランは、違い和わ感かんに気づく。最初、声が少しおかしいと思っていたのだ。魔ま法ほうで声を変えているのは知っているが、どうもトーンが違う。


「モズ、その仮面は？」


『急ごしらえで作った。旧友と、少しあってな』


　モズの顔面を覆おおっているのは、いつもの化け粧しようを施した仮面ではなく、祭りで売っていたジルサニア製の白いものだった。普ふ段だんから仮面を付けているので、顔自体が変わったような気になる。


「あともう少しで、出発準備が整う。さっさと逃にげるぞ」


『うむ』


「……やっぱり、今回の作戦、私たちも参加した方が良かったか？」


『いや。殺せなくとも、成果はあったのだ』


「というと？」


『内部に裏切り者を作ることによって、ジルサニアが混乱する。主君の度量によって程度は変わるが、確実に疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。そうなれば、私も仕事がしやすくなる。ホラキアとは少し違うやり方だが、中から攻せめるという手は変わらない』


「なるほどな」


　混乱させられれば、それで成功だったのだ。


　もちろん暗殺を目標にして捕つかまったり殺されたりした実行犯たちには、口が裂さけても言えないセリフだが。


「シェンラン、こっちは大だい丈じよう夫ぶだ」


　ゼンジの報告を受け、シェンランとモズが頷うなずく。


　ジルサニア騎士が勘かん付く前に脱出する。これ以上この国に用はない。


　シェンランが荷物をまとめようとすると、暗がりから小さな足音がした。


「!?」


　その場にいた全員が身構える。


　鍛きたえられた者の足音ではない。とすると、この農場の持ち主か、あるいは祭りの気分に浮かれた酔よっぱらいか。


　目を凝こらして確認すると、そのどちらでもなかった。


　相手は――明確に彼らを追ってきた者だった。


「探した…………よ……」


　息せき切って走ってきたのは、シェンランの妹だった。


「コ・ニィエン……」


　シェンランの前で立ち止まったコニーは、周りに屈くつ強きような男たちがいることにも気づいていない。それほど疲つかれ果て、両りよう膝ひざに手を置いて荒あらい呼吸を繰くり返していた。


「シェン……ラン………………どこ……行って……」


「ずっと探してたのか」


「探してたのかじゃないよ！　勝手にどっか行っちゃうし！」


　いきなり顔を上げて、コニーが摑つかみかかってきた。


「何!?　悪そうな人達と一いつ緒しよになって、ここで何やってるの!?　シェンランも悪い事してるの!?　だったら私、許さないよ！」


　シェンランの周囲にいた悪そうな人たちが苦笑する。


　だが冗じよう談だんの通じない者が、コニーを指さした。


『コ・ニィエン・オウガンだな。オウガン帝国第二皇女』


　その名前を聞いて、天尾隊や暗殺者たちがどよめく。顔を知らないわけではなかったが、まさかこんなところにのこのこと走ってくるとは予想していなかった。それはシェンランだって同じことだ。


「誰だれ……？」


　モズを見るコニー。


　明らかに異質な人物に、勢いで飛び出してきたコニーも固まる。


「へぇ、そいつはイイコトを聞いた」


　まさにその時を狙ねらったかのように、コニーの口を押さえる者がいた。


「んんっ！」


　左手で口を封ふうじ、右手で腕うでを背後に捻ひねる。


　一いつ瞬しゆんの早業に誰も手出しできなかった。


「この娘こもお姫様なんだー。じゃ、こうして捕まえてオウガンに連れていったら、何かとお得なんじゃないかなぁ」


　ディアートだった。


　殴られて腫はれた頰ほおはそのままに、騎き士しの制服を着たまま今まで潜せん伏ぷくしていたのだろう。コニーに気を取られていたせいで、誰も彼の出現に気づかなかった。


　天尾隊も暗殺者も、ディアートたちを中心に集まってくる。


「いやー、俺さ、ジェルメーヌ姫殺すの失敗しちゃったじゃない？　それまでの手引きをしたって言っても、肝かん心じんの命か左手、持って来られなかったし」


　クスクス笑うディアートに、誰も反応しない。


「ねぇモズさん。分かってるだろ？　俺はこのままじゃ帰れないんだ。金をもらわないと、裏切った意味がなくなるからね。もちろん、金を使うために、ここで捕まるわけにもいかない」


『……そうだな』


　控ひかえめに答えるモズ。


　さして興味はないのか、それとも――


　シェンランの怒ど気きに気づいたのか。


「騎士」


　地じ獄ごくの底から湧わいて出てくるような低い声だった。


　コニーがこちらを見て固まる。


　自分がどのような表情をしているか、見当も付かない。考える余よ裕ゆうもない。


　ただひとつだけ自覚できるのは、静かな怒いかり。





「一度だけ警告する。コ・ニィエンを離はなせ」





　シェンランは腕を組んだまま、微び動どうだにしない。


　ただ軽けい薄はくそうな顔の騎士を見つめているだけ。


「な、なんだよ!?　こいつ亡命してたオウガンの姫なんだろう？　ってことはアンタの妹なんだろ？　なんで連れて帰っちゃいけないんだよ！　おかしいだろ！」


　ディアートの反論はもっともだ。


　ミロクと同じように、コニーに関しても本国では賞金がかけられている。


　それでもシェンランは承しよう伏ふくしかねる。


「たとえ彼女がどこにいようと、どんな必要があろうと、家族に手を出す者を私は許さない。絶対にだ」


「ふ、ふざけんな！　お前の事情じゃないか！　そんな勝手が通るかよっ！」


「通す」


　シェンランが片手を上げた。


　するとテンゲンジャが石つぶてを親指ではじき飛ばした。矢のような速度で礫つぶてがディアートの手に当たり、コニーの口を解放する。


　同時にホウショクが獣けもののような低い体勢から足を払はらい、バランスを崩くずしたディアートの頭をヤツガツが鷲わしづかみにした。


「シェンランを傷つけるヤツは、許さないよ」


　ディアートが意識を失う寸前、最後に聞いた言葉がそれだった。ヤツガツに力任せに地面に叩たたきつけられ、ディアートの頭が土にめり込んだ。生きてようが死んでようが構わなかったが、どうやら生きていたようだ。


「あぁ……あ……」


　救出されたコニーは何が起きたかわからず、地べたに座り込んだ。


「ごめんよ、コ・ニィエン様」


　ゼンジがコニーの背中と首筋に触ふれた。なにかツボのようなものを刺し激げきすると、コニーの意識があっという間になくなる。


　倒たおれたコニーを抱だきかかえたゼンジが、シェンランの元へ戻もどってくる。


「コ・ニィエン……」


　眠ねむっているコニーの目から、涙なみだが流れていた。


　そっと手で拭ぬぐうシェンラン。


『……甘いな』


　モズが冷れい酷こくに評する。


『連れて帰れば、褒ほう美びをもらえたものを』


「黙だまれモズ」


　シェンランの怒りはまだ解けず、言葉がきつくなる。


「普段からお前のワガママを聞き続けてきたんだ。たまには私のワガママも聞け」


『……まぁ、いいだろう。コ・ニィエンに国をどうにかする力はない』


　それを聞いてシェンランがほっと息を吐はく。


　ようやく怒りが収まってきた。


「で、シェンランよ。コレどうするんだ？」


　地面に埋うまったディアートをつつくテンゲンジャ。


「放っておけ。こいつは『今日はツイてる』と言っていた。名も無き神の慈じ悲ひがあれば目覚めてどこかに逃げるだろうし、ジルサニア騎士に捕まればそれまでの運だ」


「さてさて、どうだろねー」


　無責任に笑うテンゲンジャ。


　しかし、意外な行動をとる者がいた。


　モズだ。


　ローブから取り出した袋ふくろを、倒れたディアートの側に置いている。


「なんだ、それ？」


『金だ。この男はこの金のために国を裏切った。約束は果たしたのだから、しかるべき報ほう酬しゆうを払うのが筋というものだろう？』


　シェンランを見ながらモズが答える。


　まだ怒り心しん頭とうのシェンランだったが、それには同意せざるを得なかった。騎士に捕まれば全て没ぼつ収しゆうされるだろうが、約束は約束だ。


「……だが、こちらは放っておくわけにはいかんな」


　ゼンジが抱かかえるコニーを見て、シェンランが悩なやむ。


　ここに放置するわけにもいかず、だがオウガンに連れて帰りたくはない。


　城下町を見た。


　夜を照らす松明たいまつのように、煌こう々こうと輝かがやいている。


　今は王宮で後夜祭が行われている時間だ。








　何度も手紙に書いた住所だから、頭に入っていた。


　道の標識と勘を頼たよりに歩く。暗い夜道も今日だけは安全で、旗にかけられた魔ま法ほうの光が通りを明るく照らしていた。もしかしたら祭りだけでなく、普ふ段だんからこうなのかもしれない。


　酒を呑のんだ大人たちが手伝いを申し出るのを断り、シェンランはコニーを背負ったまま城下町を歩き続けた。


　目標の家に辿たどり着つくずっと前の道で、その女性は待っていた。


　おそらくずっとコニーを探し続けていたのだろう。大声でコニーを呼びながら、周囲の人に尋たずねて回っている。汗あせを拭おうともせず、ただひたすら探している姿を見て、シェンランは懐なつかしい気持ちになった。


　やがてその女性は細い目をさらに細めてこちらを見た。


「あなた……！　いいえ、あなた様は……！」


　口元を手で覆おおい、頼りない足取りで駆かけ寄よってくる。


「リ・シェラ様！」


「久しぶりだな、ササヤ」


「あぁ……どうしましょう、コニーお嬢じよう様さまとリ・シェラ様がこんな…………いったいどうなさったのですか。今日は泊とまっていかれるのですか!?」


　目に涙を浮うかべて、シェンランの手を握にぎるササヤ。


　コニーを背負っているのを見て、すぐに受け取ろうとする。家まで運ぶわけにもいかず、コニーの身み柄がらをササヤに引き渡わたした。


「リ・シェラ様…………本当にお綺き麗れいになられて……嬉うれしゅうございます」


「ササヤは変わらないな。三年前と全く一いつ緒しよで、若くて綺麗だ」


「いいえ。そんな……あ、そうだ」


　コニーを背負ったまま、ササヤは手を叩く。


「ミロクぼっちゃまにはお会いになりましたか？　まだでしたら、ホラ、あそこで後夜祭をやってらっしゃるので、是ぜ非ひ――」


「すまないササヤ。会えないんだ」


「どうしてです……？」


　彼女もコニーも、何も知らない。


　だけどこの状じよう況きようで黙っている事はできない。


「私は――オウガン軍の小隊長だ。ジルサニア騎士のミロクとは敵同士になる。すでに刃はも交えた」


「そんな……！」


　ササヤの涙が溢あふれ、こぼれ落ちる。


　コニーを背負っているので拭う事もできず、雫しずくが地面に落ちた。


「どうして…………どうして、あんなに仲が良かったおふたりが……！」





[image: ]


「ササヤ」


　シェンランはササヤに近寄る。


　するとササヤは片手でシェンランを抱きしめた。


　暖かい感かん触しよくがシェンランを包み、そうしていると彼女の悲しい気持ちが伝わってくる。ササヤの優しい心がシェンランの心の深い所を傷つける。


「お労いたわしや……リ・シェラ様。さぞ辛つらかったでしょうに」


「違ちがうんだ、ササヤ」


　少しだけササヤの身体からだから顔を離し、シェンランは笑いかけた。


「私は辛くもないし、我が慢まんしているわけでもない。オウガン軍で実力を認めてもらうのは嬉しいし、ゴウトだって、モ・レイホウ様やス・ミィア様が誑たぶらかしているから自由に動ける」


「リ・シェラ様――」


　シェンランはササヤの頰ほおを伝う涙を拭ふく。


「汚きたない仕事も多いが、それだけに給料も高い。なにより、私もひとりぼっちじゃない」


「そう……ですね。あちらにも味方が大勢いますものね」


「ああ。モ・レイホウ様たちや……口うるさい部下とかな」


「良かった……」


　安あん堵どするササヤから離はなれ、シェンランは頷うなずいた。


「今日のことは、ミロクには言わないで欲しい」


「……はい」


　これ以上留とどまると、シェンランも別れが辛くなる。


　一歩下がり、そして後ろを向いた。


「また、手紙を書く」


「……お待ちしています」


　背後でササヤがお辞じ儀ぎをする気配を感じた。


　シェンランも小さく頭を下げ、歩き出す。


「心配するな。私もミロクも、お前達を幸せにするために戦っている」


　そう言い残すと、シェンランは走った。


　感情が吹ふき出そうになるのを、隠かくしたかった。


　ササヤの声が聞こえた気がしたが、それでも走り続け、人混みをかき分けて、誰だれかとぶつかりそうになり、何度も謝りながら通りの角を曲がる。


　壁かべに背中を預けて、大きく深呼吸をした。


　それでも悲しい感情はくっついてきた。


「う……」


　ササヤから伝染したのだろう、シェンランの目からも涙が零こぼれた。


　ひとりぼっちではない。


　それでも懐かしい人に逢あえた事が嬉しかった。


　本当はミロクにも会いたかった。会って色々と話したかった。


　けど、それは叶かなわぬ夢。


「ほれ、これ食え」


　すると四つの影かげがシェンランに覆い被かぶさった。


　差し出されたソーセージとジュースのビン。


「……みんな？」


　天てん尾び隊が全員揃そろっていた。テンゲンジャもゼンジもヤツガツもホウショクも、みんなシェンランを覗のぞき込んでいる。


「なに泣いてんだシェンラン」


「な、泣いてない！」


　ゼンジに反発しつつ、目を擦こすって立ち上がる。いつの間にか座り込んでいたようだ。ついでにテンゲンジャからソーセージとビンを受け取る。見れば全員が同じものを食べていた。大人達はジュースではなく酒だが。


「これな、もう閉店だっつーから半額で買えたんだよ」


「ちょうどラスト五本だったんだよなー。運がいいぜ」


　真しん剣けんに語るテンゲンジャたちに、シェンランはつい吹き出してしまう。


　すでに涙なみだはどこかへ吹き飛とんでいた。


「お前達、なんでついてきたんだ？」


「いや、それがさー。竜りゆうを待機させてた場所、もうジルサニア騎き士しに押さえられててさ」


「あのまま向かってたら、ワシら全員捕つかまってたわい」


　ということは、コニーを運んできた事が幸いしたのか。


　何がどう転ぶか分からないものである。


「ってワケで、明日あしたまでジルサニアで姿隠せって魔ま導どう士しのダンナが」


　気楽に言うゼンジ。いや彼だけではなく、他の三人も目が笑っている。こいつら絶対に後夜祭まで楽しむつもりだ。


「今から宿取れるか……？」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。祭りの日だけ特別に民宿やってる店がいくつかあるんだよ。そこ当たってみるわ」


　素早くメモ帳を取り出すゼンジ。


「なんでそんなに詳くわしいんだ……？」


　まるでこうなる事を予測して、前もって調べていたかのような用よう意い周しゆう到とうさ。歩き出すゼンジに続いて、三人も後を追う。


　もうシェンランが何を言っても止まらないだろう。


「おーい、みんなー」


　力なく呼ぶと、全員歩きながら振ふり返かえった。


「とりあえず何かちゃんとしたモノ食べたい。穀物が欲しい」


　天尾隊の四人はニヤリと笑って頷くと、終わりかける祭りの中へ歩き出す。


　苦笑しつつも、空いた腹を押さえてシェンランは後を追った。




エピローグ




　拝はい啓けい　シェンラン様





　コニーです。


　怒おこってます。


　お祭りの日の事は、多分一生根に持ちます。


　どうして私に何も言わずに帰っちゃったの？　ササヤさんもずっと泣いてたんだよ？


　あの日、私の知らないところで大変な事件が起きたのは、なんとなく分かります。


　お兄ちゃんの同どう僚りようが大ケガして、今もお見み舞まいに行ってます。どこに行っても騎士さんがピリピリしてるし、姫ひめ様の朝礼も今日はお休みでした。


　シェンランが関わっているとは信じたくないけど、もしもそうなら――


　困ります。


　あれだけ仲良しだったふたりが国同士でケンカするなんて、考えたくもないです。


　だけどお互たがいお仕事なんだから、止めろなんて言えません。だから困ります。


　なので、シェンランにお願いがあります。


　もっと手紙をください。


　お仕事に差し支えない程度に、もっといっぱい近きん況きようを書いてください。そしたら私もお兄ちゃんもササヤさんも安心すると思います。


　ただでさえ口下手なんだから、手紙くらいしっかり書いて！





　それでも、シェンランが元気で良かった。


　あと――


　助けてくれてありがと。





　　　　　　　＊





　やるやると豪ごう語ごしていたが、まさか本当にビスマルクを釜かまゆでにしてダシを取るとは思わなかった。アーセージ率いる蒼月隊の怒いかりは祭りが終わっても継けい続ぞくしており、全て終わった気分でのこのことやってきたビスマルクはたちまち処しよ刑けいされた。


「バウゼンのヤツ……俺が死んだらジルサニアにとって大いなる損失だぞ」


　毛皮がお湯を吸ってすっかりやせ細ったビスマルクが、氷ひよう囊のうに囲まれながら悪態をつく。熱湯に投げ込まれる直前にミロクとアーニィのアミュレットを重ねがけしたおかげで、軽傷で済んだようだ。


「おい聞いてんのかミロク！」


「はいはい聞いてますよ」


　赤目隊の部屋でのんびり茶を飲むミロク。祭りの次の日ということで、ジュジュの仕事はない。今日くらいは羽を休めて欲しいと願う。


「いててて……」


　こうして悪態がつけるあたり、大した火傷やけどは負っていないのだろう。もともとバウゼンたちも殺すつもりはなく、ただ見た目的に派手な刑けい罰ばつを与あたえて、慌あわてるビスマルクを見て溜りゆう飲いんを下げたかっただけだろう。


「しかもバウゼンときたらよ！　俺でダシとったスープ飲んだと思ったらペッと吐はき捨すてて『これなら鶏とりガラの方がマシだ』とかぬかしやがるんだぜ！　なんだそりゃ！」


「いや、そこは別にいいんじゃないですか。美味おいしく調理されたいんですか？」


「そういうわけじゃねーけど、それはそれでムカつくんだよ！」


　氷囊を抱だきながらニンジンを齧かじるビスマルク。


　この程度の怒りで済んだのは、自分にも非があることを認めているからだろう。


「だいたい、本当の被ひ害がい者しやは俺だぞ？　ディアートとかいう小こ僧ぞうにハメられてよぉ。いや本当にハメたのはあいつの裏にいるヤツなんだけどよぉ、おかげで俺は昨日の祭りほとんど楽しめなかったんだぜ？　知ってたか？　毎年昼頃ごろに銀貨通りに来る踊おどり子こがすげぇエロくてよー。今年もほとんど全ぜん裸らみてーな格好で」


「楽しんでるんじゃないですか、しっかりと！」


　アーセージの絵を破ったのは別問題だが、ビスマルクも被害者なことには変わりない。さらに昨日はジュジュ以下赤目隊の全員に怒ど鳴なられっぱなしだったのだ。今日は代わりに愚ぐ痴ちを聞いてもいいだろう。


「まぁ俺も俺だよな。あんな小僧の策略にやられるたぁ、まだまだ修行が足りねーな」


「ああ、そういやディアート捕まったらしいですね」


　昨日の深夜、金の入った袋ふくろと一いつ緒しよに地面に埋うまっているところを騎士に発見されたそうな。現在は地ち下か牢ろうに拘こう留りゆうしてあるが、まず死し刑けいは免まぬかれないだろう。


　善悪は抜ぬきにして、面白い人物だとは思っていた。


　これで悪人でなければ、もっと良い関係が築けたのに。そう思うと非常に惜おしい。


「で、ミロク。俺はともかくお前は何しに『聖書バイブル』まで来たんだ？　休みだろ？」


「なんか呼ばれたんです。アーセージ殿でん下かに」


「ほー？」


　ちょうどいいタイミングで、扉とびらが開いた。


「お、来ているなミロク」


　騎士の制服を着たアーセージだった。昨日の祭りでの疲つかれなど微み塵じんも感じさせない、覇は気きのある笑顔だ。


「殿下。どうもこのたびは、ウチの隊長がご迷めい惑わくを」


「なんでお前、俺のこと息むす子こみたいに扱あつかうんだよ」


　ビスマルクのツッコミはサラリと流して、本題に入る。


「どうして俺を？」


「ああ、ミロクでないと駄だ目めな仕事があってな」


「俺じゃないと？」


　どういうことだろう。自じ慢まんじゃないが、ミロクが騎士団で唯ゆい一いつできることと言えばジュジュのパシリか、剣けん技ぎくらいだ。だが剣けんならばアーセージもかなりの使い手だし、パシリならジュジュが直接言ってくる。


「実はな……トーラットのことなんだ」


「トーラット？」


　昨日の爆ばく発はつで負ったケガはどうなっただろう。すぐに病院に運ばれたが、面会謝絶と言われて大人しく帰ってきたのだが。


「状じよう況きようが差さし迫せまっているから言うが、実はあまり容態が良くない。命に関わる」


「えっ！」


　そこまで重体だったのか。


　ビスマルクは何も反応せず、黙だまってニンジンを齧っている。


「贔屓ひいきするわけではないが、トーラットを失うことは赤目隊だけでなく、ジルサニアのゴーレム技師にとっても大きな損失となる。絶対に死なせたくない。加えて、ジュジュの部下だ。死なれたらジュジュが悲しむ」


　どちらかと言えば、後半の理由が主だろう。


　ミロクだってトーラットに死なれては困る。


「そこで、ミロクだ」


「俺……？」


　まだ分からない。


　果たしてこの状況でミロクにできる事はあるのか。


「こうして話している以上、今のジルサニアの医い療りよう技術でトーラットを救うのは難しい事は理解できるな」


「ええ。でも、だったらどうすれば？」


「ベトを頼たよる」


「ベト神聖国……？」


　ジルサニアの南に位置する同盟国である。


　あそこは治ち癒ゆや蘇そ生せいの魔ま法ほうに力を入れている。確かにベトならトーラットを救う手立てがあるかもしれない。


「ミロクにはトーラットをベトまで運んでもらいたいんだ」


「俺が……ですか？」


　まだ分からない。どうしてミロクなのか。そりゃ仲間のピンチならどんな力にもなりたいが、輸送だけならその道のプロがいるではないか。いくらパシリでも、馬車やゴーレムの操縦は素しろ人うとだ。


「一刻を争うんでな。世界最速の方法で飛ばしてもらいたい」


「世界最速――まさか」


　それで、やっと気づいた。


　ミロクが扱える乗り物。


「ちょうど昨夜、捕とらえたばかりなんだが……いけるか？」


　断る理由は何もなかった。


　こういうパシリなら大だい歓かん迎げいだ。








　王宮の広場では、祭りの実行部隊――金童隊という――が、昨夜の後夜祭の残ざん骸がいを名残なごり惜しそうに片付けていた。毎年毎年、騎き士し達は一年で溜たまった鬱うつ憤ぷんを放出するかのように後夜祭で騒さわぐ。それは片付ける前から倒とう壊かいした櫓やぐらやテントなどを見れば分かる。地面にも食べ物や吐と瀉しや物が散乱しており、一日で片付くのか疑問だ。


　なぜか全員黒眼鏡を着用している金童隊が黙もく々もくと後片付けをしている横で、赤目隊はトーラットの搬はん出しゆつ作業を進めていた。


「これお弁当ね、途と中ちゆうで食べてね。あと冷えるといけないからマフラーして。あ、それとね、おなかも冷えないように腹巻き！」


　ミロクに次々と物資を渡わたすアーニィ。まだあるらしく、カバンから様々なものを取り出している。


「さすがに腹巻きはいらねぇよ！　どんだけ世話焼きなんだよ！」


「えー、でも……」


　アーニィが心配そうに撫なでるのはミロクではなく、彼が跨またがっている生き物だった。


　世界最強の生物、竜りゆうである。


　皮ひ膚ふは緑というより茶色に近く、細い前足と太い後ろ足、そして馬のように長い首。個人が操る竜とは違ちがい、中型の竜である。竜にもさまざまな種類がいるが、このタイプは小型の飛ひ竜りゆうより温厚な性格をしている。


　昨夜、森の中で捕ほ獲かくされたのだという。


　シェンランの暗殺部隊が置いていったか、逃にげ帰かえる前に捕つかまえたのか。


　後者だとしたら、シェンランたちは今でもジルサニアにいるのだろうか。


「酔よい止どめもいらねか？」


　粉薬を差し出すフェリサ。


「大だい丈じよう夫ぶ。操縦する人は酔わないんだ」


「そっか」


　ただ高々度で寒くなるというのは本当なので、夏だが銀色の外がい套とうを羽織り、その上からアーニィのマフラーを身につける。今は暑いが、すぐに涼すずしくなる。


「じゃあ代わりにコレは？　革の手て袋ぶくろ」


「お、それはちょっと嬉うれしい。ありがとう」


　アーニィから手袋を受け取り、手に嵌はめる。指の感かん触しよくを確かめ、握にぎったり開いたりする。


　竜の頭に被かぶせられた兜かぶとからは、角のようなグリップが生えている。大型なので前ぜん傾けい姿勢にならずに握れるほど長いグリップで、いくつかのボタンがついている。


「隊長、その兜の額のトコ、宝石がついてますよね？」


「これか？」


　ミロクの頭から飛び降りたビスマルクが、指示された宝石に飛び移る。頭に乗られても竜は静かなものだった。


「それ、ちょっと引いてください」


「引く？　押すんじゃなくて？　おお、本当に引けた」


　宝石を引っ張ると、竜が鳴いた。大きな声だったので、近くでゴミ箱を抱かかえていた金童隊の男がスッ転ぶ。


　ミロクはグリップのボタンをいくつか押し、じっと目を閉じる。


　しばらくそうしていると、竜が鳴き止んだ。


「これで良し……いけます」


「何がいけるの？」


　アーニィが心配そうな目で竜を見ている。撫でているうちに愛着が湧わいたのだろうか。


「操縦者を書かき換かえた。そうしないと命令を聞かないんだ」


「けっこうカンタンに変えられるんだね」


「戦場で自分の竜がやられて、他の竜を動かさないといけない時もあるからな。簡単にしとかないと困るんだ」


　そう説明すると、背後から大勢の人間がやってきた。


「ミロク！」


　先頭を歩くのは、ジュジュ。


　彼女の後ろでは数人の騎士が透とう明めいな箱を担いでいた。


　棺かん桶おけのような直方体には、トーラットが入っている。


「はい、こちらにお願いします」


　姫ひめの口調で騎士に命令すると、彼らはせーので合図をしてトーラットが入った箱を竜の背中に乗せる。かなり重量がありそうだったが、竜は平気だった。


　箱は透明だが、氷ではなかった。しかし中で眠ねむっているトーラットは死んだように動かず、顔も真っ白だ。


「これ、本当に生きてるよな？」


　思わずミロクが呟つぶやくと、


「問題ありません。箱の中で凍こおっているだけです。完全に凍らせることによって、時間を止めるのと同じ効果を得られます」


　丁てい寧ねいに答えてくれる騎士。どうやら彼ら全員、医者のようだ。


「……大丈夫ですよね？」


「問題ありません。ベトから推すい奨しようされたやり方です」


　大陸一の医療大国からそう言われれば、信じるしかない。


　箱はこ詰づめのトーラットを竜に完全固定すると、医者たちも去っていく。


「よし。じゃあぼちぼち行くか」


　兜からミロクの外套のフードに潜もぐり込むビスマルク。


「あれ、隊長も行くんですか？」


「おう、俺もちょっと用があってな」


　腹を押さえつつ笑うビスマルク。昨日、魔法をくらったと言っていたが、それの影えい響きようなのだろうか。


　特に拒きよ絶ぜつする理由はないので、そのままミロクは竜を飛ばそうとグリップを握る。


　そこへジュジュが走ってきた。


「ミロク、これ。王家からの書状。これないと門前払ばらい喰くらうから」


「ああ、ありがとう」


　手を伸のばして手紙を受け取ろうとする。


　その手をジュジュがぎゅっと握った。


　爪つめが食い込むくらい、力を込めて。


「ジュジュ？」


「……私のせいなんだ。トーラットがケガしたの」


「違うだろ。トーラットは自分で」


「それでも！　何もできないのが悔くやしいんだよ！」


　唇くちびるを嚙かんで下を向くジュジュ。


　まるで強がるコニーを見ているようだ。


「任せとけ、ジュジュ。すぐに元気なトーラットと会えるさ」


　そんな彼女の頭を優しく撫でると、ミロクはグリップを強く握りこんだ。


　大きく竜がいななくと、周囲の騎士たちの視線が集まる。


　緩かん慢まんに翼つばさを動かす竜。風圧が地面の砂を巻き上げる。


「いいかミロク！　私たちもすぐに追いかけるからな！　それまでにトーラット治してもらうんだぞ！」


「ああ！」


　力強く返事をすると、それに応えるかのように竜が浮うき上がった。


　風が上から降ってくるような感覚。


　さすが世界最速の移動手段。たった一いつ瞬しゆんで、直上に飛び上がった。


　まばたきを数回するだけの間に、ジュジュたちの姿がどんどん小さくなる。ジュジュとアーニィが何かを叫さけんでいるが、もう風の音で聞こえなくなった。


「くっ……」


　竜の操縦は久しぶりだ。のし掛かかる風圧に目が痛くなる。


　何回もまばたきをして目を慣れさせると、そこはジルサニア城下町を一望できる高さだった。巨きよ大だいな王宮と「聖書」が同時に見えた。華はなやかな王宮の背後を守る盾たて、という印象だ。


　そこから円形に広がる城下町。





[image: ]


　レンガの茶と石の灰色という無機質な色なのに、とても華やかに見えた。この都市を設計した人は、上空から見ることを想定していたわけでもあるまい。


　この美しい国を守るために、ミロクは剣けんを握る。


　大切な仲間を死なせたりはしない。


「ミロク」


　フードの中からビスマルクが呼ぶ。


「さっき話せなかった事、お前に教えておく。多分、ベトに着く前に知っておいた方がいいからな」


「何の事です？」


「モズ――魔ま導どう士しの事だ」


　竜が小さく鳴き、南へ進路をとる。


　熱くなる心を冷やす、切きり裂さくように激しい風。


　風に負けないように、ミロクは強くグリップを握りしめた。







〈つづく〉







あとがき




　涼やかな午後の特別教室。


　閉じられたカーテンの奥、赤あか目め俱ク楽ラ部ブの活動が始まる。


「どうです、新しい茶葉にしてみたんですが」


　白い制服の襟えり元もとを緩めるのは三年のトーラット。赤目俱楽部の副部長にして、無類の紅茶好きだ。眉び目もく秀しゆう麗れい、成績優秀な彼は毎日のように女生徒に交際を申し込まれるが、特定の女性と付き合うことはしない。


　――そう、女性とは。


「ああ、美味しいよ！　トーラット先輩！」


　紅茶を飲んでニコリと微ほほ笑えむミロク。


　今年から赤目俱楽部に入った期待の新人。学業はからっきしだが、動物のようなバネを生かした運動神経は女子だけでなく男子からも羨せん望ぼうのまなざしを集めていた。


　紅茶を飲むミロクの喉のど仏ぼとけが動くのを、横目でチラリと見るトーラット。


「それから、カマイのシュークリームです」


「おっ！　これ一日五十個限定のシュークリームだろ！　よく手に入ったな！」


「僕の情報網を駆使すれば、容易たやすいことです」


　テーブルに頰杖をつきながら、じっとミロクを見つめるトーラット。シュークリームを頰ほお張ばるその姿は、小動物のようで可愛らしく――とてもスキだらけだ。


「ミロク、ここ、クリームが」


　自然にミロクに近づき、トーラットはミロクの頰についたクリームを舐め取った。


「わぁっ！」


　とろける甘い感触を舌の上で楽しむ。


　それと同時に怯おびえて飛とび退すさるミロクも、目で楽しむことができる。


「な、なにすんだよトーラット先輩！」


「すみません……フフ。ミロクがあまりにも無防備だったものですから」


「そうやって、前みたいに……！」


　頰を赤らめて、顔をそむけるミロク。


　舌、目ときて、次はどこで楽しもうか。


「前みたいに、なんです？」


「い、言わせる気かよ！」


「言いたくないなら、再現してあげましょうか？」


　長い腕がミロクの肩を摑む。


　もっと抵抗するかと思いきや、ミロクは抵抗しなかった。震えるわけでもなく、トーラットに抱きしめられても何もしてこない。


「あ……」


　ミロクの潤うるんだ瞳が、トーラットの乾いた瞳とぶつかる。


　拒絶されたら、やめるつもりでいた。


　だけど――彼の寂しそうな目を見ると、身体が疼うずく。


「――嫌いですか？」


　抱く力を強めて、訊いた。


　ミロクは困ったような顔で、うつむく。


「き、嫌いじゃ、ない。けど、トーラット先輩！　俺は、こういうの」


「よかった」


　悪魔すら籠ろう絡らくできそうな笑みが作れたと、自分で思った。


　ミロクの顎あごを摑み、持ち上げる。


　紅茶の香りがする唇に、トーラットは――


「おっと、邪魔したかな」


　唐突に現れた、低い声。


　特別教室の入り口に立っているのは、三年のビスマルク。野生児のようなワイルドさが人気のウサギ（八頭身）だ。


「ビ、ビスマルク部長！」


　弾かれたようにトーラットを押しのけ、ビスマルクの元へ駆け寄るミロク。


　その白い毛並みに覆われた太い腕に抱かれると、ミロクはビスマルクをじっと見つめ、反応を待った。


「おいおいミロク。そんな物欲しそうな目をしたって、何もやらねーぞ？」


「お、俺は――」


「待ちなさい部長。ミロクは僕のものです」


　そこへ割り込むトーラット。


「なんだトーラット。おめぇも可愛がって欲しいのか？　フッ、だがそいつはお預けだ。時間がない」


「時間？」


「赤目俱楽部の活動が始まるぜ。またお嬢が暴れだした」


　肩をすくめるビスマルク。


「部長。今日のお嬢様は、どんな具合ですか？」


「ああ、百聞は一見にしかずだ――見な」


　親指で背後を示すビスマルク。


　そこは彼が今入ってきた、特別教室の扉。


　その扉を二台のバイクがブチ破った。


「出番が――」


　飛び込んできたのは〝烈怒愛頭レツドアイズ〟の特攻服を着たジュジュとアーニィ。


「ねぇ──────っ!!」


　鉄パイプをブンブン振り回しながら特別教室を蹂じゆう躙りんするその姿は、まさに悪あつ鬼き羅ら刹せつが如ごとし。テーブルも紅茶も人間も、平等に叩き壊していく。


「全部ブッ壊せ！　こんな世界なくなった方が、主に読者のためだ！」


「健全な青少年の夢を守るよっ！」


　部屋にいる男どもを（なぜかミロクを集中的に）なぎ倒していくバイクのふたり組は、それは爽さわやかに破壊の限りを尽くしたという。





　　　　　　　＊





　うおおおお、もう限界だ！


　家中の資料を集めて勉強したが、これ以上は無理だ！　勘弁してくれ！


　前日の夜に「ごめーん、言い忘れてたけどあとがきの〆切り明日の昼なんだー、アハハ」とか呑のん気きに言い放った担当様のせいで、全力でＢＬ成分を吸収したけど、もうダメ！





　ええと、今回のミロク三巻で、新しい担当さんと交代することになりました。Ｍ女史、今までありがとうございます！　これからは新しくＴ女史と立派な――え、Ｔ女史の隣の机から目を光らせてるから心配するな？　わはははは、やだなぁ、そんなＭ女史が見てないからって好き放題するつもりなんて、そんなこと微み塵じんも思ってませんよ？


　そして高たか階しなさんは引き続きこれからもよろしく！　いつもいつも素敵なイラストをありがとーっ！


　つーわけで、また次巻！


　あとがきって、こんな大変なモンだったっけ……。




二〇〇九年九月　田 口　仙 年 堂　
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